


「大学造形美術教育研究」第 22 号の刊行に寄せて

全国大学造形美術教育教員養成協議会

会長　聖徳大学　大成哲雄

 

ここに第 22 号となる全美協（全国大学造形美術教育教員養成協議会）の研究誌をお届けします。

全美協は、大学・短期大学で造形美術を教授する教員及び造形に関わる企業（賛助会員）によっ

て構成される組織です。この研究誌は加盟大学・加盟資格大学及び賛助会員に配布いたします。

研究誌は、本協議会の会則２条（目的）に示す「本協議会は、全国の大学及び短期大学におけ

る造形美術教育に関わる保育士及び教員養成の充実をはかり、造形教育の振興に寄与する。」こ

との具体的な取組みとして 20 年以上の実績があるものです。第 1 号から第 20 号までの研究誌は、

国立国会図書館にも納本されています。国立教育政策研究所より、本誌の実践について問い合わ

せがあったものもあります。この研究誌の特筆すべき点は、多くの学会誌にみられる研究論文とい

う位置づけでは無く、造形活動の探究的な実践報告が多いところです。ワークショップや大学での

日常的な授業など、多様な取組みにあふれています。まさに美術造形教育の今を垣間見ることが

できます。

新型コロナウィルスの国内感染拡大から 4 年が経ち、ようやく出口を出たような感があります。

コロナ禍を経て、私たちの生活にも変化が生じました。最も大きな変化は AI 化・DX（デジタル・ト

ランスフォーメーション）が一気に進んだことではないでしょうか。AI といかに付き合っていくか、

造形美術教育に関わる者として避けて通れない課題が加わりました。造形・美術という活動は、見

たり、感じる活動や描いたり、作ったりする表現を通して、自分自身の表現の在り方や他者との関

わりにおいて、色や形という造形的な視点から共感性や生み出される価値観を大切にしています。

そして、身体性や体験の重要性が学びのキーワードとしてあげられます。これらはどのような時代に

なっても変わらない本質的な事柄だと思います。

本研究誌は、こうした造形・美術の活動を通して実践者が様々な角度から考察しています。どの

内容も試行錯誤をしながら研究に取り組む姿が記録されています。それぞれの実践報告に触れる

ことで、こういうやり方や考え方があるのかという、しなやかな捉え方に繋がることや、実践の深

化やコミュニティーの広がりとなっていくことの一助になれば幸いです。

最後になりましたが、本研究誌の発刊にあたり、執筆いただいた皆様と編集作業を引き受けて

いただきました三澤一実先生はじめ、多くの方々にお力添えをいただきました。厚く御礼申しあげ

ます。

巻 頭 言 2023



85

大学造形美術教育研究 vol,22



2

掲載指名レポート 2023

1. はじめに
造形ウェルビーイングミーティング

は、本協議会が刊行しているメルマ
ガ第 52 号「幼稚園の先生になる人を
どう育てるか」（山崎正明氏 原文は全
美協 HP に掲載）の投稿が発端となっ
て行われた、造形美術のオンライン
会議（全 6 回開催）です。これらの
取組みを総括する形で 2023 年 2 月
19 日に「造形美術教育フォーラム」
が開催されました。山崎氏のメルマ
ガ記事には、幼児教育の現場を踏ま
えたとき、教諭を育成する養成校とし
て何をすべきかということについて一
つの提案がなされています（図１; 全
美協 HP に掲載）。

令和 4 年度造形美術教育フォーラムは、山崎氏
が指摘するこうした教育保育現場の造形活動の現

状を引き起こす要因を、乳幼児期の育ちを踏まえ
た造形活動として捉え直すことが全美協メーリング

全美協造形教育フォーラム2022報告
聖徳大学　大成哲雄、目白大学　佐藤牧子、中国短期大学　鳥越亜矢

What we can do as a Universities 

and junior colleges that foster 

childcare workers and 

kindergarten teachers through “Art 

Education Wellbeing Meeting”?

Ba sed  on  2022 fomat ive  A r t s 

educational forum

淺野卓司 *1、松岡宏明 *2、森田ゆか

り *3、伊藤美輝 *4、山崎正明 *5

　造形ウェルビーイングミーティングを通して
養成校としてできること

　−　令和 4 年度　造形美術教育フォーラムより　−

図 1　全美協メルマガ 52 号

*1　桜花学園大学　*2　大阪総合保育大学・大学院　*3　金城大学短期大学部　*4　元・山梨学院短期大学  *5　北翔大学
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リストでも話題となり、美術教育関係者や養成校で
の指導の在り方を見直すという２つの側面から考え
ることを目的として開催されました。フォーラムでは、
乳幼児期の造形活動の特質や養成校の教育、造形
行為の始まりとしての乳児の造形活動について、3
名のパネリスト（松岡宏明氏、森田ゆかり氏、伊藤
美輝氏）から報告を受け、全美協としてどのような
アクションを起こすのかという点から立ち上がった
Blog「そうだったのか！こどもの造形表現」について
山崎氏から紹介されました。以下にフォーラムの次
第に沿って紹介します。（淺野卓司）

2. 造形をめぐる用語整理
「造形」という言葉は、一般的な大人にとってアー

トや美術とのつながりが希薄です。Modeling、立
体的なもののみが造形だと思われている傾向にあり
ます。乳幼児が、形・色・材料と関わること自体を
通して世界を拡大させていくという意味で考えると、

「図画工作」や「美術」という言葉より「造形」の方
が適切だと言えます。「自然の造形」などという言い
方もあり、概念が広いわけです。

さて、造形をめぐる用語を整理する意義は二つあ
ります。一つは、「子供にとって、バランスの取れた
活動内容を提供する」ためです。もう一つは、「指
導者にとって、互いの議論がかみ合う土壌をつくる」
ためです。

( 図 2)「図画工作科の内容構成」をご覧ください。
「造形遊び」と「絵や立体、工作」の間には少し大
きな隙間があります。また、「絵や立体」と「工作」
の間には小さな隙間があります。さらに「絵」と「立
体」の間には隙間はありません。「造形遊び」と「絵
や立体、工作」は大きく違い、「絵や立体」と「工作」
も違います。さらに「絵」と「立体」は二次元か三
次元かという違いはあるものの、性質は一体化して
います。

「造形遊び」と「絵や立体、工作」の違いを見て
いきます。「造形遊び」は、「材料、場所」や「技法、
行為」からスタートし、はじめから作品にすること
を必ずしも目的とせず、作品になるとは限りません。
そこにあるのはプロセスや行為だけということがあり
ます。ですから、形成的評価活動がたいへん重要
となります。一方の「絵や立体、工作」は、およその「イ
メージ、目的」からスタートし、基本的には作品が

仕上がります。
次に、「絵や立体」と「工作」について見ていきます。

「絵や立体」は心象表現であり、発想やイメージ、
思いを表す活動です。できあがったものは「見るだ
け」ということになります。もちろん、見ることを低
位に考えているわけではありません。一方、「工作」
は適用表現であり、「使ったり、遊んだり、動かした
り、伝えたりするための合目的的・機能的なものを
つくる」活動です。つまり完成した後に何らかの役割・
用途があるわけです。

図画工作では学習指導要領で内容が区分されて
いますが、保育所保育指針等には何も書かれてお
らず、保育学生や保育者が造形の分類を理解する
のが困難です。それもあり、園によって造形の活動
の呼び方はバラバラです。単に「造形」と呼んだり、
すべてを「造形活動」や「造形表現」、「造形表現活動」
と呼んだりする園もあります。また、すべてを「造
形遊び」と呼ぶ園もあります。これでは小学校の「造
形遊び」の捉え方と齟齬をきたします。さらにすべ
てを「製作」、「製作活動」と呼ぶ園さえあります。
幼稚園教育要領では、かつて「絵画製作」という保
育内容がありましたが、その名残です。「絵画製作」
というのは、「絵画の製作」ではなく、「絵画と製作」、
つまり「絵（図画）と工作」です（絵画の「せいさく」
の場合は、「絵画制作」と書きます）。中には「製作
遊び」という造語を使っておられる園まであります。
合目的的な「工作」を「遊び」とくっつけて「製作遊び」
と呼ぶことは、さらに混乱を助長します。

（図 3）「園における造形活動の範囲」をご覧くだ
さい。まずは「自由活動」があります。自由な時間
に造形に関わる活動を子供がおこなっているもので
す。もう一つは、先生が意図してすべての子供たち
を対象に、その経験をさせたい「設定活動」です。

図 2　図画工作科の内容構成
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材料に見ているうちに「いいこと、考えた」と言って
行為に移したり（B → A → C）、何か切ったり、つな
いだり、破ったりしているうちにはたと思いついて、
そこに材料を足していく（C → A → B）など、いろ
いろなパターンがあります（図 4 いろいろな造形過
程）。小さな子供たちは、途中で「いいこと考えた」
とよく言いますし、目的が後で生まれることはざら
にあります。A からスタートする活動を「造形表現」・

「絵や立体、工作」、B や C からスタートする活動を「造
形遊び」と考えると理解しやすくなります。

B や C からスタートすると、材料が自分を開いて
いってくれたり、行為が自分を広げたりしてくれるの
で、新しい自分との出会いがどんどん起こります。
小さな子供たちは、自分の外側にあるものを通して
自分を拡大させます。いつも目的をもってのスタート
では、頭のなかにあるいつもの自分にしか出会えま
せん。ですから、先生はいろいろな造形過程を知っ
ておくべきなのです。その上で「造形遊び」を、設
定活動として意図的・計画的にすべての子供たちに
展開していく必要があります。

「表現」の話に移ります。小さな子供たちは心身
ともに未分化ゆえ、表現のかたちも未分化です。「劇

（ごっこ）」、「音楽（音）」、「身体」、「造形（色・形・
材料）」、「言葉」等、表現の媒体はさまざまあるわ

形態としては、必ずしもすべての子供たちに一
斉におこなうわけではありません。

設定活動のなかに「造形遊び」と「造形表現」
があります。「造形遊び」は小学校の「造形遊
び」と同じ、「造形表現」は小学校の「絵や立
体、工作」に対応すると考えると整理できます。

小学校の「造形遊び」は、教科のなかに位
置づく、いわば設定活動です。子供たちが休
み時間に自分のお絵描き帳に絵を描いている
時間を「造形遊び」とは呼びません。

「造形遊び」は、一般的には「色・形・材料や場
所と直接関わり、働きかけていく過程を大切にした
造形活動のことであり、遊びとしての性格（遊び性）
をもつもの」と定義されます。換言すると、「必ずし
も作品にすることを目的としない、色や形と格闘す
ることそのものを大切にした遊び」です。昭和 52
年に（当時はまた「造形的な遊び」）学習指導要領
に登場しました。「造形遊び」は、言葉としては十
分に定着しています。ですので、この定義を、保幼
こども園でも使っていくのが現実的です。保育指針
等には「造形遊び」という言葉は一切出てきません
ので、理解しにくいのは当然です。

「造形表現」は、「心象表現」（小学校で言う「絵
や立体」）と、「適用表現」（小学校で言う「工作」）
に区別できます。「造形表現」は「見るだけ」の「心
象表現」と、つくった後で使ったり、遊んだり、動
かしたりする「適用表現」に分かれるということです。
さらに「心象表現」には「観察から」、「（生活）経
験から」、「お話・空想から」等といったさまざまな
起点があります。「観察から」と言っても幼児の場
合は、五感による観察です。「適用表現」には「用
途を考えた」表現と「機能性を考えた」表現が想定
されます。

もちろん、このような分類は、幼児の側にはあり
ません。ただ、先生がこの区分を認識していないと、
同じようなプロセスや内容ばかり提供して、活動が
偏ったりする可能性があります。　

造形活動は、A 目的、B 材料、C 行為の三つの
要素で構成されます。A は「何を描くのか、つくる
のか」、B は「何を使って描くのか、つくるのか」、C
は「どんなふうに描くのか、つくるのか」です。「こ
れを描こう、つくろう」と考えて、材料を選び、行
為に移る（A → B → C）こともありますし、何かの

図 3　園における造形活動の範囲

図 4　いろいろな造形過程
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けですが、子供のなかでは一体化しています。です
が先生は、それらをしっかり分化させて一つ一つを
学ぶ必要があります。それでこそ、それらを統合させ、
未分化な子供たちの未分化な表現を引き出せるわ
けです。

平成になって領域「表現」が誕生しました。「絵
画製作」と「音楽リズム」が統合されて「表現」になっ
たのではありません（幼稚園教育要領）。未分化な
子供たちに対応させるべく、あらゆる表現媒体を含
めた「表現」として新たに立ち上がったのです。35
年ほど経ちましたが、表現媒体一つ一つについての
研究や研修が浅くなり、保育者が未分化状態になっ
てしまったという皮肉な結果となりました。さらに保
育者養成校でも、造形に関する学びの時間は削減
され、「領域に関する専門的事項（幼児と表現）」と

「保育内容の指導法（表現領域指導法）」を履修す
ればいいことになっています。しかもこれは「幼児
と表現」であって「幼児と造形」ではありません。

以上、造形をめぐる用語について、図画工作科と
のつながりを意識しながら整理しました。まずは、
これらの共通理解や議論からはじめる必要があると
考えます。（松岡宏明）

３. 「０・１・２ ＡＲＴ 　— 金城大学短期大学
部幼児教育学科×認定 NPO 法人おやこの広場
あさがお —」

筆者は 2 年生の実践では、特に 0、1、2 歳児と
の関わりを大切にしている。「造形遊び」は、知ら
ない「もの」や「こと」に興味を示し、五感・手・
身体を使って、それがどんなものなのかを確かめ知
ろうとすることから始まる。学生たちは、0、1、2 
歳児との ART 体験を通して「表現」の原点を実感
する。

「そんなに小さな子どもが何かを描くの？」と感
じるかもしれない。 大人は、これまでの経験により

「ART＝作品を作ること」と狭くとらえがちである。
保育者からも、「0、1、2 歳児の造形って何を作れ
ばいいの？」という質問をよく受ける。作品にする
ために保育者が時間をかけて下拵えをし、子どもは
少しだけ線を描く、シールを貼る、手形を押すなど
という話も聞く。

作品を作らせなければと構える必要はない。「造
形」は形あるものを作ることだけではなく、形や色、

素材と「かかわっていくことそのもの」も含み、その
ことに大きな意味がある。作品になる場合もあるが、
ならなくてもよい。

保育・幼児教育が大切にしていることは見えにく
い。『０･１･２ＡＲＴ』プロジェクト1) は、筆者が
2022 年、造形ウェルビーイングミーティングに毎回
オンラインで参加する中で、必要に駆られ、当初の
計画より迅速に、並行して進めていったプロジェクト
である。乳幼児 の TART・あそび U の魅力と意味、 
TART・あそび U を「見る」こと・「探る」ことの面
白さを、子どもを取り巻くより多くの大人に伝えた
いと願い、2022 年 10 月から展開している。

造形美術教育フォーラムでは、プロジェクトの一
環として制作した「ポスターパネル」「冊子」に使用
した写真とテキスト、紹介動画を活用しながら、子
どもの姿を多数紹介した。子どもの行為や表情が
多くのことを語る。本稿ではその一部を取り上げる。

（図 5）は、0 歳 5 か月の子どもの「探索活動」
である。絵の具を染み込ませた雑巾に興味を示す。

「なんだろう？」と自ら手を伸ばし触る。「冷たくて
気持ちいい」と感じながら指を動かしているのかも
しれない。絵具のついた手で今度は画用紙に触り、
画用紙の存在・材質・感触を確かめる行為の結果
が作品になる。この後、画用紙を口に入れて確かめ
ていた。このように、子どもは全身の感覚を使い、「も
の」を自分の中に感じて取り込み、そしてまた「もの」
に関わろうとする行為を繰り返し試みていく。（万一
口に入っても差し支えない絵の具を使っている。）

2022 年度から、画用紙にペンなどで「描く」こ
と以前に、子どもたちが、ペンや絵の具に興味を
もち、「自ら関わっていこう」とする思いや行為を大
切にした。大人が必要以上に「余計なこと」をしな
かったことによ
り、子どもたち
は自然に、一人
ひとりの遊び・
表現を生みだし

（ 図６）、 結 果
的 に、 ペ ンの
キャップの開け
閉 め などの 技
能も獲 得して
いった（図７）。 図 5　探索する
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大人は無意識のうちにこどもが
使いやすいように箱の蓋を開け、

「どの色にする？」…　「〇〇色にす
る？」…と聞く。

ペンのキャップを開けてあげ、
こどもの手に持たせ、「さぁ、描い
て！」という素振りを見せる。

（悪気がないことは分かっている。）
こどもの気持ちを想像してみよう！
小さなこどもにとっては、「初めての体験」「未知

の世界」（図８）。
大人は、もしかすると、余計なことをしているの　

かもしれない。
子どもは、見て…、触って…、
ゆっくり、ゆっくり「もの」と関わり、
感じながら、確かめながら、知ろうとしていく。
世界を広げていく。
その姿は科学者や哲学者のよう…。
それを見逃すなんて、勿体ない 2)。
　
まだ握力の弱い小さな子どもでも、マーカーや絵

の具で遊ぶことは案外容易である。手を動かすと白
い紙の上に色や形が生まれる（図９）。生まれて初め
てペンや筆を握った子どもの「嬉しい」「楽しい」と
いう気持ちが伝わってくる。思い思いに手を動かし
て遊んだ痕跡が、今、この年齢の時にしかつくれな
い「色」や「形」になってあらわれる（図 10）。から
だの発達や心の動きも見えてくる。

絵の具はとても不思議である。手を動かすと「色」
や「形」が変わる。子どもたちの好奇心や探究心を
ひきだし、子どもは「やってみたいこと」を試す（図
11)。

まだ十分に
言葉でコミュ
ニケーション
できない年齢
でも、素材や
行為を楽しむ
姿や豊かな表
情、片言の言
葉から、発見
や 驚 き、 感
動 を 読 み 取
ることができる。その瞬間に寄り添い、大人が共
感的に応答することにより、子どもはさらに楽しい
気持ちになり、遊びを広げていく。

子どもは大人をよく見ている。手を動かしながら
大人の反応を確認し、安心して遊び続けたり、手を
止めてしまったりする。大人が何を期待しているか
を探り、小さいながらに、大人に合わせようとする
こともよくある。大人が「何かを描かせなければ」「み
んなと同じことをさせなければ」「上手にさせなけれ
ば」というとらわれから解放されると、子どもも大人
もゆったりした気持ちになる。

子どもは安心して自ら手を伸ばし、全身の感覚を
総動員して世界を感じ、あらわしていく。生きるこ
とそのものが ART。小さな子どもたちを見ていると、

図 6　ペンと遊ぶ

図 7　自分でしめたよ！

図 9　じっと見る

図 8　はじめて見るもの

図 10　ペンで描く

図 11　ぽとぽと…
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そのことに気づかされる。作品づくりが目的ではな
いのに、生まれてきた作品はのびやかでとても魅力
的である。( 森田ゆかり）

　
4. 「造形活動における育ちと出会いについて」

　行為の始まりである乳幼児の育ちや活動への
理解を深める為に、この時期の造形行為 ( 以下、造
形活動 ) においてどのような育ちと出会いがあるか
確認する必要がある。まず「育ち」に関しては、乳
幼児の成長についての基本的な考え方を示した国
のガイドラインとしての保育所保育指針及び幼稚園
教育要領等に示された５領域「健康、人間関係、環境、
言葉、表現」から、造形活動のプロセスにおける「育
ち」と「出会い」について考察したい。
4-1. ５領域の「ねらい」における「養う力」につい

て
◯領域「健康」
健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活を

つくり出す力を養う 。
◯領域「人間関係」
他の人々と親しみ、支え合って生活するために、

自立心を育て、人と関わる力を養う。
◯領域「環境」
周囲の様々な環境に好奇心や探究心をもって関

わり、それらを生活に取り入れていこうとする力を養
う。

◯領域「言葉」
経験したことや考えたことなどを自分なりの言葉

で表現し、相手の話す言葉を聞こうとする意欲や態
度を育て、言葉に対する感覚や言葉で表現する力
を養う。

◯領域「表現」
感じたことや考えたことを自分なりに表現するこ

とを通して、豊かな感性や表現する力を養い、創造
性を豊かにする。

表現活動＝領域「表現」ではなく、保育における
表現活動は５領域の「ねらい」を総合的に含んでおり、
各領域の「養う力」を育てる活動であることを確認
する必要がある。

4-2. ０歳児の３つの領域における表現行為
0 歳児においては、3 つの「ねらい」が示されて

いる。

ア 健やかに伸び伸びと育つ 
1 歳児以降　領域「健康」へ
( ア ) ねらい 
A 伸び伸びと体を動かし、はう、歩くなどの運動

をしようとする。 
イ 身近な人と気持ちが通じ合う
1 歳児以降・領域「人間関係」へ
( ア ) ねらい
A 体の動きや表情、発声等により、保育士等と

気持ちを通わせようとする。
ウ 身近なものと関わり感性が育つ 
1 歳児以降・領域「環境」へ
身近な環境に興味や好奇心をもって関わり、感じ

たことや考えたことを表現する力の基盤を培う。
( ア ) ねらい 
@ 身の回りのものに親しみ、様々なものに興味や

関　心をもつ。
A 見る、触れる、探索するなど、身近な環境に

自分から関わろうとする。 
B 身体の諸感覚による認識が豊かになり、表情

や手足、体の動き等で表現する。
この時期の特徴として「表出」が重要な表現行為

で、それは環境への関わりとして行われる。ソフト
な環境（人的）とハードな環境（物的）からの刺激
と関わりとして身体の成長を促す動きとして現れる。
これは「幼児が身近な環境に主体的に関わり、環境
との関わり方や意味に気付き、これらを取り込もう
として、試行錯誤したり、考えたりするようになる」
につながる重要な意味を持つものと考えられる。す
なわち、環境からの刺激と関わりのプロセスにおい
て、乳幼児の心身の成長が促される。「表出」から「表
現」に移行してもその構造は変わる事ない。1 歳児
以降の５領域における領域「言葉」領域「表現」の
源は、３つの「ねらい」から続くものであることも
理解する必要がある。また、保育・教育における造
形活動は「造形教育の為の造形活動」ではなく「教
育の方法としての造形活動」であることも重要な視
点であり、常に論議する必要がある。4-3. 造形活
動における「出会い」について

前項 4-2 において「幼児が身近な環境に主体的
に関わり、環境との関わり方や意味に気付き、これ
らを取り込もうとして、試行錯誤したり、考えたりす
るようになる」と示したが、造形活動は環境との関
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わりの中で展開される。では、そのプロセスで出会
う物についてミニマムな視点で纏めると「環境と関
わる人の行為の視点」と「環境に存在する物の視点」
に分けて以下のエレメントとして示すことができる。

・造形活動エレメント１
「切る（ちぎる）、貼る（つなぐ）、塗る」行為の視

点
・造形活動エレメント２

「素材（材料）、道具（工具）、原理（仕組み）」存
在する物の視点

乳幼児の造形活動を支援する際に、様々な「表
現技法」が存在するが、全てはこのミニマムなエレ
メントの組み合わせであると言える。

エレメント1の「行為」は、思いの表れとしての「関
わり」（表現）であり、身心の成長を促す。0、1、
２歳の頃は、このそれぞれの行為を楽しむ過程（プ
ロセス）により自らの感覚とその「受け止め」、それ
から生まれる行為による「あらわし」の体験が、こ
どもの身体の成長となり、保育者等の受容・共感
が、自らの行為の肯定感となっていく。したがって、
関わる方法としての「行為」を楽しむ「造形あそび」
の重要性はここあると言える。

エレメント2 における様々な物との関わりにより
「素材の性質、特性との出会い」「道具の機能との
出会い」「様々な仕組み（原理）との出会い」がある。

「仕組みや原理」は素材や道具にも含まれるととも
に、造形活動だけでなく、日常生活の中にある人工
物や自然現象等への「不思議」「面白い」と感じる
好奇心や探究心を刺激する場面にもあり、領域「環
境」のねらいと繋がりそれが、領域「表現」におけ
る「感性」の育ちとなる。

乳幼児期における造形活動での「出会い」を５領
域の視点で考えると、「周囲の様々な環境に好奇心
や探究心をもって関わり、それらを生活に取り入れ
ていこうとする力を養う」 

領域「環境」が重要な存在であると言える。そ
の関わり＝出会いで培われたことが、領域「表現」
のねらいにある「いろいろなものの美しさなどに対
する豊かな感性をもつ」「感じたことや考えたことを
自分なりに表現して楽しむ」「生活の中でイメージを
豊かにし、様々な表現を楽しむ」に繋がる。関わる
行為は既に思いの現れであり出会いの方法である。
それは、「心情・意欲・態度」の保育・幼児教育の

根幹を培うことになる。
造形活動における育ちと「出会い」についてで述

べさせていただいたが、保育士・教員養成における
課題として「学生の造形活動に対する認識を、保育
所保育指針・幼稚園教育要領に基いた保育者として
の認識に如何に転換するか！」が常にあることに触
れさせていただく。

　それは、養成校入学までの造形活動の経験の
減少や、入試に関わる主要教科と周辺教科の区別

（差別）の中で培われている造形に対する価値観を、
乳幼児期の造形活動は、こどもに作品を作らせる活
動ではなく、そのプロセスでの様々な出会いと発見
を通して、こども自身が自らとのコミニケーションを
取り、身心の成長に関わる活動である事を、養成
に関わる全ての方々が理解し、保育内容系教科間
の連携が図られる事を願うところである。---　

5. 「Web を中心とした発信の提案」
5-1. 提案の背景

2023 年 1 月１日に配信された全美教メールマガ
ジン第 52 号（筆者）では、「幼稚園の先生になる
人をどう育てるか」というテーマのもと幼児教育現
場の課題について問題提起をした。内容は主として
幼児の「表現」をめぐるものである。これに対し、
全美協のメーリングリストで反響があり、それを受
けて淺野卓司会長（当時）の提案によりウェルビー
イング会議が重ねられ、造形美術教育フォーラムを

「そもそも、こどもの表現ってなに？　〜よりよい教
員養成を目指して〜」というテーマで開催することと
なった。造形美術教育フォーラムにおいての山崎の
テーマは「Web を中心とした発信の提案」〜乳幼
児期の造形活動を通して育まれるものの意味や価
値を伝える方法として Blog 活用の提案。プロトタイ
プ版の検討。 ウェルビーイング会議を踏まえつつ。
〜とした。以下はフォーラムで提案した概要である。

5-2. なぜ Web 発信が必要なのか
（1） 幼児教育現場の表現領域における問題点

保育現場でよくある「今度の製作、何させよう？」
となった場合、一般的には園でやってきたこと、先
輩やってきたこと、それから本とか保育雑誌等を参
考に具体的に立案する。しかし、その参考にする
内容に問題が多い。（「美育文化ポケット」という素
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晴らしい保育・教育誌もある）それは、先生の想定
した子供らしい作品を上手に作らせることが目的に
なっているものである。これが、少なからずある。
当然のことながら、幼稚園教育要領や保育所保育
指針等における感性や表現に関する領域「表現」
の目標、ねらいにも沿っていないことになる。また、
幼稚園・保育園等で見受けられる「壁面装飾（「壁
面飾り」の問題もある。幼児不在で、先生が苦労し
て装飾を作ることになっている園もある上、その教
育的な意味においても問題が多い。
（2）問題が起こる背景

一つは発行されている本の内容の問題。書店に
行くと作品の描かせ方、作らせ方を説明した内容の
本が多数販売されている。もう一つは Web にある
内容の問題。それは本と重なる。Web の方の問題
は放置しておけば、今後さらに拡大していくと予測
できる。

例えば、「３歳児・製作」で検索すると様々な例
が出てくる。造形教育フォーラムで松岡宏明・森田
ゆかり・伊藤美輝が発表した内容とは程遠い３歳児
の作品が多数出てくる。動画では「描かせ方・作ら
せ方」が楽しくわかりやすく紹介されている。上手
に作らせることが目的化されており、それを見て実
際にやってみると、子供もその通り作るわけで、先
生にとっては便利で有用なコンテンツとなる。料理
の作り方が You Tube でわかりやく説明されている
のと同様の感覚と言って良いだろう。こうして、子供
に指示をして作品を上手に作らせることになってしま
う。非常に残念なことではある。なお、ここで問題
とした内容を養成校の中でも「保育内容 表現」の
講義として行なっていることもある。これも大きな
問題ではあるが、本提案では触れない。

さらにもう一つ、幼稚園・保育園等で見受けられ
る「壁面装飾（「壁面飾り」という幼児教育界におけ
る独特の文化の存在である。（多くの園で取り組ま
れているわけではないが。地域差もある。）検索で

「壁面飾り」と入れると多数の壁面が出てくる。ヤク
オフでは壁面装飾が出品されている。これらが手作
り品として売られているのはそのようなニーズがある
からである。先生方は、壁面装飾を作るために貴
重な時間を費やすくらいなら、お金で解決するとい
うことである。しかもその壁面の飾りを教育的な視
点で捉えると、子供のための「環境」としては、文

化的、芸術的な質という面で大きな課題が残る。
（3）なぜ Web 発信なのか

多くの先生が日常的に簡単に利用するのがイン
ターネット上のコンテンツである。特に YouTube で
は「描かせ方・作らせ方」に関するものが多い。楽
しく、わかりやすく、親しみやすいことから、それ
を安易に保育に取り入れることも出てくるであろう。
実際に大学の講義の学生が模擬保育の参考にして
いることもある。有用な内容も多い Web サイトの
一つ「求人・転職の『保育士バンク！』には、例えば
そのコンテンツに「保育士お役立ちコラム＞ 日常保
育 ＞3 歳児の製作遊び＞保育に役立つ春夏秋冬別
のアイデアと指導案作成のコツ」というものがある
3)。ここでは、あるべき幼児の「表現」とは、程遠い、

「描かせ方・作らせ方」が主となっている。
残念ながら web 上のコンテンツはこのようなもの

が主流となっている。だからこそ良質な内容のコン
テンツが必要となってくる。それは、誰かに依頼す
るのではなく、これらの問題に気がついた教員養成
課程を担う教員で行うことを提案する。まずは全美
教の教員から。そして、Web 発信の根本となる考
え方をこれまであげた問題点「作り方・描かせ方」
に対して「乳幼児期の造形活動を通して育まれるも
のの意味や価値を伝える」内容とする。

5-3.　Web 発信のプロトタイプ・ブログ「そうだっ
たのか！こどもの造形表現」

今回のフォーラムに向けて図のような Web サイト
を Blog という形でプロトタイプを提案する。
（1）Blog という発信スタイル

Blog というスタイルを取ったのは無理なく複数の
人数で更新可能（ID とパスワードさえあればすぐ
に更新可能）で専門的知識が不要のため。さらに
SNS とは違って、記事のアーカイブ化という点で有
利である。Blog ではあるが、検索・カテゴリー・タ
グなどを使えるので、コンテンツを活用してもらう上
で非常に重要である。
（2）各記事・コンテンツの信頼性を高める

信頼できる記事の具体例として３つの記事を以下
紹介する（図 12、13、14）。

クリックすれば動画「0・1・2 ART」（森田ゆか
り）を見ることができる。このようなこどもの動画に
ついては、個人情報保護の観点から公開が難しい
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貴重なものである。そして何より乳幼児にとっての
ART の魅力と意味を考えさせてくれる優れた動画で
ある。

また「記事について」ということで他者の評価を
入れることで記事への信頼性も高めるようにした。
例えば「記事・乳幼児の ART の魅力と意味（その２）」
では、中国学園短期大学 鳥越亜矢が次のように評
価文を書いている。「ART（あそび）の入り口に使わ
れている写真を見ると、この子達には高い・低いの
区別と、色の区別がついていることがわかります。
特に、「私もやってみたよ。自分なりのやり方で」の
写真を見ると、同じ色のマーカーとキャップがペア
になって置かれています。背の高いマーカーが先で
そのすぐ後ろにその色のキャップがちょこんと置か

れています。私にはそれがまるで親子のように見え
てきました。色と高さに子どもなりの意味付けがな
されていることがうかがえる写真ですね。」（以上）
というように一つの記事を巡って複数でつくっていく
ような形が良い。

（図 13）の記事「子どもと造形 その意味と役割」
のコンテンツは動画ではなく、音声である。移動中
の車の中でも聞くことができる上、非常にわかりや
すく、本質的なことが語られている。動画以外の音
声ならではの良さがある。そして「子育て」という
視点も web 発信では重視したい。保護者への啓発
が非常に重要だと考えているからである。

　
（図 14）の記事「子供の美術」で紹介されている

のは松岡宏明による YouTube「子供の美
術」まつおかチャネルである。

内外の美術教育の成果を踏まえたも
ので、学術的な内容であるが、それを具
体的で、わかりやすく語りかけるようにし
て伝えている。この YouTube をリンクし、
コンテンツのように扱えることの意味は
大きい。現在 web 上にあがっている幼
児の表現に関するコンテンツに問題があ
ることに気づかせてくれることになる。

以上３つの記事について説明したが、
記事内容の充実は園内研修の講師依頼
の動きや、教員養成における教育内容が
充実につながっていくことも考えられる。
（３）活用されやすいようにする

活用されやすいようにするため Blog の
機能を最大限に活用する。Blog 内の記
事を「検索」できることは、活用のしや
すさにつながっている。他にカテゴリと
タグの活用である。カテゴリはまずは「全
美教」に関するものを作ったほか、地域「・
北海道・東北・関東・中部・関西・中国・
四国地方・九州沖縄地方」を設定した。

これは全美教のメンバーが各園の保
育の実践例などを紹介することを想定し
ている。こうして園どうし、教員どうしの
横のつながりも生み出しながら、地域の
高まりも期待したい。横のつながりとい
うことで言えば、例えば、例えばカテゴ図 12　記事「乳幼児の ART の魅力と意味」
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リ「関東」であれば「三松幼稚園」が出てくるが、
そこには園長の言葉が掲載されている。この内容に
共感した同じ地域の小学校の校長が実際に見学に
行って強い感銘を受けている。幼保小連携の参考
になったとのことである。

また内容であるが身近な実践例の紹介も大切に
したい。例えば、カテゴリ「北海道」では、特別な
ことではなく、日常的な素朴なものを取り上げてい
る。

カテゴリ同様、重要なのがタグである。タグは今
後も増やせることができるが、まずは「０歳・１歳・

２歳・３歳・４歳・５歳・子育て・ドキュ
メンテーション」を設定した。どのタグ
も重要である。例えば「５歳児」。ネッ
トで「５歳児・製作」で出てきたものと
この Blog のタグ「５歳」で出てくるもの
が違う。実は、そのことが重要である。
またタグ「ドキュメンテーション」も単
なる流行ではなく、本質的な意味で非
常に重要なものであることも示していき
たい。

リンクは厳選した。その中で「全美
教メールマガジン」をリンクしたことで、
多くの人に読んでもらえるようにした。
また、供の造形表現はどうあるべきかの
大切な根拠となるものとして、幼稚園教

育要領・保育所保育指針等へリンクしている。
以上が Web発信のプロトタイプ「そうだったのか！

こどもの造形表現」についての説明である。

5-4.　Web 発信のこれから
次にプロトタイプ「そうだったのか！こどもの造形

表現」をどうしていくかについての今後の方向性を
述べる（図 15)。

今 後、 有 志によって 2024 年 に Blog を整 理。
2025 年に専用のWebサイトを作るかどうかを検討。
そして全美教が正式に組織として責任を持って発信

することを期待したい。さらに他組織と
の共同できたらベストである。

このようにして、Web サイトでの発信
をより強めていく。最終的には、例えば、
産婦人科や小児科の待合室に web サイト
の QR コードを示したポスターなどを掲
示する。待ち時間に親が、アクセスし、
有益な情報を得る。それは子供の幸せに
もつながる。Well-being である。そのた
めも、信頼性の高い内容の発信は絶対
である。

さて、生成 Ai が注目される中、2023
年 3 月に Chat GPT４がリリースされた。
Ai は急激なスピードで進化してきている。
心配な内容もあるが、だからこそ私たち
自身もWeb 上にどんどん発信していく必
要があるだろう。それは発信された内容

図 13　記事「子どもと造形　その意味と役割」

図 14　「子供の美術」まつおかチャンネル
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を生成 Ai がデータとして使っていくからである。と
にかく、現状の乳幼児の表現についてのネット上の
情報は問題が多すぎる。そういう視点からも今回の

「Web を中心とした発信の提案」で乳幼児期の造
形活動を通して育まれるものの意味や価値を積極
的に伝えることは一層大切になってくる。批判だけ
では、解決ができない。そのための具体的な行動
が必要である。それが Web を中心とした発信であ
る。( 山崎正明）

６. おわりに
造形美術教育フォーラムを

通して見えてきたことは、子ど
もの造形実践の質保証は、価
値づけする大人がこれをどのよ
うに解釈して、豊かな実践へ繋
げていくかという点です。これ
を具現化することとして以下の
2 点を最後に示したいと思いま
す。

6-1. 活動の主体として「子ども」
の姿を捉え直す

造形行為のはじまりである乳
幼児の育ちや遊びへの理解を
進めることは、子どもが主体と
なる造形活動へと繋がっていき
ます。造形活動における「子ど
も主体」という言葉は、言い換
えれば大人が子どもにそうあっ
てほしいという過度な期待や、
指導者の意図的な出来栄えや
見栄えといった現場の実態に
対する反省から出て来ているよ
うにも感じます。乳幼児の造形
実践は、これまで行事と関連し
た活動として捉えている側面が
あります。ここには、合目的性
という特徴があります。一方で、
日常的な遊びから派生する活
動には明確な目的が活動の始ま
りに存在するわけではありませ
ん。

幼稚園教育の基本となっている「環境を通して行
う教育」との関係で言えば、人格形成の基盤が育
つ乳幼児期の「遊び」の意義、活動のプロセスを通
して見えてくる「子どもの姿」から捉え直す必要があ
るのではないかということが造形ウェルビーイング
ミーティングの話題にもなっていました。生活を通し
て経験することは遊びを通した学びであり、内面で
起きている変化に着目することは、乳幼児期の造形
実践の意義や価値を再確認することです。

図 15　Blog 全体の説明
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子どもの姿という点においては、美術科教育学会　
乳・幼児造形研究部会が作成した「乳・幼児の造形
が気づかせてくれる１０のこと」に示されている子ど
もの姿、幼稚園教育要領や保育所保育指針等の解
説書に示される子どもの姿、保育内容を通して垣間
見ることができる「幼児期の終わりまでに育ってほし
い姿（10 の姿）」はどれも重なりあっています。保
育の実践における造形的表現活動において、作品と
しての成果を重視する題材の選定やハウツー的な指
導方法といった保育者のための造形ではなく、子ど
もにとって相応しい活動とは何かという視点から捉
えることなくして、子どもが主体となる実践にはなり
得ません。

6-2. 造形を通した養成校と現場の協働
養成校における教育課程は、2018 年の教職再

課程認定申請で大きな節目となりました。造形関連
科目の教授内容は、音楽・造形・身体表現の統合
的表現という観点から大きく変更した養成校もある
ようです。このように科目あたりの時間数が減少し
たことで、養成段階において身につける知識・技能、
その育成は十分となっているでしょうか。

また、保育現場における子どもの造形表現は、子
どもの心身の成長を促すような豊かな体験を保障す
るものになっているでしょうか。保育の造形は独立
した活動であったり領域ごとに区切られたものでは
なく「生活」「遊び」の一部であることはいうまでも
ありません。その中でも行事が集中する時期や作品
展の開催に向けた造形表現は「やらなくてはならな
い」活動になりがちです。子どもが「やってみたい」

「面白いからもっとやりたい」と思えることが、探究
心を育てる保育に繋がると考えます。

子どもの造形について大人が語るとき、「のびの
びと」「感性豊かに」という語がよく用いられますが
実際のところ、こうした言葉はそうであったら良いと
いう保育の理想や子どもの純粋な感性を信じる大
人にとって都合の良い言葉になっていないかという
ことです。こどもが造形活動に没頭できるような環
境や空間、繰り返し試すことができる機会、新たな
気づきを共有して喜び合う豊かな人間関係といった
深まりのある造形活動の諸要素を環境として作って
いくために、養成校はどういう内容を学生に教授し
ながら、現場を支援していくのかということを継続

的に検討することが必要です。
造形ウェルビーイングミーティングをこうしたこと

を検討する場として 2024 年度に再構築していこう
と思います。概念ではなく直接的な体験を通した学
びや共感は、造形活動の特徴といえます。こうした
ことを重ねることで「子どもにとっての造形表現」の
本質に迫ることができるように感じます。（淺野卓司）

註

1) 金城大学短期大学部幼児教育学科・森田と、美術学科・

大場新之助が 2022 年 7 月に開始した協働プロジェクト。

2) 森田ゆかり・大場新之助『０･１･２ＡＲＴ』金城大学短

期学部　2022　p.3

3) 「保育士お役立ちコラム＞ 日常保育 ＞ 3 歳児の製作遊

び＞保育に役立つ春夏秋冬別のアイデアと指導案作成の

コツ」

https://www.hoikushibank.com/column/post_1720 ( 情

報取得日；2023 年 12 月 2 ８日）

参考文献

・ 松岡宏明『子供の世界 子供の造形』三元社、2017

・ 松岡宏明『子供に子供の美術を』三元社、2023/

・ 「保育所保育指針」（平成 29 年厚生労働省告示第   

   117 号）

・ 「幼稚園教育要領」（平成 29 年 3 月 文部科学省）

*1　桜花学園大学　*2　大阪総合保育大学・大学院　*3　

金城大学短期大学部　*4　元・山梨学院短期大学

*5　北翔大学
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実践報告
2023

1． はじめに
本稿では、令和 5 年度に保育者養成校の 2 年次

選択科目「図画工作Ⅱ」で行った「保育環境を構想
する—木工による表現活動—」の内容について報
告する。　

授業では、保育者となった際に子どもと過ごした
い保育環境を構想すること、イメージを木工で表す
ための知識・技術を習得することを目的に、木工に
よる保育室／園庭の模型制作を行った。

本報告では 5 回の授業の具体的な内容とともに、
学生の振り返りの記述内容から個々の学びについて
考察する。

保育者養成校における保育環境を考える – 木工表現の実践 –　 
                                                                 常葉大学短期大学部　木下藍

2． 授業の概要
「図画工作Ⅱ」は 2 年次の選択科目である。1 年

次の必修科目である「図画工作Ⅰ」で学修した内容
を深化させ、領域「表現」のねらい及び内容の理
解を踏まえた具体的な保育を構想するために、幼
児に身近な材料と方法を用いた「伝承あそび」「かく」

「つくる」「造形あそび」の教材研究を主体的に行う。
本論文では 15 回ある授業の内、「保育環境を構

想する—木工による表現活動—」の 5 回の内容に
ついて報告する。

また、授業の最後には、毎回振り返りを書く時
間を設けている。学生の振り返りの内容も含め、各
回での個々の学びについて考察する。なお、倫理
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写真 2　 小石、芝生を用意して園庭を制作する

的配慮として、振り返りの記述内容や写真の掲載に
あたっては学生の了承を得ている。また、写真や振
り返りを掲載する際には個人が特定されないよう配
慮している。

5 回の授業及び授業外で行った大学祭での展示
の内容は表 1の通りである。　

表 1　5 回の授業の流れ
1 保育環境の構想と工具の使用方法の確認
2 グループでの制作—思いを形にする木工— ①
3 グループでの制作—思いを形にする木工— ②
4 グループでの制作—思いを形にする木工—③キャ

プション作成
5 鑑賞—発表と共有—

授業外活動：大学祭での展示

3 −1．保育環境の構想と工具の使用方法の確認
次に、各回の授業の具体的な内容について報告

する。第 1 回目では 5 回の授業の流れと目的を説
明し、「保育者になった際に子どもたちと過ごしたい
保育室または園庭の環境」を構想した。

参考資料としてイタリア、レッジョエミリアの幼児
学校の保育室 1 や、日本の保育室の環境について、
具体的に写真等も掲載してある書物 2 を用いて紹介
した。また、幼児の木工表現活動の紹介として、筆
者の研究協力園でもあり実際に木工を行っている保
育園の動画 3 も紹介し、学生のイメージを深めるた
めの手助けとした。

保育環境の構想は 3~5人程度のグループで行い、
ワークシートに保育者の願い、具体的な環境図とそ
の意図等を書いて計画した。

　授業の後半にはのこぎり・金槌の使用方法を確
した。中学校での技術の授業で工具を使用した以
来の学生が多かったため、基本的な使用方法、使

う際の環境、配慮等を、見本を示しながら説明した。
その後、練習もかねて一人一つ木片でこびとを制作
した（写真 1）。こびとは、保育室／園庭を制作した
際にそこで遊ぶ自分の分身として授業の最後にも活
用した。

学生の振り返りからは「導線を意識して計画した」
「実習で行った園を思い出しながらどんな保育室だ
と良いか考えた」「園にある園庭も様々な意図が考
えられていると思う」等の記述が見られ、これまで
の実習の経験を活かして構想している様子がうかが
えた。

3 −2. グループでの制作—思いを形にする木工—
2 回目から 4 回目まではグループで計画した保育

環境について実際に木材を使用して制作していっ
た。使用した道具・素材は表 2 の通りである。ベ
ニヤ板を保育室／園庭の床とし、2 枚または 4 枚を
合わせて使用した。筆者からは自然物を使った制作
に親しんでほしいというねらいから表 2 に記載のよ
うに自然物を多く準備したが、その他グループで必
要と判断した素材については各自で準備するよう指
導した。各グループが自分たちの構想する保育環境
のねらいに沿って、築山を作るための紙粘土、砂場
用の砂、模型用の人工芝パウダー等を準備し制作し
ていた（写真 2）。

表 2　使用した道具と素材

道具

のこぎり・糸鋸
金槌・釘（25mm､ 32mm､ 38mm､ 45mm）
クランプ・ヤスリ（荒・中・細）
木工用ボンド・グルーガン

素材 シナベニヤ 300 × 225 × 4mm
木の枝・まつぼっくり・どんぐり
布切れ・毛糸・針金

写真 1 　こびと制作
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実際に木工制作を始めると、平面での計画や頭
の中にあるイメージを、3 次元に落とし込むために
試行錯誤する姿が見られた。木工表現では特に、
素材の性質を知った上で制作する必要がある。例
えば釘打ちだけでも、薄い板に釘を打ち込もうとし
ても割れてしまったり、節のある部分では全く打ち
込めなかったりという風に、実際に体験することで
気がつくことが多いようであった。

あるグループでは保育室にロフトのようなものを
作りたいと考え、初めはベニヤ板同士をボンドのみ
で接着しようとしていた。しかしながら、それでは
当然強度が足りず倒れてしまう。そこでグループで
案を出し合い、木材を添えて釘で打つことで安定す
るようにした。

このように失敗を重ね、どうすれば良いかアイデ
アを出し合い、試行錯誤しながら共同的に制作を
する姿が多く見られた。（写真 3）

また他のグループでは、のこぎりで切る際に、直
線に切ることに苦労している様子だった。しかし、
回数を重ねる毎に道具の使い方に慣れ親しんでいき
仕上げの段階では糸鋸をうまく使って円を切り抜く
ことまでできるようになった。

振り返りでも「道をどのように作るか、気をどこに
配置するか、もしこの園庭で遊ぶ身になったらどこ
に何があるかをおいてみながら考えて、立体的にイ
メージすることが大切」「のこぎりや金槌は思ったよ
りも難しい。作ることは楽しいけど危険もある」と
いった記述が見られ、実際に素材に触れることで体
験的に学ぶことが多かったことが推察される。

4 回目の授業では、制作の仕上げとともにキャプ
ションを作成した。キャプションは印刷して鑑賞会
と、学園祭での展示の際に使用した。

3 − 3. 鑑賞—発表と共有—
5 回目の授業では鑑賞会を行った。初めに各グ

ループが制作した保育室／園庭に込めた保育者の
願いや環境構成の工夫について発表する。その後
は各自が自由に観る時間を取った。鑑賞の際、学生
は初回の授業で作ったこびとを持ち歩き、それぞれ
の保育室／園庭で子どもたちだったらどう過ごすか
を想像しながらこびとを配置し、写真撮影をした。

フィードバックはTeamsを用いて行った。各グルー
プが保育室／園庭のテーマを投稿したものに、返
信機能を用いて、こびとが遊んでいる写真と、鑑賞
した感想を投稿した（写真 4）。

学生の振り返りでは「友だちと協力しながら作り
上げたので、できあがったときの達成感がとても大
きかった。」「実際の自然の素材と粘土などの素材を

写真 3　 2 階建ての保育室を制作するため試行錯誤　 写真 4 　teams を活用したフィードバック
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使ってどうやったらリアルになるかな？と試行錯誤
した。」「水で遊べたり畑があったり子どもが考えて
遊べる園庭がとてもよかった」「カラフルで遊びた
くなるような遊具がたくさんあって楽しいと思いまし
た！ステージからの景色もわくわくしました」等の記
述があった。他の学生が制作した保育室／園庭に、
こびとが遊びにいくというイメージを持って鑑賞する
ことで新たな気付きもあったようだ。

3 − 4．授業外活動：大学祭での展示
授業外では、11 月に開催された大学祭において

作品展示を行った。大学祭では子どもの遊び場等
も設置されていたため親子連れの来場者も多く、展
示物に興味を持って見る子どもの姿が見られた。

4．まとめ

本実践では、保育者となった際に子どもと過ごし
たい保育環境を構想すること、イメージを木工で表
すための知識・技術を習得することを目的に、木工
による保育室／園庭の模型制作を行った。その結

果、それぞれの学生の保育観を反映した多様な保
育室／園庭ができあがった（写真 6-8）。

本学は短期大学部のため多くの学生が 2 年で卒
業し、幼稚園、保育園、こども園といったところへ
就職する。本実践のように園の環境全てを構想する
ことは実際には難しいが、授業での経験を基に「ど
のような環境で子どもたちと過ごしたいか」という
視点を持って保育を行うことに繋がると考える。

註　
1 森田浩章､ 中谷里美､ 五島真希（2016）「光の

中へ—レッジョ・エミリア市の幼年学校の子どもた
ちに魅せられて」

2 高山静子（2017）「学びを支える保育環境づくり: 
幼稚園・保育園・認定こども園の環境構成」　

3 保育園のアトリエ「 子どもと椅 子」https://
youtu.be/79M5cI8tMh0?si=RlYZIW6xLRdfb-Q3　

（参照 2024 年 1 月 5 日）

写真 6 　六角形の可動式テーブル、円窓のある和室、大きな
窓のあるランチルームのある保育室

写真 8 　身近に自然を感じられて、子どもたちがやってみたい
と思い体を思い切り動かして遊べる園庭

写真 5　大学祭での展示の様子 写真 7 　遊びが広がる保育室
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実践報告
2023

１　はじめに
本学園は、青森県弘前市にある。弘前市は、桜

とりんごが有名で、りんごは全国１位の生産を有す
る。市街地を外れると、郊外にはりんご園が広がっ
ており、りんごは身近なものとしてある。

本稿では、この地元の特産であるりんごを利用し
た造形活動の素材開発の事例を紹介する。

２　経　緯
これまで短期大学部の保育科で図画工作の演習

を担当してきたが、本年度は、大学のこども発達学
科で図画工作の演習を担当している。受講学生は
50 名から 60 名程度であるため、大量の造形活動

地域に根差した造形活動の素材開発
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柴田学園大学 葛西克行 

の素材が必要となる。また、演習の予算はほとんど
なく、学生に金銭的な負担がかからないようにする
ためには、使用する素材は安価なものでなければな
らない。

これまでは、集積的な立体造形の演習に安価で
大量に入手可能な素材として、主に綿棒やストロー
などを使用してきたが、綿棒やストローのような人
工的な素材ではなく、もっと自然の素材を取り入れ
た演習ができないものかと考え、身近にある特産の
りんごに着目した。地域のりんご農園に協力をお願
いしたところ、趣旨を理解してもらい、大量のりん
ごの枝を無償で提供していただいた。

これまで、提供していただいたりんごの枝を使っ
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た立体造形の演習を２回行った。今年度も引き続き
りんごの枝を素材とした立体造形の演習を予定して
いる。

３　素材としてのりんごの枝
（1）りんごの枝の加工

① 皮はぎ
りんご園では、毎年枝の剪定を、春先と初夏か

ら秋にかけて２回行っている。
素材としてのりんごの枝は、皮がついたままだと、

見た目も良くなく、また腐りやすいため、皮をはぎ
取るようにしている。

春先の剪定で切り落とした枝の皮は、りんごの木
がまだ水分を吸い上げていないため、髄とくっ付い
てなかなかはぎ取ることができない。一方、初夏か
ら秋にかけて行う剪定は、新梢の剪定である。こ
の時期のりんごの木は、水分を吸い上げているため、
新梢の皮と髄の間に水分があり、簡単に皮をはぎ取
ることができる。そのため、素材として使用するのは、
専ら新梢の枝である。ただし、新梢の枝でも剪定し

たらすぐに皮をはぎ取らないと、皮と髄がくっ付い
てしまい、皮をなかなかはぎ取ることができなくな
る。すぐに皮をはぎ取ることができない場合は、バ
ケツに水を入れ、水分が蒸発しないようにす剪定し
た枝を浸しておく必要がある。

② 乾　燥
皮をはいだばかりの状態では、樹液や水分が髄

に含まれているため、枝の接着に使う木工ボンドの
効きが良くない。そのため、1 か月程度の乾燥が必
要である。乾燥が進むと、髄の色が薄緑色から薄
茶色へと木材らしい色に変化する。　

③ 切　断
制作するテーマに応じて、剪定鋏で切断し、長さ

を調整する。剪定鋏で切断するときは、切断した枝
が弾け飛ぶことがあるので、けがをしないように床
の近くで切断するとよい。剪定鋏で切断することが
無理な太い枝は、鋸で切断する。
（2）素材としてのりんごの枝の特質

①確保できる量と経費
りんごの新梢は、初夏から初秋まで、次 と々芽を

りんごの新梢

皮をむいて乾燥したりんごの枝

切断したりんごの枝

綿棒を使った「球体」の作品
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枝の自然な形を積極的に活用しなければならない。
そのためには、素材をよく観察し、素材に寄り添う
ことが必要になる。

演習では、綿棒を使った時と同じテーマ「直線で
つくる曲線・曲面」を取り上げた。綿棒とは違い、
りんごの枝は１本１本違う形をしているため、最初
の作品のイメージが、枝の形に応じて変わっていく
様子が見られた。りんごの枝の取り扱いは難しいよ
うだったが、完成した作品は、綿棒の作品とは違
い、自然が持つ力強さが感じられる作品が多く見ら
れた。

５　今後の課題
（1）りんごの枝の確保

今後とも大量の枝を確保するためには、りんごの
枝を剪定する人員が必要である。実際にりんご園へ
行き、梯子に上って新梢を切る人員が確保できなけ
ればならない。

また、今回は地域のりんご農園の協力を得て、新
梢を大量に無償で確保することができたが、今後も
地域のりんご農園の協力を取り付けることが必要で
あり、地域との連携が大切になる。地域との連携は、
地方の大学の独自性をアピールするためには、必要
不可欠である。
（2）りんごの枝の加工作業

りんごの枝の加工作業は、皮はぎと切断の２つで
ある。特に皮はぎは、剪定後すぐにはぐのが最善で
あるが、それができない場合は、りんごの枝を水に
浸しておいて、後で皮をはぐことも可能である。しか
し、その間１日ごとに水を取り換えないと腐敗が進
んでしまうため、長い間水に浸しておくことはできな
い。実際の演習では、受講学生も皮はぎの作業を
行ったが、それだけだと必要な量を確保できないた
め、協力をいただいたりんご農園のスタッフにも手
伝っていただいた。大量のりんごの枝の皮を乾かな
いうちにはぎ取るためには、りんごの枝の剪定人員
の確保と同様、皮はぎをする人員の確保が必要とな
る。
（3）共同制作への導入

小学校学習指導要領図画工作科の「指導計画の
作成」の中では、共同制作を取り上げることの旨が
示されている。本演習でも共同制作をテーマとした
演習を行ってきた。平面での共同制作に比べて、立
体造形の共同制作のテーマや素材は豊富とは言え

出して伸びるため、ワンシーズンだけでもかなりの
量を確保することができる。また、剪定した枝は、
ほとんど処分してしまうため、りんご園の協力が得
られれば無償で入手できる。

②形状の種類
枝の太さは、細いものから太いものまで、様々な

太さのものを手に入れることができる。
また、課題のテーマによって、いろいろな長さの

枝を用意することができる。「りんごの枝の加工」
の箇所で説明したように、剪定鋏や鋸を使って、簡
単にいろいろな長さに切りそろえることができる。

③制作方法とメリット
　制作は、枝を１本１本、木工ボンドで接着して

行う。そのため、完成の形をイメージしながら、少
しずつ修正を加えて制作することができる。修正も
容易にできる。

また、様々な枝の形から、作品のイメージをいろ
いろ膨らませて制作することもできる。さらに、作
品の大きさも、工作台に載るような小さな作品から
大きな作品まで制作することができる。

４　実践内容
（1）綿棒を使った造形活動

りんごの枝を使う以前は、安価で大量に手に入れ
ることができる綿棒を素材として、立体造形の演習
を行ってきた。

実際の演習では、課題のテーマを「直線でつくる
曲線・曲面」とし、直線は平面、曲線は曲面という
考えを相対化し、形を柔軟に捉えることを目的とし
た。

学生は、形がどれも均一な綿棒の取り扱いは、
容易にできていたが、曲面を作るために、まっすぐ
な綿棒をどのように組み合わせていくかに苦心して
いた。

（2）りんごの枝を使った造形活動
りんごの枝を素材として使うようになったのは、

地域のりんご農園から、りんごの枝を大量に無償で
手に入れることができるようになったからであるが、
それ以外にもりんごの枝には、綿棒に比べて木の温
もりや微妙な歪みや変形など、自然の形のおもしろ
さがあったためである。そのため、無理やり作品の
形に枝の形を適合させることは難しく、むしろ枝の
形に作品の形を適合させる必要がある。枝を使っ
た造形では、枝の形をコントロールするのではなく、



21

大学造形美術教育研究 vol,22

綿棒を使った「球体」の作品

りんごの枝を使った「アーチ」の作品

りんごの枝を使った「ドーム」の作品

綿棒を使った「球体」の作品

りんごの枝を使った「ドーム」の作品

りんごの枝を使った制作の様子

ない。りんごの枝を立体造形の素材に加えることが
できれば、共同制作のテーマや素材も広がる。

例えば、りんごの枝を素材としたこれまでの演習
では、個別に工作台で作れる大きさの作品を制作し
てきたが、各自で制作した形を部分として、それら
を組み合わせ、一つの大きな作品にすることができ
れば、共同制作にりんごの枝を素材として使うこと
ができる。

今後は、実際の演習の中で、りんごの枝を素材と
した共同制作の演習内容を、具体的に検討していく
予定である。

謝辞
「葛西りんご農園」には、大量のりんごの枝を無

償で提供していただき、心より感謝申し上げます。
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実践報告
2023

１　はじめに
本稿は、自然物を栽培・採集・活用できる保育

者の養成を目指した菜園の取り組みを紹介する。
（１）菜園の沿革

この取り組みの前に、筆者が所属する短期大学
に菜園はなかった。2017年度の教授会においてキャ
ンパス内の一部を菜園として使うことの許可を得た。
2017 年から現在まで毎年菜園を活用している。ち
なみに筆者の専門は栽培ではなく、造形である。

この取り組み以前は、学生の栽培の学びは、主
に教科書を使って行われていた。しかし、学生が卒
業後に働く保育現場では、栽培が行われている場
合があり、菜園で収穫した自然物を活用することも

行われていることから、保育者に必要な知識・技能
の一つと考えた。
（２）環境

筆者が所属する短期大学は住宅街にあり、菜園
は道路に面している場所にある。このため、キャン
パスの外側から菜園のトウモロコシなどの背丈が高
い植物が見える。

菜園はキャンパス内の空いている場所を使う許可
を得て開墾した。菜園は約 13 Fと 22 F の 2 つに
分かれている。菜園として開墾した場所は、建物や
樹木に囲まれており、日照時間が少ない場所である。
このようにキャンパス内の菜園は、残念ながら栽培
に適した条件ではない。

自然物を栽培・採集・活用できる保育者の養成
　- 菜園の取り組み -    新島学園短期大学　櫻井剛 
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肥料を作ることは、古い校舎を解体したときのベ
ニヤ板や柱材の廃材を分けてもらい、その木材で
枠を作り菜園の廃棄物や落ち葉を入れて肥料にし
た。菜園のいらない作物や落ち葉を木枠の中に入
れて肥料を作ることでわずかではあるが循環型の菜
園を目指した。ただし、菜園で作った肥料だけでは
栽培できないため、多種の市販の肥料を使用してい
る。

２　菜園で学ぶこと
菜園で学生が学ぶことは、次の７つである。

（１）栽培の知識・技能
菜園の活動は、植物の栽培の知識・技能を学ぶ。
菜園で栽培する場合、菜園の環境に合った植物

を調べ、栽培する植物の種類を決め、適切に植物
を世話する。このように、菜園の活動は、栽培の知識・
技能の修得につながり、栽培の経験の不足を補う。

菜園の活動は、植物が生長していく様子を見る。
植物の種類によって種まきや植え付けの時期が異な
ることを理解したり、間引きや芽かきなどの生長に
必要な作業を知ったりする。しかし、種を植えて芽

が出ないことがあったり、生長の途中で枯れたり、
病気になったりすることもある。きちんと植物を世
話しても、雨量や日照時間、気温などの条件で十
分に育たないこともある。

このように植物の性質や環境を理解して世話する
ことの大切さや責任を持って世話することを理解す
る。
（２）採集・活用の知識・技能

菜園の活動は、採集して活用する知識・技能を
学ぶ。

菜園の活用によって、どのような時期にどのよう
な植物を採集できるのか、採集した植物はどのよう
に活用できるのかを学ぶ。このように、菜園の活動
は、採集・活用の知識・技能の修得につながる。
（３）環境構成の知識・技能

学生は菜園の活動によって、領域環境と領域表
現を関連付けて学び、子どもの多様な表現を育むた
めの環境を整える。保育者は、子どもの興味や関
心を引き出す環境を整えることが重要であり、学生
は専門的な知識と技術を身につけることで、子ども
の成長や発達をより効果的に支援する。

写真１　菜園

写真２　菜園

写真 3　収穫

写真 4　藍の葉の生葉染め
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（４）感性
菜園は、保育者を目指す学生が、自然の美しさ

と不思議さを知り、自然との関わりを深め、環境を
大切にする気持ちを育む。環境の中でもとりわけ自
然の環境は、五感を刺激し、感性を育む。夏は炎
天下の作業に耐え、日焼けになりながら活動する。
秋・冬は寒さや風の中で活動することがある。学生
は季節を通した栽培を経験することによって、季節
の変化を感じる。さらに、菜園での活動は、晴や雨、
風などの天候に左右されるため、天候にも敏感にな
る。

このように、キャンパス内の菜園で自然の環境を
肌で感じる。
（５）汚れを気にしない感覚

菜園の活動は、土ほこりで全身がほこりまみれに
なり、手や衣服、靴が土で汚れる。草の汁で汚れたり、
臭いが付いたりすることもある。菜園の活動は汚れ
ることは当然のことであり、あまり汚れを気にしな
い感覚になる。
（６）コミュニケーションと協働

菜園の活動はコミュニケーションと協働が欠かせ
ない。

例えば、土に肥料を混ぜ、耕して畝を作ることは
重労働なので学生は交代で菜園を耕している。ま
た、畝にマルチシートを張るときは、シートを伸ば
し土で端を覆う作業を分担して協力して作業してい
る。植物の支柱を立てるときにも竹の棒を支える学
生、紐で縛る学生と役割を分担して協力して作業し
ている。また、菜園は地域住民や小学生がすぐ隣
を通る環境であるため、授業で学生が菜園で作業
していると、地域住民が興味深そうに見たり話しか
けたりしてくるので、地域住民とのコミュニケーショ

ンにわずかに役立っている。
このように菜園の活動は、学生のコミュニケーショ

ン能力と協働につながる。
（７）身近な生き物を知る

街中のキャンパスの菜園ではあるが、身近な昆虫
や鳥などと関る機会になる。菜園で作業していると
蚊に刺されたり、土を掘って幼虫やミミズが出てき
たり、葉につくイモムシがいたり、チョウやバッタが
いたりと、いろいろな昆虫と出会う。さらに、まい
た種をほじくり返すムクドリや実った作物を狙うカラ
スにも出会う。

このように、育てる植物について学ぶだけではな
く、菜園で出会う生き物について知る機会になる。

３．菜園の管理
菜園の管理は、主に卒業研究Ⅰ･Ⅱの授業で行っ

ている。筆者が担当する卒業研究Ⅰ･Ⅱの授業は、
児童センターでの活動と学内の菜園の 2 つを主な
テーマと設定している。卒業研究Ⅰは 2 年次の春学
期に開講し、卒業研究Ⅱは 2 年次の秋学期に開講
していることから、春に菜園を耕して、種まきや植
え付け、その後に追肥や農薬散布、夏や秋に収穫
といった季節を通した栽培ができる。

また、菜園の管理は、ゼミのような少人数の集団
に適している。卒業研究Ⅰ･Ⅱは少人数のゼミの授
業であり、植物の状態に合わせて協力して世話して、
収穫する。これらの作業を通して、学生同士のコミュ
ニケーションや協働が深まる。

４．菜園の活用

菜園は２の菜園で学生が学ぶことで示した通り、
多くの学びがある。菜園の管理は卒業研究｡・｢の授

写真 5　トウモロコシなど 写真 6　ワタ
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業で行うが、他の授業でも菜園を活用することで学
びが得られる。キャンパス内に自由に使用できる菜
園があることで、授業でさまざまに利用できる。

次に、各授業での菜園の使用を紹介する。
（１）卒業研究Ⅰ・Ⅱにおける菜園の使用

卒業研究Ⅰ・Ⅱの授業で菜園を管理することは、
２で示した菜園の学びの全てに関連する。

卒業研究Ⅰ・Ⅱで菜園を経験することで、学生が
卒業・就職した後に保育現場で栽培し、栽培物を
活用すると考えた。

例年、4 月の授業開始時に耕作し、菜園計画を
話し合う。それ以降は、時期に合わせて畝を作り、
種をまき、収穫、栽培物を活用する。

これまで栽培した植物は、保育者を目指す者とし
て栽培を経験しておいたほうが良いと思った身近な
野菜や花、それ以外に雑草である。

以下はこれまでの活動の例である。
・花や種を活用するために、アサガオ、ヒマワリ

といった花を栽培した。
・芋やつるを活用するためにサツマイモ、サトイモ、

ジャガイモといったイモを栽培した。
・一部を材料として活用するために、ミニトマト、

キャベツ、ダイコン、ナガネギ、トウモロコシ、エ
ダマメ、ナス、オクラ、ピーマン、ルバーブ、アスパラ、
イチゴを栽培した。

・材料として活用するために、ジュズダマ、タデ
アイ、ヨモギといった雑草を栽培した。

・材料として活用するために、バジル、シソ、パ
クチー、レモングラスといった匂いの強い植物を栽
培した。

・材料として活用するためにダイズ、ワタを栽培
した。
（２）基礎演習Ⅰ・Ⅱにおける菜園の使用

基礎演習Ⅰ・Ⅱの授業で菜園を使うことは、２で
示した（２）採集・活用の知識・技能、（４）感性、（５）
汚れを気にしない感覚、（７）身近な生き物を知る
ことの学びに関連する。

基礎演習Ⅰ・Ⅱの授業でコースとして自然物を活
用している。このコースの活動については、2022
年の大学造形美術研究の実践報告として紹介した。
整備されて手入れが行き届いたキャンパスは多様な
自然物が見つかりにくいが、菜園はいろいろな植物
が生い茂っており多様な自然物が見つかり、昆虫な

どの生き物にも出会うので、自然物の活動で菜園を
活用している。

以下は活用例である。
・菜園でチョウや幼虫などの昆虫を捕まえて、観
察した。
・菜園の土を掘り、土の中の昆虫を見つけた。
・タデアイの葉でたたき染めや生葉染めをした。
・イモの葉を使った遊びを紹介した。

（３）保育内容の理解と方法 ( 造形 ) における菜園
の使用

保育内容の理解と方法 ( 造形 ) の授業で菜園を
使うことは、２で示した（２）採集・活用の知識・
技能、（４）感性と関連する。

以下は活用例である。
・いろいろな形や色の植物を見つける。
・サツマイモのつるを材料にする。
・トウモロコシを材料にする。
・ジュズダマを材料にする。
・ワタを材料にする。

５．学生の反応と学び
学生は、実際に栽培することで、苦労や手間、

収穫時の喜びを感じ、栽培と採集、活用のつなが
りを理解できるようだ。教科書を使って学ぶのでは
なく実際に菜園を耕して栽培するので、栽培の苦労
や手間、収穫時の喜びを感じるようだ。また、造形
とは関連が薄いが、栽培に関連して虫や、収穫物
を狙う害鳥のことを知り、菜園を取り巻く環境に目
を向けるきっかけになっている。

　
６．取り組みの影響と今後の展望

キャンパス内で菜園を作ることは学生や教職員か
ら驚かれるが、栽培した植物が作品の材料になって
いることを伝えると、この取り組みの意義や内容が
理解されるようだ。

栽培する植物の種類が限られるため、今後は、
造形の材料として使用できる植物の種類を増やすこ
とが課題である。
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1. はじめに
造形活動において、素材と関わり素材への理解

を深めることは、想像的・創造的活動につながる重
要なポイントである。子どもたち（幼児・児童）の
造形活動においては、素材に十分に関わる時間の
確保が課題であると感じる一方で、保育学生におい
ては、素材への関わり方、関わる視点の弱さに課題
を感じている。本報告では、保育者養成校２校（目
白大学、川口短期大学）における授業実践を通して、
造形活動において素材と関わることの意味を探りた
い。

「ミクロに・マクロに素材と関わる」  

          　目白大学　佐藤牧子

2. 造形活動に対する苦手意識の所在
履修学生の中で、造形活動に対して苦手意識を

もつ保育学生に対し、「なぜ苦手意識をもつように
なったのか」を尋ねると、素材に関わる示唆深い内
容が語られた。

■触ったことのない素材で、いきなり作品を作ら
されて上手くかない経験を積み重ねた結果、苦手
意識をもってしまったのだと思う。

■（素材に触れず）手を動かさずに、机上で制
作計画を立てることが多かったため、計画通りに行
くことがほとんどなく、上手くいかない経験を繰り
返すうちに、造形活動に対して積極的になれなくなっ
てしまった。



27

大学造形美術教育研究 vol,22

3. 実践
授業では、常に素材との関わりを意識した実践を

行うようにしている。本報告では、素材に関わる方
法に着目し、特に学生の感性を刺激したと思われる
方法を 3 点取り上げて報告する。

対象：保育内容（表現・応用）｢（履修者 81 名）
　　　造形表現応用／図画工作 ｢（履修者 52 名）
以下、学生の振り返りの文言については、読みや

すさを考慮して一部補足修正を行っている。

（1）技法を通して関わる
一部では技法を教えることへの懐疑的な意見も

耳にするが、技法を覚えることが活動の目的ではな
く、技法によって身近な世界を広げることを目的に、

「モダンテクニックを通して世界を知る〜フロッター
ジュ編〜」と題して実践を行った。学生は、コピー
用紙と和紙、色鉛筆とクレパスのセットをもち、学
内の至る所から 40 分間で 10 個以上の質感を発見
して採取するというミッションに挑んだ。予想外に
フロッタージュの未体験者が多く、ミッションに挑
む前にみんなでコインを使いフロッタージュの体験
と練習を行うことになったことは、想定外であった。

［学生の振り返り］
■モダンテクニックを通して、ベンチや葉っぱなどいつも注

目しないところに目を向けられるいい機会になった。

■葉っぱがいちばん綺麗に写し出すことが出来て感動した。

■普段通っている学校にある素材や凹凸に着目して見たこと

がなかったので、とても新鮮だった。それだけじゃなくて、

使う色によっても印象や濃さが違ったり、色鉛筆とクレヨ

ンという画材が違うことでも、模様の浮き上がり方等が

違っていたりして、すごく面白かった。

■手で触れた質感と、フロッタージュした時に紙に写る質感

が異なるモノが沢山あって不思議だった。

■普段何気なく通っている大学の中にも、たくさんの面白い

質感が眠っているのだと感じた。

■思ったより平面の場所は少なく、何かしら模様があるんだ

なと気づいた。

■帰り道などでもここの壁なら可愛い模様が出そうだなな

ど考えるようになった。

■保育園の時に戻ったみたいで楽しかった。

■指で凹凸を感じるところでも、紙に写らないこともあって

やっぱり指って繊細！って感じた。

■大きくなると小さい頃はみえていたものがだんだん気にし

なくなっていっているんだな、ということが改めて分かっ

た。

■色んなところに触ることで五感の一部が刺激され、色々

な物に興味を持つきっかけ作りになると感じた。

■久しぶりにモノに触った気がした。

［考察］
学生の振り返りからは、技法（フロッタージュ）

を通して身近な環境・モノに触れて、新たな発見や
感動を得ることで、モノに向き合う視点を得ている
ことがわかる。また、活動を終えて教室に戻ってき
た学生の多くが、活動前には気にしていなかった教
室の中のモノや自分の持ち物が気になりはじめ、フ
ロッタージュを継続する姿も見られた。中には自分
の腹筋をフロッタージュする男子学生も現れるなど、
素材・環境と関わる方法としての「技法」の有意性
が感じられた。さらに、画材の違いにも意識が向け
られていることから、技法と画材の組み合わせを工
夫することで、身近な世界を加速度的に広げていく
ことができるのではないかと考えた。
（2）デジタル顕微鏡を介して関わる 

「自然物であそぶ」「ICT 機材と造形表現」の時

写真 1 　樹皮  写真 2 　地面のタイル
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間に素材と関わるアイテムの 1 つとして、Wi-Fi デジ
タル顕微鏡を使用した。専用アプリ Max-see を各
自のスマホにダウンロードすることで、顕微鏡で見
たものがスマホに映し出されると同時に、撮影機能
を使い記録をとることができる。「自然物であそぶ」
においては、造形素材として持ちよった素材をまず
はミクロな視点で見る時間を設けてから、造形あそ
びを行った。「ICT 機材と造形表現」では、実際に
保育現場で使用されている造形に関わるICT 教材と
ともにデジタル顕微鏡を使用して、造形表現におけ
る ICT 機材の可能性について考えた。

［学生の振り返り］
■綺麗な石だったので、顕微鏡で見てみたら緑や青、白な

ど色々な色が入っていた。模様がとても綺麗だった。（写

真 6）

■金タワシを拡大していみると思ったより綺麗だった。（写

真 7）

■ススキを拡大したら、普通の風景みたいな写真が撮れて

いた！（写真 8）

■枯れ葉を見ると、霜柱みたいなのが見えた！

		 	想像していなかったものが写し出されてびっくり！	

■まさか一人一人の髪の毛の太さがあんなに違うなんで思わ

なかった。

■すごく神秘的なモノがあったり、見ていて気分が悪くなる

ようなモノがあったり、しわしわしていたり、全く別の物

に見えたりするモノがあって面白い。

■拡大する活動では、目に見えているモノとは違った形をし

ていて、想像もしてなかった形が出てきて面白かった。こ

れはどんな形をしているんだろうとかますます気になる感

じが子どもにもあると思うし、子どもの追求する気持ちを

引き出せる活動なのかなと思った。

■モノに近づく（拡大する）と素材の構造や細かい線や微

妙な色の違いを感じ取ることが出来た。

［考察］
学生の振り返りからは、デジタル顕微鏡で拡大し

撮影することを通して、普段見慣れているモノ、あ
るいは知っていると思っているモノにも見えていな
い側面があることに驚いたり感動したり、面白がっ
たりしている様子が窺える。モノのもつ色や形の美

写真 4　 壁

写真 7 金タワシ（学生が撮影編集）

写真３　カッティングステッカー

写真４　木の実を使ったお菓子作り

写真 5　 デジタル顕微鏡とアプリ Max-see

写真 6　石（学生が撮影編集）
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しさや神秘性、時には気持ち悪さなども感じる体験
が、新たな興味や探究心を生んでいることがわかる。

また写真 8 では、拡大したススキの中に普段の
風景があったという面白い発見があった。また、素
材と関わった後に行った自然物で遊びながら作った
作品の中には、イメージを膨らませたストーリー仕
立ての作品も見られた（写真 9）。まさに幼児教育・
保育における感性と表現に関する領域「表現」で扱
う「(2) 生活の中で美しいものや心を動かす出来事
に触れ，イメージを豊かにする＊」体験になってい
ると言えるだろう。
＊幼稚園教育要領解説 , 平成 30 年 2 月 , 文部科学省 , p226

（3）全身で関わる
「紙コップ・紙皿であそぶ」の回では、屋内外で

活動を展開した。机上で積んだり並べたりすること
を楽しんだり、外の広場に文字を作り校舎の窓から
写真を撮ったり（写真 10）と、さまざまなアプロー
チが見られた。さらに授業後、続きを行いたいとい
う学生 7 名が紙コップタワーを作り、最後は見事な
飛び込みも見せてくれた。（写真 11,12）

［考察］
同じ紙コップ でも、 遠くから見てみたり（ 写

真 10）、そのモノに全身で関わってみたり（写真
11,12）することで、素材に対する印象はずいぶん

異なってくることだろう。積み上げたモノを倒したり、
そこに突っ込んでみたりしたいという欲求は子どもに
も大人にもあるが、安全を保障することに難しさが
ある。しかし今回の見事な飛び込みを見て、紙コッ
プであればその欲求も満たせることに気付かされ
た。

4. おわりに
幼児教育・保育における造形活動は、表現であ

り遊びでもある。今回の実践を通して、素材や身近
な環境へのアプローチの方法に着目することは、学
生自身が造形表現活動を堪能すると同時に、技法
等の活用スキルを体験的に習得し、さらに子どもた
ちの遊びから乖離した教材ではなく、遊びの延長
線上にある造形表現活動を生むヒントになると考え
た。

　

写真 9 　作品「寝相の悪い棒人間」（学生が撮影編集） 写真 12　 紙コップタワーに飛び込む②

写真 8 　ススキ（学生が撮影編集）

写真４　木の実を使ったお菓子作り

写真 10 紙皿 SOS（学生が撮影）

写真 11　 紙コップタワーに飛び込む①
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１．実践の目的
所属学科で担当している 3 年次ゼミ（後期）では

学生の児童文化財への知識と技能の向上を目的に
手作り人形劇の製作を行い、4 年次ゼミ（前期）（後
期）では近隣の教育・保育の現場に出向いて人形
劇の公演を行う活動を通して保育実践力の育成を目
指している。2021 年の「くれよんのくろくん」をは
じめとし、「くつやのこびと」、2023 年には「あかず
きん」をテーマにした人形劇を行った。本稿では「あ
かずきん」の人形劇の活動を中心に、構想、製作
段階で行った活動の概要と教育・保育現場にて行っ
た人形劇の公演での様子を報告する。

手作り人形劇を通した保育実践力の育成と地域貢献活
動としての可能性　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　仙台白百合女子大学　千凡晋

２．手作り人形劇の構成と製作活動の概要
3 年次ゼミ（後期）から 4 年次ゼミ（前期）では

学生主体で人形劇の構想・製作・練習活動を行う。
（1）　構想

学生には人形劇を通して子どもに伝えたいメッ
セージ、即ち人形劇を行うねらいをしっかり意識
して、どの劇を行うか決めるように指導している。
2022 年度の 3 年次ゼミ（後期）でゼミ生 5 名は絵
本、昔話などいくつかの物語からあかずきんを選び、
そのストーリーと子どもを犯罪から守る防犯標語「い
かのおすし（いかない、のらない、おおごえをだす、
すぐにげる、しらせる）」と関連付けて人形劇を行
うことと計画を立てた。
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（2）　製作
①人形劇の登場人物
あかずきん（大サイズ）、あかずきん（小サイズ：

オオカミのお腹から救出される演出用）、動物3匹（リ
ス・ウサギ・クマ）はフェルトで、オオカミはフェイ
クファーの布で、あかずきんの母と猟師は段ボール
材と色画用紙で製作を行った。あかずきんの祖母役
の人形は昨年度に製作した人形劇「くつやのこびと」
の奥さん役のものを再利用した。

②劇の背景や小道具
人形劇の背景 2 種類（おばあさんの家に向かう

森の道、祖母の家の中）と人形劇で必要な小道具（パ
ンとブドウジュースが入ったかご、お花、猟師が使
うハサミなど）を作った。

③台本
あかずきんの物語を基にして、以上児向けのセリ

フで創作した。
④人形劇で流す音響（BGM と効果音）
主題曲、お花を摘むシーン、オオカミの登場のシー

ンで流す BGM をピアノで演奏し、録音した。その
他、オオカミのお腹をハサミで切る際の効果音を
作って録音したり、劇中にミニカホンを使ってノック
の音を出したりした。録音した音響は人形劇中にナ
レーションを担当する学生がタイミングに合わせて
スピーカーを使って流した。

⑤「いか・の・お・す・し」のパネル
人形劇を終えてからまとめの活動で「いかのおす

し」を伝えるために五つの標語に対する 9 枚の絵を
作成した。

⑥人形劇の宣伝用のポスターとチラシ
人形劇のポスターと、保育施設に出向いて行うた

めに宣伝用のチラシ ( 写真 1) を作成し、大学の近
隣の保育施設に配布した。
（3）　練習

人形劇を実施するにあたり 9 人分の役が必要で
あった。そのため、主役（あかずん）とナレーショ
ンを担当する 2 名を除き、3 名の学生で 7人分の
役割を分けて担当した。役割が決まってから、セリ
フを言いながら人形を動かす方法や録音した音響
を出すタイミングなど（例えば、眠っているオオカミ
のお腹を猟師がハサミで切ってお腹からあかずきん
が取り出されるシーン）、人形劇が流れ良く進むよう
に練習を行った。

３．教育・保育現場での人形劇の公演
2023 年度に行う人形劇は 8 月の C こども園の夏

祭りをはじめとし、学内での 3 回と学外（7 か所）
での 7 回とを合わせて、計 10 回である。（本稿で
は実施日程と場所の詳細は省略する。）
（1）学内での公演

①学祭（10 月）
学祭に訪れた幼児・児童の親子を対象に所属学

科のイベントの一つとして人形劇を行った。
②大学のイベント（10 月）
同学科の S ゼミの音楽コンサート（昼のミニコン
サート）のイベントの一部として近隣の住民たち
を対象に実施した。 
③子育て支援活動「ゆりっこ広場」（１月末に実
施予定）
所属学科で運営している「ゆりっこ広場」は未就

園児親子を対象に月に一度開かれる子育て支援活
動である。参加した親子を対象に人形劇を行ってか
ら人形との触れ合いタイムを設ける。
（2）　学外での公演

① C こども園の夏祭り（8 月）
大学近隣の C こども園の夏祭りへの出演の依頼

があり、こども園の親子、卒園児を対象に 2 回の
公演を行った。

②児童館フェスタ（8 月）
公益財団法人ひと・まち財団から依頼があり、児

童館フェスタに参加した。Covid-19 の感染流行後
の久々のイベントであったゆえに、約 1500 人の親
子が 参 加し
た。 雑 然し
て いる会 場
内で大 勢の
幼児、児童、
大 人を対 象
に４回 の 公
演 を 行 った
ために人 形
劇 の 完 成
度 が上 がる
成 果につな
がった。「い
かのおすし」
の 実 践（ 写
真 2 ）に対し

写真 1　人形劇の宣伝用のチラシ
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て保護者から好評であった。
③近隣の T 児童館（11 月）
児童館フェスタに参加したつながりで、大学近隣

の T 児童館から依頼があった。児童館便りの広報
を見て参加した０〜２歳児親子を対象に絵本の読み
聞かせ、人形劇、人形との触れ合いタイム ( 写真 3)
を行った。

④ M 保育園（12 月）
近隣の小規模保育事業 A 型の M 保育園の依頼

で０〜２歳児を対象に公演 ( 写真 4) を行った。年
齢を考慮し、「いかのおすし」の代わりに絵本の読
み聞かせと人形との触れ合いタイム（写真 5）を行っ
た。

⑤ A こども園（12 月）・K こども園（2024 年 1 月
初旬）（メイン写真）
両園とも 2 〜 5 歳の園児を対象に人形劇、まと

め（写真 6）、人形との触れ合いタイムを行った。両
園とも子どもの反応は良く、園の保育者から本物の
人形劇を見せることができたこと、人形劇とまとめ
活動の関係性について高い評価を得た。

⑥ S 幼稚園（1 月中旬に実施予定）
S 幼稚園の 3 ～ 5 歳の園児を対象に、学内の

②のイベントを一緒に行った S ゼミと人形劇＆コン
サートを実施する。。

４．学生の振り返りを通して
本稿を作成するに当たり、今までやってきた人形

劇に関して学生の感想を収集した（ D の K こども園
での人形劇を終了してから Google form を用いて 7
つの設問で調査実施）。本稿では下記の 4 つの設問
に対して学生の回答の一部を紹介する。

１）手作り人形劇の全体を通して一番楽しかった点
・子どもの楽しそうな声をきくことができた点。子どもの

反応を聞きながら自分自身も楽しく演じることができ

た。

・児童館フェスタなど大勢の前で公演できたこと。

・子どもたちの前で人形劇を披露したこと。

・劇が形になって子どもたちの前で発表できた点。

・現場で人形劇を発表するために準備する時。発表前の

緊張感もあったが、子どもたちを喜ばせるためにゼミ

生全員が協力して公演を準備する時の一体感がうれし

く楽しかった。

ゼミ生 5 名も子どもの前で人形劇を行うことに対
しての楽しみを感じていることが分かった。

２）手作り人形劇の全体を通して一番苦労した点
・人形や小道具の製作

・背景や小物を作ったこと。

・人形を作る過程。

・こだわりすぎて人形がなかなか終わらず､ 時間がかかっ

てしまったこと｡

・背景の絵の具が剥がれてきて修正したこと。

ゼミ生 5 名とも製作物に対して苦労を感じている
ことが分かった。

３）手作り人形劇の全体を通して一番やりがいを感じた点
・人形劇を行う際に子どもの様子は見えないが、子ども

の声による反応から皆が楽しんでいることが伝わって

やってよかったと思った。

・現場の先生や子どもたちに感想をいただいたとき。

・人形を作る過程。

・人形を作ること｡

・人形劇を披露して終わった後に子どもたちから面白かっ

たと言って貰えた時。

ゼミ生は苦労して作った人形劇に対して子どもや
保育者から好評をもらうことに対して満足感を感じ
ていることが読み取れる。

４）手作り人形劇の公演の回数を積み重ねることで伸
びたと思った点
・セリフを言いながら人形を動かし方法や声の強弱など

・公演前後の立ち回りは慣れてきた。

・人形の動かし方、演技力

・台詞回しや導入が段々とスムーズになっていって､ 見や

すくなっている。

・子どもの反応をみながら導入を行うこと。動物の動かし

方。

　公演の回数を重なるにつれ、ゼミ生はそれぞれの
役割に慣れ、その分余裕をもって演じたり、臨機
応変に活動したりすることができたことがうかが
える。

写真 2　児童館フェスタ（いかのおすしの実演）
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写真 6　A こども園（いかのおすしの実演）

写真 5　M 保育園（人形との触れ合いタイム）

写真 4　M 保育園（人形劇中の様子）

写真 3　T 児童館（人形との触れ合いタイム）

５）本活動で学んだ点、身に付けた点を通して職場にて
活用できる点
・人形の作り方、役の演じ方や人形の動かし方。人形劇の公
演を通して子どもに伝えるにはどの言葉がわかりやすいの

かを台本を考える上で学んだ。職場ではこの経験を子ど

もの発表会の指導の時に活用ができると思う。

・人形劇ではアナウンスや映像制作の経験から、音響を担

当した。自分の得意分野や知識を活かして活動すること

できると感じた。職場でも積極的に取り入れていきたい。

・子どもたちをまとめる力。どう説明したら、子どもたちに

伝わりやすいかなどの言葉かけ。

・パペットの作り方や、それを使用した子どもの興味の引き

方など｡ 職場では、この製作スキルを活かして子どもの

興味を惹きつけることができる。

・協力して取り組む姿勢、意見を出し合い、物事を解決して

いく点、最後まで諦めることなくやり遂げる点、子どもが

わかりやすい言葉遣い (台詞 )にする点、改善して次に活

かす姿勢など。

ゼミ生は手作り人形劇の活動を通して、保育教材
を含めた児童文化財を製作する力、発表を行う際
の表現力、子どもへの言葉がけや言葉遣い、人と
協力する姿勢など、保育者として必要な資質、能力

を自然と身に付けたことがうかがえる。2024 年 4
月から子どものいる現場で働き始める 5 名のゼミ生
がゼミ活動を通して学び、身に付けたことを生かし
て活躍することを期待する。

５．まとめと今後の課題
本稿では１年間半のゼミ活動の報告を通して学生

の保育実践力の育成と地域貢献活動としての可能
性について検討した。ゼミ活動に人形劇を取り入れ
てから 3 年しか経たないが、製作活動と公演活動
を組み合わせた実践的なアプローチにより、学生の
表現活動への総合的な理解と技能が向上できてい
ること、保育現場で直面する可能性のある課題に備
えられる力も育まれていることを実感している。

人形劇の製作や学外での公演活動には苦労と手
間がかかるが、人形劇を通して学生が子どもたちと
の相互の喜びとつながりを感じる貴重な経験ができ
るゆえに今後ともこの活動を継続していきたい。



34

実践報告
2023

１．はじめに
パブリックアートとは、広場や道路や公園など公共

的な空間に設置されるアート作品を指す。文化庁
はパブリックアートの定義 1 について、「アーティ
ストがその周囲の文化や社会、歴史との関係にお
いて、場所を選んで制作を行う、公共の場所にお
ける空間性（site-specific）を意識して作られた作
品（抜粋）」と示している。また、パブリックアー
トの効果として、「アートがシンボルになるなど地
域の活性化に貢献（話題性、キャッチ、アゴラの
創出）（抜粋）」することであると示している。
美術館や画廊、アートギャラリーに足を運ばなく

ても気軽に鑑賞することができることから、美術作

パブリックアート制作が育む自己と他者のコミュニケーション

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東海学院大学　中島 法晃

品への興味関心がさほど無い大学生にとっても、「◯
◯公園にあるあの作品知っている？」と聞くと、「見
たことがある。」「写真撮ったことがある。」などと
答える学生が存在する。公共空間に設置されたアー
ト作品は、時に人の待ち合わせの場所になり、時に

「SNS 映え」スポットになり、人の感性を刺激する
ものとなっている。作品の作者やタイトル、制作コ
ンセプトは知らなくても、人は自由に作品を鑑賞し、
屋外にある作品は季節による背景の景色の変化を
意識的、または無意識的に感じながら感性が育ま
れていく。

本稿は、幼稚園教諭および小学校教員養成課程
に在学する大学 3 年生を対象とした図工の授業：題

写真１　学生作品 @「やさしい心」
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材「東海の住人をつくろう」の実践報告である。大
学生が制作した作品と、学内の任意の場所に作品
を設置して撮影した後に記述したワークシートから、
パブリックアート制作に取り組んだことで示唆され
た他者とのコミュニケーションツールとしての美術表
現の可能性について報告する。

２．授業の流れ
対象とする授業は 3 年次後期に開講する「図画

工作演習」である。大学生となり 2 年半経ち、多
角的な視点をもち学生生活について様々な思いを抱
えている。仲間との関係性や学修やサークル活動、
学内での生活面で楽しさを感じ、時につまずきを感
じながらも、教職に就くことを目標に各々が学生生
活を過ごしている。学内は東西に分かれたキャンパ
スがあり、自然が豊かな中庭や、絵本に特化した図
書館「えほんの森」、購買、学食、ラウンジなどが
あり、学生によって「お気に入りの場所」はそれぞ
れ違う。学生が場所を自分で決めて、その場所に設
置するための作品を制作する。

本授業は全 4 回で行った。パブリックアートの歴
史や定義、諸外国や日本における著名なパブリック
アート作品をスライドで紹介した後に、以下の課題
を設定して制作を展開した。

①学内のどこに設置するかを考える
②「架空の生き物」をデザインする
③自立させる
④段ボールをベースとした廃材を素材とする
⑤ 1 人で持ち運びができるサイズにする
制作物を無生物やアブストラクトな形態ではなく、

「架空の生き物」と設定したのは、本授業の前の課
題において擬人化をテーマにした題材で制作を行
い、バケツやドア、蛇口など、身の回りにあるどん
な物にでも、目をつけるとキャラクター性やストー
リー性が生まれることを体験したことで、本課題に
取り組むにあたりスムーズにアイデアを出すことがで
きると考えたからである。

素材は大学祭後であったため廃棄用の段ボール
がごみ集積所に豊富にあり、再利用の視点から使
用した。固定方法については、着色することを前提
にして、塗料が定着しにくいテープ類の使用は避け、
グルーガンを使用して接着固定をした。

制作後に、事前に計画していた学内の任意の場
所に作品を設置し、学生自身が撮影をして画像を

提出した。制作および設置後に記述するワークシー
トには以下の 5 問を設定した。

①タイトル
②設置した場所（設置場所）
③その場所を選んだ理由（理由）
④通る人に伝えたいメッセージ（メッセージ）
⑤制作、設置後の感想（感想）
紙面に限りがあるため、数点を抜粋して記述する。

ワークシート記述内容については、誤字脱字を筆
者が訂正した箇所がある。

３．学生作品
⑴ 学生作品①（前頁写真１）「やさしい心」
設置場所：中庭

理由：中庭は緑があって良い場所だし、椅子も置
かれているけど、学生が過ごしている所をあまり見
たことがないので寂しく感じていた。せっかく広い
芝生なのでここに置いた。

メッセージ：一見すると怖そうな怪物に見えるけ
ど、近くで見るとわかるように手に１輪の花を持た
せて、優しい心を表現した。誰かが共感してくれた
ら嬉しい。

⑵ 写真 2 　学生作品 A「一歩」　設置場所：キャ
ンパス正面玄関

感想：段ボールの素材を生かした作品ができた
のが良かったが、手足を細くしすぎたので運ぶ時に
壊れやすくなってしまったことが反省だった。でも、
この場所や伝えたいことに合う作品を考えると、こ
の形が自分の中ではベストだと思った。

理由：いろいろな学科の学生皆が通る場所で、
それぞれ専門の知識を学んで自分の夢を叶えようと
している人が多いから、「頑張れ」という気持ちで
設置した。また、来客者やオープンキャンパスに参

写真 2 　学生作品 A「一歩」　設置場所：キャンパス正面玄関
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加する高校生の目印になり、面白い大学だと思って
もらいたいと思ったから。

メッセージ：「学校に行きたくないな」とか、「こ
のままでいいのかな」という不安や葛藤の中で、こ
の作品のように一歩踏み出したり前に進んだりする
人を応援できるようにしたい。

感想：自立させることに苦労したが、こだわりを
持って作ることができた。メッセージが伝わるよう
に、歩いている姿が上手く表現できて良かった。
⑶ 写真 3 　学生作品 B「ブックの子」
設置場所：えほんの森

理由：「えほんの森」は学生だけではなく地域の
子どもたちに開放された図書館なので、子どもたち
に親しんでもらえるような作品を制作して設置した。

メッセージ：いろんな絵本があり、自由に読むこ
とができるけど、本を大切にしてほしいという願い
を込めた。えほんの森のイメージキャラクターとし
て、作品を見てホッとしてほしい。

感想：難しかったが、子どもに親しんでもらうた
めに丸みのある形にすることができた。白やパステ
ルカラーで塗ることで優しい雰囲気の生き物になる
ように配色することができた。

⑷ 写真 4 学生作品 C「本の精」設置場所：図書館
内の本屋

理由：この本屋には 1 年生の時から教科書や文
具などを購入するために行っているが、もっと入り
やすく良い雰囲気にしたいと思っていたから。

メッセージ：体の中に A3 程度のサイズのポスター
を貼る場所を作ったので、本屋や図書館でイベント
がある時にチラシなどを貼ると学生に周知しやすく

なると思うし、本屋のキャラクターとしてだけではな
くて掲示板としても活用してほしい。

感想：いつも計画段階が一番楽しくて制作すると
上手くできなくて諦めてしまうこともあったが、今回
は途中で形の変更をしてしまったことはあっても用
途を持たせる作品を制作することで、安全性や耐久
性について考えることができた。自分の作った作品
が役に立つのなら嬉しい。

⑸ 写真 5 学生作品 D「心の中のハートちゃん」   
設置場所：正面玄関バスロータリー

理由：友達や恋人同士で椅子に座って暖かさや
爽やかさを感じながら作品を見て優しい気持ちや心
が温かくなるような作品を作りたくて、椅子やベン
チがある場所ならどこでも良いと思って制作した。

メッセージ：ハートのオブジェの中にアルミホイ
ルで制作したいろんな大きさのハートが入っていて、
それに気づいた人が話題にして、一緒にいる人同士
に感謝を伝え合ってもらいたい。

感想：課題の「架空の生き物」になっているかは
難しいけど、箱の中を覗き込むことができるような、
見た人が参加できるような作品にしたかったので上
手くできて良かった。

⑹ 写真 6 学生作品 E「騎士さん」
設置場所：キャンパス連絡通路のエレベーターホール

理由：多くの人が行き来していて、エレベーター
が開いてすぐに目につく所だから。隣にストリート
ピアノもあるので人が集まること間違いなし。

メッセージ：東館の守り人として少し怖い印象を
与えて学生の風紀を監視する意味と、よく見るとい
ろんな商品のパッケージをそのまま装飾として使っ

写真 4 　学生作品 C「本の精」設置場所：図書館内の本屋写真 3 　学生作品 B「ブックの子」設置場所：えほんの森
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写真 7 　学生作品 F「幸せを集める青い鳥」設置場所：中庭

写真 6 　学生作品 E「騎士さん」設置場所：キャンパス連絡通
路のエレベーターホール

写真 5　 学生作品 D「心の中のハートちゃん」  設置場所：正面
玄関バスロータリー

ているので、気づくと面白く感じて、毎日見てだん
だん親近感を感じるようになってほしい。

感想：本当は足だけで自立させたかったが、バラ
ンスを取るのが難しくて剣を作って 3 点で自立させ
た。

段ボールを活かし、着色する箇所と段ボールのデ

ザインをそのまま活用する箇所を分けたのは成功し
たと思う。いつもならこれぐらいで良いかという妥協
もあったが、皆が通る場所で見られるから耐久性を
しっかり考えて作ることができたし、とても楽しかっ
た。

⑺ 写真 7 学生作品 F「幸せを集める青い鳥」
設置場所：中庭

理由：作品が鳥をイメージしたもので、羽根が動
くようになっていて外に置いて今にも飛び立ちそう
な感じにしたかった。中庭には緑色が多いけど花は
咲いていないので少し殺風景だと感じていたので、
鳥の鮮やかな青色と景色のコントラストで華やかさ
を感じてほしいと思った。

メッセージ：毎日同じ学校生活を過ごす中で、
ちょっとでも「ほっ」とほっこりする気持ちや何気な
い風景の中にかわいい鳥が置いてあるという、「きゅ
ん」とときめく気持ちを伝えたい。また、「今日も頑
張ろう」「明日も頑張ろう」という前向きな思いになっ
てもらいたい。感想：（略）

４．まとめ
パブリックアート制作体験後のワークシートの記

述から、大学をアートによってより良い場所にしよう
と考えて、学生の視点だけでなく、学外からの来客
者の視点に立ち制作アイデアを抽出している学生が
多かった。また、「誰かのため」に制作することは
制作意欲向上につながることや、場所性を活かしな
がら伝えたいメッセージを、作品を通して他者に伝
えるために効果的な色や形や動きについて試行錯
誤をすることで知識技能の向上に寄与し、作品の
完成度へのこだわりが向上することが示唆された。

註

1. 文化庁（2010）文化審議会文化政策部会美術ワー

キンググループ配布資料「アートマネジメント分野

における文化庁の施策」 https://w w w.bunka .

go . jp/s e i s a k u / bu n k a sh i ng i k a i /s e i s a k u /08/

wg/bijut su_01/pdf/sh i r yo_6_ver02.pdf
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研究ノート
2023

1．はじめに
筆者が「釘」に注目したのは、全美協フォーラム

において実践発表の機会をいただくことになったこ
とがきっかけである。幼い頃、釘を金づちで打ち
込んだ経験は誰にでもあるだろう。しかし、昨今の
DIY ブームの中、店舗から持ち帰る組み立てキット
に梱包されているものは「釘」ではなく「ネジ」の方
である。釘は、軸の部分が直線でビスにあるような
螺旋状の凸凹がない。そのため、真上に引き抜く力
に対して抵抗が弱くなり、ビスと比べると抜けやす
い。また、ビスは電動ドライバーなどの工具を使用
して打ち込むことができるため、施工スピードが圧
倒的に早く、効率が良い。そのため、施工者への肉
体的負担も軽くなる。横方向に加わる力に対しては、
粘りのある釘の方が強いという長所はあるが、機能
性・施工性のいずれの側面からも釘がビスに勝るこ
とはないのが現状のようだ。

学生はどう感じているのだろうか。筆者が担当す
る授業で釘とビスの違いを尋ねてみたところ、明確
に説明できる学生は少数であった。また、釘を金
づちで打った経験を尋ねてみると、81.3% の学生
(n=32) が「経験がある」と回答した。その経験の
多くは中学校技術科での木材加工で棚を作るなど
の題材によるものである事もわかった。学生にとっ
ての釘とは板材と板材を接合するための締結材（ファ
スナー）であり、釘打ちは、いかに正確にかつきれ
いに打ち込むことができるかを重要視したものとい
う印象が強いようだ。しかし、日常生活において釘
よりもネジが主流になり、性能の高い接着剤の開発
が進む今、ものづくりにおける締結材としての釘の
出番は減少の一途を辿っている。とはいうものの、
金づちや玄能といった手動工具でトントンとリズムよ
く釘を打つ行為はなんとも言えない魅力がある。そ
のような背景を考えた時、締結材としての釘という

釘を打つ行為にみる精神性についての一考察
大阪人間科学大学　仁木裕美

性質を取り入れながらも、まずは「釘を打つ行為」
に注目した活動を行いたいと考えた。

そこで、本稿では、釘を用いた造形活動を実践
するにあたり、「釘を打つ行為」にみる精神性につ
いて再考しておきたい。

２．人の心と釘の関係
２−１．呪詛と釘

釘は、鉄を一本一本槌でたたいて四角に作る和釘
と呼ばれるものと、線材を材料として機械で大量生
産される洋釘と呼ばれるものがあり、現在一般的に
使われているのは洋釘の方である。釘の歴史は古く、
日本最古の木造建築物である法隆寺の解体修理の
際にも、当時のものと推定される和釘が数多く発見
されているようだ。また、物事などに夢中になりそ
の場から動かないさまを「釘付け」、言い逃れがで
きないよう念を押すことを「釘を刺す」と表現する
など、日本には釘にまつわることわざが多い。釘が
今以上に日本人の生活に密着していたのであろう。

さて、古来からの釘を打つ行為と言えば「丑の刻
参り」を思い浮かべる人もいる。呪う人を模した藁
人形を神木に五寸釘で打ちつけ、その死を祈る呪
詛的な行いと言われている。TV アニメ「呪術廻戦」
に登場するキャラクター釘崎野薔薇は釘や藁人形
を用いた術式で敵と戦うという設定になっている。
そして、オープニングテーマ曲になった King Gnu

「SPECIALZ」のミュージックビデオにも五寸釘を藁
人形に打ち付ける映像が度々登場する 1）。

目をひく釘だらけの人形〈図１〉は「ンキシ・ンコ
ンディ」と呼ばれるコンゴの呪術用の像である 2）。
死者と交信できる呪術医による儀式で使用された。
像に打ち込まれている無数の釘や金属片は、村人た
ちの手によるものである。日本で言う丑の刻参りの
ような個人的な恨みを晴らすためのものではなく、
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釘を打つことでコミュニティでの生活を妨害する者
の力を奪い、罰する。このようにして、コミュニティ
における法と秩序を維持し、自分たちの文化を守っ
ていたようだ。

釘を打ち付ける反復行為は時には個人的な感情・
信条を解き放ち、時には宗教的な儀式として感情
を昇華させる。古来より、人間の心と釘とは切り離
せない関係なのかもしれない。

２−２．ギュンター・ユッカーと釘
釘を用いた作品を発表し続ける現代アーティスト

も取り上げておきたい。GÜnther Uecker ／ギュン
ター・ユッカー（1930-）は、1950 年代の末、グルー
プ〈ゼロ〉という前衛美術運動の中で活躍したドイ
ツを代表するアーティストの 1 人である。筆者が初
めてユッカーの作品を見たのは、京都国立近代美
術館で開催された「ルートヴィヒ美術館展 20 世紀
美術の軌跡—市民が創った珠玉のコレクション」（会
期：2022 年10 月14 日〜 2023 年1 月22 日）であっ

〈図２〉大きな螺旋 I（黒）と大きな螺旋 II（白）1968（ルートヴィヒ美
術館展　図録より引用）

〈 図 １〉 左 ／ Power Figure (Nkisi N’Kondi)　
全 体　45.7 × 20.3 × 8.9cm　19 世 紀 か ら
20 世紀初頭　右／部分（The Yale University 
Art Gallery website より引用）

〈図３〉樹 Baum　1992 釘・灰・膠・木　90x50cm（ギュ
ンター・ユッカー　虐待されし人間　図録より引用）

た 3）。
《大きな螺旋 I（黒）と大きな螺旋 II（白）》（1968

年）〈図２〉は、キャンバスに対してサークル状に釘
が打ち付けられており、釘の粗密や方向によって生
み出される光と影の複雑な戯れを探究した作品であ
る。本展覧会に出品されているユッカーの作品はこ
の１点のみであったが、無数の釘を使う彼の作品を
鑑賞していると、静的な美術館という空間に振動す
る動的なうねりを感じたことを記憶している。

他にも、《樹 Baum》（1992 年）〈図３〉など、打
ち曲げられた釘からは、金づちを振りかざしては叩
くユッカーの姿、鉄の錆び臭さや汗の匂いすら喚起
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させる。山本（2004）は、『おそらく、視覚を肉体
的感覚へと変換させる装置、と呼ぶべきものがユッ
カー作品に共通する構造的特質であろう 4）』とユッ
カーの作品群を評している。

２−３．寺山修司と釘
寺山修司（1935-1983）は、前衛演劇グループ「天

井桟敷」を主宰した歌人・劇作家である。寺山は
自身の実験映画のことを「私の詩、私の暴力、私の
猥談、私の名刺」と呼んだ。1975 年に制作された

『審判』〈図４〉は、登場人物たちが様々な対象物
に釘を打ち続ける短編実験映画である 5）。道路に
五寸釘を打ち込む男、巨大な釘を背負いあてどなく
荒野を歩く男、男が金づちで床に釘を打つたびに身
悶える女など、釘は、時には十字架、時には性のメ
タファーとして登場する。そして、その映像からは
釘を叩く音のみが響き渡る。実際の上映の際には、
板に白いペンキを塗った特性のスクリーンに投影さ
れ、最後は観客たちが客席から立ち上がり、自らス
クリーンに釘を打ち込んでいくという観客参加型作
品であったようだ。ここで登場する釘は、材と材を
つなぐ締結材としての意味よりも、精神と精神をつ
なぐもの、あるいは「釘を打つ行為」がもたらす意
味を観客に問いかけるものであろう。

３．子どもの造形活動と釘
３−１．幼児の打つ行為

幼児の造形活動は、身体機能の発達や生活経験
に伴って変化するため、手や指先が発達していない
と釘の扱いは難しい。しかし、釘を打てるようにな
る前から「打つ行為」は始まっている。　　

nic 社のハンマートイ〈図５〉は、大工さんのよう
に木製ハンマーで円筒形のペグを叩き入れる事が

できる木製のおもちゃである。次々に打ち込んでい
くとペグが少しずつ押し出されていく仕組みになっ
ており、箱の中の通り道がいっぱいになると、横の
穴から飛び出す。叩くたびにペグが音を立てながら
少しずつ入っていく感覚が心地良く、視覚的にもユー
モラスである。

郡司（2018）が、『造形行為による「呼びかけ−
応答」、ものとものとの関係性が世界に立ちあらわ
れる実感を、手応えとともに与えてくれるのは音で
ある 6）。』と述べているように、繰り返し叩いて打
ち込む行為は、音とともに手応えを感じながら達成
感を繰り返し得られる。幼児にとって、体を使って
打つ行為は世界とのコミュニケーションでもある。

３−２．学習指導要領における釘の取り扱い
小学校図画工作科における釘の取り扱いについ

ても簡単に確認しておきたい。
学習指導要領図画工作編 （平成 29 年告示）7）で

は、材料や用具の取り扱いを適切に習得するための
当該学年が示されており、必要に応じて、当該学年
より前の学年において初歩的な形で取り上げたり、
その後の学年で繰り返し取り上げたりするよう示さ
れている。釘は、切ってつないだり、組み合わせた
りするのに適切な材料の１つとして、金づちは、釘
を木切れに打ち込んで表現したり、板材と板材を釘
でつないだりするときに使用する用具として、以下の
通り示されている。

教科書では、金づちを使って木片に釘を打ち込

〈図４〉審判（1975）（寺山修司実験映像ワールド vol.2 より引用） 〈図５〉nic 社ハンマートイ「大工さん」22 × 10 × 11cm　カエ
デ・ブナ

第 3 指導計画の作成と内容の取扱い
２（６）イ 第３学年及び第４学年においては、

木切れ、板材、釘（くぎ）、水彩絵の具、小刀、
使いやすいのこぎり、金づちなどを用いること。
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みながら形を見つけていく題材が紹介さ
れている〈図６〉8)。「くぎをうってできる
形を見つけ、くふうしてつくる」「いろい
ろなうち方をためしながら、つくりたい
ものを思いつく」「うつかんしょくをあじ
わいながら、形を見つけることを楽しむ」
という３つの学習のめあては、まさに、
ユッカーの制作プロセスに通じるものを
感じる。

しかし、釘と金づちを使用する際には、
まずは道具を正しく使い、安全な環境を
整えることが大前提として必要である。
教科書では、巻末の資料として見開き２
ページに渡り、釘の打ち方、木のつなぎ
方、釘の抜き方などの説明や注意事項が掲載され
ており、基礎技能に関する説明は充実してきている。

一方、荒井ら（2012）が、「基礎技能の習得」が、
子どもたちの安全な表現活動のために大切であると
した上で、『「基礎技能の習得」が豊かな表現につ
ながる一方で、正確にかつきれいに仕上げることを
目的とした一連の「基礎技能の習得」プロセスが前
にですぎると、「表現内容を主体的に追求し、創造
的に考え、表す力を育む」図画工作科の中で、物
事や動作を考え理解し判断する能力（知性）が優
先され、木材に触れた時のぬくもり、木材を切る感
触、木材に釘を打つ音、木材の香りを楽しむ妨げ
になることも考えられる。』9) と述べているように、
偏りすぎないよう配慮する必要がある。

４．まとめ
トントンと釘を打つ。リズミカルな反復行為に対

して、対象物は手応えや音で応答する。体全体に響
き渡るその応答は私たちの心を満足させてくれる。
対象物は釘を打たれることによって破壊され、同時
に新しい命が吹き込まれる。つまり、釘は創造と破
壊という相反する営みを同時に生み出す素材である
とも言えるのではないか。何かを象徴し、暗示する
ことで表現に結びつく。あるいは、釘を打つ行為に
よって感情が浄化される。ネジに機能面でその座を
奪われたとしても、そのような機能を持つ素材とし
ての釘はこの先も不変であろう。

釘の容姿はシンプルだ。硬くて、細長く、そして
ちょっと痛い。学生は小さいそれを「かわいい」と
さえ表現する。これまでの考察を踏まえ、今後は、

精神性を重視した釘の造形活動を実践していきた
い。
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1．はじめに
年に一度開催される「子どもと舞台芸術大博覧会」

（以下大博覧会）が今年度、本学の本拠地である
新潟市で行われた。準備は 2022 年の初冬より始
まった。この大博覧会の主な活動理念は、プロの
パフォーマーが舞台芸術を介して、子どもの感受性
を育むことである。子どもの表現力を期待する前に、
大人が真剣に表現をする姿を見せるという趣旨なの
だろう。

初期準備が始まってすぐに、大博覧会の関係者
から本学学生へのボランティア支援の要請があり、
筆者が所属する学園は協議の末に共催することとし
た。また、本学の有志学生だけが参加するのでは
なく、「高等教育コンソーシアムにいがた」という連
携組織への声がけにより、より多くの学生へ社会活
動の活性化を促した。

従来ボランティア学生には、運営者や演者が企
画した催し物を円滑に進行する手助けをお願いする
のだが、今回の大博覧会では遊びを企画して子ども
との関わりを積極的に行うことができる機会も設け
た。表現という大枠の中で黒子にも表現者にもなり
ながら、大博覧会を支え、楽しむことができるとい
う点が最大のアピールポイントとなった。

本研究ノートでは、現在の学生が抱く対人関係
における悩みを明らかにし、大博覧会の特に子ども
と共に遊ぶエリアでの様子に注目してみる。彼らの
果たした役割と成果を紹介しながら、大規模ワーク
ショップへの参加意義を述べる。

　
2．現況と問題意識

（1）「子どもと舞台芸術大博覧会 2023 イン新
潟」とは

人の交流が極端に制限された 3 年間から解放さ
れそうな兆しに一喜一憂しながらも、2023 年初頭

大規模な表現活動でしか得られないこと
　−「子どもと舞台芸術大博覧会 2023 イン新潟」に参加した学生を見て−　　　

新潟青陵大学短期大学部　福岡龍太

より本格的な準備が始まった大博覧会は、大人が
真剣に取り組む舞台芸術を子どもに見てもらい、何
かを感じとってほしいという思いから、1999 年より
継続されている。年に一度、開催地近郊に活動拠
点を置く舞台俳優や大道芸人等のパフォーマーが、
幼児・児童教育の充実とネットワーク拡充に寄与し
てきた。今年度は新潟市がその会場となり、新潟
の実行委員会より参加のお誘いをいただいた。
（2）参加するにあたり

筆者は日頃から学生へ「学外活動を経験するこ
とは大変貴重だ」と伝えている。そしてチャンスが
あれば積極的に実践をしてきた。ようやく行動制限
を緩めていいのではないかという兆しを社会に感じ
始めたころ、学生から「アルバイトの経験しか社会
と接することができない現状を打破したい」との要
望があった。少し時期尚早な感も否めなかったが、
準備だけでも進めておこうと大博覧会への参加を決
め、学生募集を開始した。しかし、いくら学生が社
会と接したいと大博覧会への参加を申し出たとして
も、筆者は若干の不安材料を抱いていた。それは
学生の初期段階におけるコミュニケーション力であ
る。
（3）問題意識

参加募集が開始されると、保育科に所属してい
る学生だからなのか、それとも人と関わる経験が制
約されていた反動によるものなのか、理由は定かで
はないが、筆者の予想をはるかに超える反響があっ
た。ただし、応募後に学生はある不安を口にする。
初対面の子どもらと、どのように話し始めればいい
のか、わからないらしい。

2023 年度新学期が始まると、ほぼすべての授業
が対面で行われることとなった。手探りで作り上げ
た感染防止対策用のカリキュラムを 2019 年以前の
授業へ戻そうとしたが、授業内容を元通りにするだ



けでは授業が成り立たない状態になっていることに
筆者は気づいた。一番深刻な状態を挙げるとすれ
ば、対話が成立しづらいということだ。例えば、授
業中に筆者が質問を投げかけても、学生は無言で
微動だにしない。しかし、紙に記述したり、パソコ
ン入力をしたりすれば、別人かと紛うほどの姿勢を
見る。内容的には的を射る意見もあればそうでない
ものもあるし、丁寧な文字で読みやすいものもあれ
ば誤字脱字が多く読めないものもある。文章の出
来不出来の差異が深刻なのではなく、感情や自己
表現の表出をすべて文字入力に頼っているのではな
いかと疑念を抱くような立ち振る舞いに、筆者に限
らず多くの教員は困惑する。

現在、本学 1 年生の学生からは、高校時代に対
面による会話の経験ができなかったと聞く。何とか
コミュニケーションを取りたくとも、ひとこと目に何
を話せばいいのか思い浮かばず、勇気を出して話
しかけてみても言いたいことが整理できず伝わらな
かったり、声が小さくて聞きとってもらえなかったり
と、話すことが億劫になっていったと言う。黙食な
どと話を禁止するような環境が定着したために、活
字でのやり取りだけに慣れきってしまったようだ。理
屈をかざして画一的で普遍的な「素晴らしい教育 1」
掲げてきた教育環境は、暗黒とも言える数年間で崩
壊してしまったのだろう。多様な手段による相互交
流から、言葉だけの交互交流へと急激に変化したこ
とで、学生は意思表現意欲を見失っているのかもし
れない。

大博覧会へ参加したいと申し出た多くの学生は、
初対面の子どもとコミュニケーション構築ができる
ようになりたいと望んでいる。またとないチャンスだ
ということは十分理解しているのだが、対応する自
信がない。筆者は「とにかくやってみましょう」と声
をかけ、本番を迎えた。すると、他学の学生からも
同様の悩みを打ち明けられた。高校時代の自粛生
活は、彼らの能動的なコミュニケーション能力の発
育を著しく妨げている。

3．本番の様子
（1）実施詳細

大博覧会でボランティア学生が行うべき活動は
主に 2 つで、会場設営・撤収と、各催場の進行を
円滑に行うための手伝いや自主企画の実践である。
催事の種類は演劇会場、遊べるコーナー、学習体

験ができるコーナー、遊びに関する資料展示、乳
児を見守る部屋など多岐にわたった。

日程は以下の通りに実施をした。
・8 月16 日（水）準備日 9 時から17 時
・8 月17 日（木）から 20 日（日）10 時から16 時（最

終日は 14 時で終了）
ボランティア学生は 1日単位で参加できるように

事前に公募し、事務局がランダムに配属を割り振っ
た。朝礼は全員一斉集合で毎日行うが、解散は各ブー
スの判断に任せた。衣装は大博覧会のロゴを印刷
したオレンジ色の T シャツで統一する。持参してい
る貴重品は筆者が担当するブースで保管した。大会
実行委員会より、学生ボランティアには 1日毎 1,000
円の交通費が支給された。

次項では筆者企画のお絵描きブース（楽画会、ら
くがかい 2 ）中心に学生の様子を記す。

（2）実施記録
1 日目　8 月 17 日（木）快晴

前日の準備が予定通りに終了していたため、朝礼
後すぐに学生は担当ブースへ移動して開場に備えた。
楽画会ブースでは担当学生 6 名が養生シートの上に
大判のダンボール板 12 枚を敷き、マジックペン（20
色×15本程度）とボンド3 本をランダムに配置した。
成人男性の手のひらほどの大きさのダンボール木っ
端は、ダンボール箱に入れてブースを取り囲むよう
に配置した。

筆者は学生に、活動中は特に参加者へは必要以
上に言葉がけを行わないかわりに、自身もラクガキ
を楽しんでほしいとお願いをした。

開場と同時に数組の親子連れが参加してくれた。
子どもがラクガキに飽きるまで滞在するはずが、親
の方が熱中しているようだ。たちまち大きなダンボー
ル板がラクガキで埋まっていく。学生はラクガキを
楽しみながらあいさつはするものの、参加者より質
問がある場合のみ優しい対応を心がけているよう
だ。徐々に参加者が増え、昼食をとる間もないほど
盛況となった。

2 日目　8 月 18 日（金）快晴
本学と他学の学生がランダムで配置されている

が、特に所属校同士で固まって行動している様子は
なく、円滑なコミュニケーションが確立されている。

2 日目も午前中から親子連れが目立ち、2 日連
続で参加してくれる人も見受けられる。学生は「え、
今日もいらしていただいたのですね。ありがとうご
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なってきた学生も、汗を拭う間もなくその状況を満
面の笑みで楽しんでいる。14 時に終了する予定だっ
たが大幅に超過してしまった。15 時以降にやっと
片づけを始めたのだが、4 日間通い詰めてくれた親
子が一緒に手伝ってくれた。学生とその親子はつい
数日前までは見ず知らずだったにも関わらず、数年
来の知り合いのような親密ぶりが伺える。
（3）結果

初日はお盆休み明けの平日であったが、延べ 40
組以上の親子連れが参加してくれた。滞在時間は子
どもがラクガキに満足するまでがほとんどで、平均
20 分であった。

2 日目は連日参加してくれる親子連れが目立つ。
どの組にも共通しているのは、親がラクガキに熱中
していると、その横で子どもも同じように楽しんでい
るということ。そして、楽画会の段取りを理解して
新規参加者を導き、学生を助けてくれていることだ。
活動環境は穏やかに活性化しつつ、学生と参加者
の相互交流が芽吹いている。そして、昨日より滞在
時間が延びているようで、終日にぎわっていた。

3 日目は快晴の土曜日ということもあり、大変多
くの参加者により「三密回避」に反した状況が終日
続いた。明らかにラクガキを行える場所が足りなかっ
たが、学生は慌てることもなく手際よく場所の整備
と誘導を行い、目立った混乱は発生しなかった。ま
た、前日同様、すでにラクガキをしている親子が新
規参加者の誘導を手助けしてくれたこともあり、学
生は短い時間で子どもだけでなく親とも交流を深
め、広げているようだ。　最終日も参加者多数によ
り子どもの活動範囲が狭く、トラブル発生の危険性
は高まっていたが、大博覧会の環境に慣れた学生
が円滑な誘導と対応を心がけたために、無事に会
期を終了することができた。顔見知りとなった親子
の協力が学生を相当助けてくれたようだ。

4．まとめ
（1）問題意識の払しょく

大博覧会に参加する前は、ボランティア学生の多
くが不特定多数の初対面の人との関わり方がわから
ないという問題を抱いていた。そして筆者は、まず
は参加してから臨機応変に対応してみようと推奨し
た。ファーストコンタクトをどう発すればいいのか、
その後の話題継続に自信がないという不安を解消
するために、筆者の担当する楽画会ブースでは 2 つ

ざいます」と感謝の言葉を発している。その後、特
に会話を続けなくともお互いに自分のやりたいラク
ガキを行っている。初めて来場した人がその状況を
見て、参加を強要されるような雰囲気ではないため
か、躊躇することなくペンを持って座ってくれる。初
日と同様に盛況であった。

3 日目　8 月 19 日（土）快晴
準備したダンボール板が残り少なくなっている。

おそらくラクガキをした部分を切り取って持ち帰って
もらうサービスを積極的に行ってきたのが原因だろ
う。しかし、ラクガキしたものは宝物であるため、
持ち帰れることを子どもに知ってもらうことは表現
教育上不可避であると筆者は学生へ説明をし、切り
取られて穴の開いたダンボール板も、描ける部分が
あるようならば再び床に敷いてもらうようお願いをし
た。

午後になるにつれ室内気温も上昇し、空調機器
は作動しているが大変蒸し暑い。そのような状況で
もこどもは汗だくになりながらラクガキに没頭してい
る。来場者は昨日以上に増加したが、学生は対応
に苦慮することなく活動環境の安定維持に努めてい
た。

4 日目　8 月 20 日（日）快晴
早朝にダンボール板を補充して最終日を迎えた。

数日参加している学生は、本日初めて参加する学生
に活動の流れを説明している。そしてインクの減っ
たマジックペンを新品に交換するなどの環境整備を
共に行う。

日中は相変わらず蒸し暑く、親は暑すぎてペン
を持とうとしないが、ダンボール板の上を占領する
子どもはラクガキがにじむほどに汗がしたたり落ち
ても快適な空調を必要としないようだ。ダンボール
の隙間を見つけ子どもを誘導することが主な仕事と
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の提案をした。
①無理に言葉がけをすることはしない。
②自らがラクガキを楽しむこと。
ひょっとすると真面目な学生は、話しかけてはい

けない、ラクガキをしなければならないと思ったか
もしれない。そこで筆者は、初日の午前中はダンボー
ル板の上に腹這いになりラクガキを楽しんだ。しば
らくすると学生は各々寝転がって遊んでいた。
（2）主体的活動意欲の表出と伝播

対面交流を思うようにできなかった学生へ、筆者
が言葉巧みに経験させようとしても無意味だ。それ
よりもワークショップという特性を学生が素直に受け
入れ、楽しむことができれば、それは学生の主体的
な活動と言える。主体的な活動を目撃した他者はい
ちいちそれを説明される必要もなく、興味と意欲を
抱けば近づいてくれる。近づく他者がペンを持って
くれれば、主体的活動の意欲が伝播した証である。
そして伝播を受けた参加者は、新たに近づいてきた
他者へとその意欲を広めてくれる。主体的活動意欲
をもって動いた者にしか拡散はできない。
（3）結論

主体的活動意欲を広める者、受ける者が存在す
ることが拡散条件ではあるが、源流には主体的活
動意欲を高めて活動する第一人者が必要である。今
回の大博覧会の楽画会における第一人者は学生であ
り、その役割を果たした結果、拡散し多くの主体的
活動を引き出したのである。これは楽画会ブースの
みならず、各催事会場でも同様だったと言える。学
生が初対面の人とどう接して交流を深めればいいか
わからないという心配は、第一人者となったことで
解消され、自ら発した表現意欲の伝播により相互交
流が実現した。これは大規模なイベントだったから
こそ可能になったわけで、知り合い同士で行ってい
れば叶うことはなかったのかもしれない。

楽画会を楽しんだ参加者は、それを貴重な思い
出として持ち帰ろうとする。なぜならば、主体的活
動で生まれた作品だからである。誰もその作品を粗
末に扱ったり、いたずらに評価したりすることはで
きない。

問題意識の解消が果たせた学生の、今後の表現
意欲の発展を大いに期待したい。

5．おわりに
大規模イベントに学生が参加する時の予期せぬ

出来事とは、来場者との交流により社会のあたた
かさを実感することである。それは学生を気遣って
くれる優しさなのかもしれないし、子育てに不安を
抱える親が学生を頼ろうとする SOS なのかもしれな
い。これは学生という立場だからこそ味わえるのか
もしれないが、現在の学生を取り巻く教育環境を含
む社会は、高度機能の発展に依存するあまり、ア
ナログな相互関係に過敏だ。「人の振り見て我が振
り直せ」ならぬ、人に自分の振りをさらけ出すことで、
極めて人間的な関係構築にどっぷり浸かる時間も必
要なのではないか。
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研究ノート
2023

1．はじめに
2023 年度から、幼稚園と保育園で年長児向け

造形教室を定期的に実践している。前職の大学で
は幼稚園教諭・保育士養成の造形関係の授業を担
当し、研修会講師なども務めてきた。また、顧問
を務めたサークルや研究室所属学生とともに、多く
の教育現場で造形教室やワークショップも実践して
いる。本年度から筆者だけで年長児向けの造形活
動を行い、制作や活動について、試行錯誤を続け
ている。この実践を通して、得るものも大きかった
と考える。本稿では、2023 年度の実践から、年長
児向けの造形制作やその活動について、実践から
再考した援助の留意点や子どもへの具体的な手立
てについてまとめ、提言する。

　
2． 問題点について

前職の大学では 15 年間で様々な教育現場で実
践活動を行ってきた。幼稚園、保育園、小学校、
中学校での実践や様々な保育士や教員向け研修会
講師も務めるた。幼・小合同や保・小合同の図画
工作授業実践も関東各地で実践した。幼・保専攻
課程の学生が研究室に主に在籍していたため、幼
稚園や保育園での造形ワークショップ等は主として
研究室所属学生が企画・立案や具体的な準備をし、
実践の際に助言、指導や支援を行ってきた。将来
就く教育現場でも活かせる経験ともなるように、実
践当日は学生が主に子どもの前に立ち、主体的に活
動が出来るよう配慮もしてきた。( 小 ･ 中学校での
授業実践は、筆者が授業者として行い、例えば後
片付けや子どもの作品を感想棚にしまう等の補助的
なことを学生に依頼した )

本年度より研究室所属学生がいないため、企画・
立案、準備・実践を全て一人で行っている。近郊の
幼稚園と近隣県の保育園で月 2 回と月1 回継続し
て実践している。どちらの園も対象は年長児だが、

園環境や園での過去の経験も踏まえた違いや園児
の反応の違いもあって、実践を通して改めて学ぶこ
とは多い。昨年度まで幼稚園や保育園等の教育現
場で実践する際は、研究室所属学生の卒業研究の
テーマに沿った題材を主として行わせていた。学生
が自分の考えが現場ではどのように実践できるかを
探らせるためである。また、卒業研究を進めるため
のデータ収集のねらいもあった。コロナ禍最中の 2
年間は実践は出来なかったが、昨年度は幼稚園 2
園、保育園 7 園で実践した｡ 例えば紙バネ、にじみ、
貼り絵等それぞれの個々の学生の卒業研究のテー
マを踏まえた、幼 ･ 保現場で活用できる題材内容
を考えさせ、研究室所属学生が相互に試作した上で
検討を重ね、園児に制作活動をさせていた。

本年度は、幼稚園が 3 月から、保育園は 9 月か
ら年間を通した造形活動を年長児に継続して一人で
行っている。基本的に幼稚園や保育園の現場では
行っていない題材内容を開発して実践した。

自分が大学授業時に行っていた題材内容や卒業
生が実践した内容以外に、より教育現場に適した
題材の開発が出来ないかと考え、試行錯誤を重ね
た。その理由として、以下がある。

まず, 材料、時間、予算が園事情や時期的なこ
とによっては違いも制約も生ずることである。対象
人数や園児のそれまでの造形経験の違いによって
は手立てや手順、時間配分も変わることを今まで以
上に実感した。様々な試行や材料の研究もしたが、
本稿ではどの園にも備えてある色画用紙の活用に絞
り、その実践からまとめる。

3　2023 年度実践から
本年度活動は以下である。

（1）私立幼稚園で年長児向け放課後造形教室 ( 月
2 回 )

☆企画 ･ 準備・運営、実践をした。園長等の補

「年長児向け造形活動の試み」〜造形教室の実践から

東京未来大学　森高光広　
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助も時折入る。内容は全て一任された。参加にあたっ
ては、保護者は園児に確認をとって教室参加を決定
している。園児の持ち物は、自分の使用するのりと
はさみ、パス類、色ペンである｡ 他の材料、手拭
き用雑巾は、こちらで準備し使用させた。
（2）近隣県の社会法人保育園。年長児クラスの造
形の時間を担当 ( 月1 回 ) 

☆通常の園の活動時間の中で行った。
☆担任と相談の上、企画 ･ 準備 ･ 運営、実践し

た。時間内なので担任等の補助も入る。保育園で
の内容については、担任の意向から予定内容を変
更することもあった。例えば、次の月の掲示物に活
かせる内容にしてほしい、園であまりしていない工
作をしてほしい等の要望を受けて、予定制作を変更
や差し替える等である。園児の持ち物は自分ののり
とはさみ、パス類、色ペンである｡ 全員の使用する
材料、例えばおり紙、セロテープ、手拭き用雑巾等
は、保育園に用意可能なものは基本的に園で用意し
てもらった。ただし、型紙付きの色画用紙等、こち
らで準備したものを使用することも度々あった。

保育園、幼稚園での活動実践は当初は戸惑いも
あった。幼稚園では、放課後教室ならではの特殊
事情もあった。次の習い事のために時間が早まる園
児も出た。時折、保護者が参観をして子どもの活動
が終わるのを待つこともあった。

どちらの園も欠席者が出る。欠席者には材料を
渡し、幼稚園は手順など示した説明の文書も保護
者に渡した。保育園は、担任が説明して後から制作
させている。

3-1 　活動の方針について
幼稚園では、3 月と4 月に数回プレ教室を行い、

保護者が参観・確認する場を設けた。事前に園の
保護者には、以下の活動方針を示した。

「お子様が楽しく絵を描いたり簡単な工作活動を
したりする場を担当いたします。小学校に入ってか
らも、楽しく意欲を持って図画工作の授業が受けら
れるように、幼稚園や小学校では扱わない新しい
題材を中心に、発想を大切にした絵画や簡易な工
作に取り組みます。」

基本的に皆同じ作品を完成することを目指すので
はなく、個々の園児の発想や個性や主体性を活か
す題材内容を考え実施した。例えば、おり紙を自由
にはさみで切らせて色画用紙に貼らせてから、まわ
りに好きな絵を描く等である。　

しかし、実施すると個人差が様々あった。はさみ
で切る速度や何を描くか決める速さ、色の塗り方や
のりの付け方など、様々な活動で個人差がみられ
た。中には一人で黙 と々取り組み、小学校低学年か
と思わせるレベルの内容の絵を描いたり、こだわっ
て工夫をしたりする園児もいる。なかなか手が進ま
ない園児もいる。制作内容によっては時間がかかる
園児も当然いた。
3-2 活動の内容について

当初は園児の手先の動きや経験なども把握した
かったため、はさみで紙を切らせたり, のりを使って
貼り付けさせたりする、自由に絵を描かせるなどを
主とした制作内容となった。その後、少しずつテー
マを設けた｡ 例えば、折り紙で各自に蛙に見える形
を切る際は、顔だけや手足付き身体までを丁寧に作
る等、園児によって様々だった。特に細かい指示は
出してはいない。おり紙を蛙に見えるように切って
色画用紙に貼らせ、周りに絵を描かせたこの内容は、
保護者からも季節にあった内容として好評だったと
聞いている。最低限、何を作ろうとしたかが保護者
にも伝わるように、題材内容には少しずつ具体性を
持たせたり、季節に沿う内容の設定にも心がけた。

簡単な工作も行ったが、全て自作の型紙を使い、
園児にもわかるように具体的に出来あがる工夫をし
た。いつも園児の意欲を高める工夫はしてきた。例
えばハロウィンのお化けの制作は絵の具技法でまず
色を作り、はさみで切って形にし、不思議な色の混
ざり方を楽しむことを主とした。→不思議な色の混
ざり方を主として楽しませてから、はさみで切って
形にした。カボチャの顔など複雑なところは型紙を
使用し時間短縮するなどである。

図 1の試作、パタパタとりは羽根の動く仕組みは
こちらで事前に作り、型紙に沿ってはさみで切った
り、色を塗ったり、目を描いたり、模様付けしたり
するところは園児に任せた｡ 型紙通りに正確に切る
必要はないことはいつも伝えている。はみだしても
いびつでもよいとした。完成後様々な色の鳥ができ
あがるととても喜び、その場で羽根を動かして体育
館の中を歩き回る姿もあり, 個々大切に持ち帰った。

図 2 は、特殊な紙でカタツムリの殻を半透明で
表現し、半立体で制作させた際の試作である。カ
タツムリや葉等の大きさや形の出来映えは個々に任
せた。全員がしっかりその季節らしい作品に仕上げ
ていた。
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図 3 のゆらゆらとりの試作は、紙皿と段ボール状
の特殊な紙の活用である。型紙もそれほど複雑に
はしていない。仕掛けとしては極めて簡単で 4 歳児
でも制作可能である。型紙通り作れば揺れて首が
動く鳥はできる。その上で、青い色画用紙を配布し
て、この鳥が楽しく泳げる湖を考えてみようと、色
画用紙を園児が切って各自自由な形の湖を作らせ
た。園児は三角の湖や丸い湖等、様々な形に切り、
石を並べたり魚を泳がせたり、描き加えていた。個々
の湖を作り、鳥を置いて遊んだ。

基本的に題材内容を問わず，意欲的に取り組み、
制作の中で園児が没頭する時間が必ず出来ていた。

それでも制作時間に個人差があることは毎回あ
る。日によって個々の取り組みもまちまちであった。
いかに飽きさせないで取り組ませるかは、題材に魅
力があるかどうかがまずは決め手と考える。新鮮さ
も大事である。そのため、園での制作とは全く違う
内容であったり、園児の予測がつかない内容を企
画するように心がけた。また、なるべく園児の個性
が活かせる題材内容となるようにも工夫した。

例えば図 4 は簡単なパペットであるが、口の部分
の基本構造は押さえつつ , どんな生き物にするかは
園児に任せた。園児はウサギや猫の顔にしたり、リ
ボンをつけたりなど、自分の工夫を凝らして楽しく
制作が出来ていた。

この制作は計 3 園 ( 該当園以外に他の保育園で
も実施した。) で行った題材だが、どの園の園児も
楽しく没等して制作する姿があり、パペットを動かし
て楽しむ姿もあった。出来た作品を見て歓声をあげ
る担任の姿まであった。

4　まとめ〜成果と課題
この1年間の実践で以下が改めて明らかとなった。
･ 年長児であっても題材内容の工夫で、意欲的に

集中して取り組むことが出来る。
・初めての題材、年長児が想定していない題材内

容は特に意欲が高く、熱心に取り組める。
・多少難しいと思われる内容であっても個々への

声かけや配慮で制作を進めることか出来る。
・複雑な内容でも手順や進め方を丁寧に指示す

ると、時間はかかっても園児は出来る。
・はさみで切り分ける、のりではりつける等の基

本的なことは制作を重ねる中で積み重ねていけ
ば、各自スキルアップすることが出来る。

・ゼロから自由に発想を生み出すことはなかなか
出来ないが、無理のない設定 ( テーマ ) で働き
かけると発想や個々の工夫も生み出せる。

・ほんの少しでも、動いたりする等の簡単な仕組
みの題材は、園児に魅力的で、意欲を持って
取り組める。

・自分で満足のいく作品が出来ると他の制作作品
も気になり、素直に他者の工夫の良さ等も認め
受け入れることが出来る。

どちらの園の場合も少なくとも 30 分以上は制作
に没頭して静まりかえって取り組む姿があった。内
容が難しいと教えてと複数質問や助けを求める声が
出て騒がしくなるが、基本はできあがるまで集中し
て取り組むことがほとんどである。

その上で改めて課題も明確となった。
例えば、どんなに試作を重ねて準備しても、園

児によっては想定外の失敗もある。また、造形活動
をする時間や場によって、園児の活動に違いがある

写真 1　試作 1　パタパタとり（手に
持ち遊ぶ

写真 2　試作 2　かたつむり（葉、花
等好きに加える）

写真 3　試作 3　ゆらゆらとり（青色画
用紙を湖に見立てる）
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のも事実である｡ 例えば、保育園の通常の活動時
間の中での園児の活動と幼稚園の放課後の造形教
室の活動では園児の状況や個々の反応も日によって
当然違ってくる。

そう多くはなかったが、同じ題材内容を行った場
合も、時間内で制作完了する時とそうではないこと
もあった。手順の違いや個人差も多いため、児童
数の違いにもよると考える。

うまくいかないことは当然あるが、いろいろな場
を経験してきた筆者等は最終的に全員完成させるこ
とも出来るが、このような柔軟な対応は学生が実習
で行う場合や不慣れな初心者にはなかなか厳しい
点でもある。その点も踏まえて、試作を重ねること
とともに、想定外の失敗はするものであるという観
点で材料の予備は常に用意する、指導者は強力な
のりや両面テープ、はさみ等の補強や修正可能な準
備も必要である。今後の授業ではその点も再度学
生に伝えて備えさせていきたい。

一見 5 歳児には難しそうな内容であっても、どち
らの園児も制作に集中して取り組めている。「つくり
たい」、「やってみたい」という意欲を持たせられる
かどうかは大切であり、小学生 , 中学生、大学生も
同様と考える。

学生や初心者が内容を考える際であっても、対
象園児にとって少しだけ難しいところも1 つはある
内容がよりよいと考える。

出来ない園児もいるので、例えば、型紙の切り抜
きの部分で園児に難しそうな処は少し切り込みを入
れたり、赤で間違えないようなガイドラインや補助
線を加えることの必要性は、今回の実践で再度確
認できた。焦らせず、取り組ませていくことが肝要
である。また、出来たという子どもに明確に次の指

示を出せる
ような準備
も必要であ
る。例えば、
早く型紙を
切った子ど
もには、特
定の部分の
色を塗って
よい、次の
型紙を切っ

てもよい等である。　　
園児は回を重ねるごとに意欲も増してきていた。

こちらの慣れもあると考える。2 園が全く同じ内容
での展開は数回しかなかったが、その場合、先に
取り組んだ実践を踏まえて、手順を変えたり、声か
けを増やすだけでも園児の活動がスムーズになった
り、失敗がなく全員制作が進めたりもする。授業で
学生にはよく言ってはきたが、目の前の子どもにい
かに柔軟に対応するか、スモール・ステップの手立
ての大切さや伝え方の精選化は改めて大事であるこ
とを実感した。何よりも、実践の場数を重ねること
の重要性も踏まえ、今後学生に伝えたいことは、慣
れないうちは誰でも思うようにいかないことがある
が、その要因は主としてこちら側にあり、子ども目
線を大切にし、それでもだめなところは終わった後
にしっかりと検討して次の際の具体的な手立てを考
えていくことで今後解消につながるということであ
る。具体的な事例も踏まえて伝えていきたいと考え
る。

園に行くと園児は「造形の先生が来た」と声を挙
げて出迎える。「今日は何作るの ?」と何人も問いか
けてくる。保護者からも「子どもがいつも楽しみにし
ている」、「いろいろな発想を引き出してもらってい
ます」等と終了後に伝えられる。回を重ねるごとに
園児個々の個性や性格も明確となり、接し方にも余
裕が出てきた。

人数や園での造形経験や指導にもよることは、
今回の実践を通してより理解できた。例えば、型紙
を切る場合に切る度にゴミ捨てに行くと、まだ切っ
ていない型紙までもそのまま捨ててしまうこともあ
る。型紙も手順に沿って切らせて一つずつ確認して
いく等 , より細やかな説明の必要性も改めて学べた。

以上のような具体的な知見や園での制作状況を
踏まえて、幼・保の養成課程の学生にもより具体的
な話も今後出来ると考える。

園児の造形活動の中で学び、そのことを踏まえ
たよりよい題材内容や養成校の授業内容を今後も
探っていきたいと考える。

　
謝辞
　
関係園の皆様、参加した園児とその保護者の皆

様に深く感謝申し上げます。写真 4　試作 4　パクパクパペット試作
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1． はじめに

造形やその活動を支える材料などに関しては、昭
和期からすでにあったものでも、昨今進化をし、扱
いやすくなっている。例えば、粘土材料はどの発達
の段階の子どもであっても魅力的であり、様々な題
材として教育現場で扱われてきた。実際、学校現場

（小・中学校）で教員を務めていた際は、土粘土や
紙粘土を使用する題材を継続して行ってきた。土粘
土を使用した陶芸に関しては成果 1 もあり、具体的
な手立てについては過去にまとめたこともある。2 大
学教員となり、授業でも陶芸や紙粘土による工作
の題材として授業で扱ってきた。所属研究室学生の
卒業研究をきっかけに、再度紙粘土を活用する題
材も自身で試み、開発している。教育現場でよく扱
われている業者販売の紙粘土以外にも、100 円均
一店舗等で扱われている軽量紙粘土にも安価で優
れたものがあることも知った。ただ、幼稚園や保育
園現場で紙粘土を活用した工作の新しい実践はそ
れほど多くはない。本稿では、特に幼稚園や保育
園等でも活用できる軽量紙粘土活用題材を模索す
る中、紙粘土の活用の留意点や具体的な手立てを
まとめ、紹介する。

2． 問題点について
2-1．過去の実践や指導から

22 年間の中学校教員時代、主として陶芸の制作
を毎年実践してきた。技法練習をしつつ意欲を高め
て、土粘土の感触を楽しませ、個々の工夫を大切に
して制作させてきた。毎年、どの生徒も集中して取
り組み、全員が焼成できて家に持ち帰っている。こ
の題材作品は学校の置き忘れが一切なかった。中
学生が家族に自身の作品を示し、家に飾ったという
報告も多かった。完成後のアンケート調査でも高い
満足度がみられた。

国立大学附属小学校の 5 年間、図画工作の授業
でも粘土の題材開発は継続して実践した。6 年生
や帰国子女学級の児童に陶芸の制作を行い、2 年
生で油粘土、3 年でテラコッタ粘土を扱う授業等も
行った。発達段階に即した、意欲を高め工夫できる
内容の授業展開ができたと考える。

大学教員となり、小学校・特別支援専攻の学生
のみならず、幼・保専攻の学生の授業、研究室所
属学生向けの授業でも粘土を活用する題材は扱って
きた。陶芸や紙粘土の工作題材を様々な形で取り
上げて学生の学びに役立ててきた。共同制作も含め
て、その時々の授業では個 こ々だわりのある制作実
践ができたと考える。

以上のように、過去に様々な粘土を材料とし活用
できる題材を開発し、実践してきている。

コロナ禍の最中、自宅で制作を余儀なくされた
際も、幼・保課程専攻の学生向けの遠隔授業でも
紙粘土による制作は大変好評であった。学生は自
宅で時間をかけて丁寧に制作しており、個々が工
夫した作品の画像を提出できていた。( 参照：図 1：
所属研究室学生の作品である。画像使用の許可は
得ている。以下同じ )

以上のように大学で学生は楽しく粘土を活用した
制作が出来ているのだが、いざ就職して幼稚園やこ
ども園、保育園などの教育現場では実際に子どもが
紙粘土等の制作実践は難しい現状もある。就職後、
大半がまずは未満児の担当となって実践できなかっ
たり、園事情にもよる。卒業後にはなかなか子ども
に紙粘土制作の機会がないという声は以前から聞
いていた。前述の卒業研究で紙粘土をテーマとした
卒業生も昨年度ようやく年長児担当となったが、未
だに出来ずにいるとのことである。担当する園児数
が多いのも理由としてあげていた。

粘土を扱う題材の良さや紙粘土の材料としての良
さは周知のことであるが、なかなか他の教諭や保育

「幼・保教育現場でも活用できる紙粘土題材の試行」

東京未来大学　森高光広　
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士の理解を得て実際に園児に取り組ませるのには難
しい現場事情もある。大学教員時代に、土粘土を
大量に幼稚園に持ち込み、粘土で造形活動を実践
した経験はあるが,その際の主任教諭の第一声は「普
段できないことができてよかった」であった。附属
小学校教員時に他県の附属幼稚園の一室が全て粘
土で埋め尽くされた部屋である事例を見た。大変う
らやましいことだが、その地域は陶芸で有名で、粘
土が手に入りやすい環境でもあった。これは一般の
園ではなかなか難しい環境と考える。将来、保育
園やこども園、幼稚園の教育現場で働くであろう学
生が、就職後園児に実際に活用できる紙粘土題材
内容について探っていく必要を感じ、試行錯誤を
重ねた。本稿では以下に述べる。

3. 実践から
3-1　紙粘土について

紙粘土を活用した制作は、例えば学生が容易に
ネット情報でいろいろと探ることはできる。ただ、
基本的に従来と同じで丸めて塊から形づくるか、芯
材を使用した制作が多い。昭和期の紙粘土とは違
い、最近は軽量紙粘土が造形でよく使われている。
ハンドメイドや趣味の工芸で活用する場合も多く、
100 円均一店舗などで安価で様々なものが容易に
手に入る。ネットでもたやすく購入もできる。軽量
紙粘土は、周知の通り、樹脂軽量化材（微小中空
樹脂）等がパルプ材や水性の糊等と混ぜあわされて
粘土状となっている。軽さに加えて、加工もしやす
いが、乾燥後の強度はあまりなく、芯材を使用した
り、部分的に補強することも考えられる。小学校な
どで、芯材に紙パックやペットボトルを使用する例
もあるが、必然的に使用する紙粘土の量は増えて大
きい作品となる。お面や花瓶は昭和期からよく制作
されてきたが、園児に適する題材と言い切れない事
例もある。現在の保育園や幼稚園などの教育現場
で何を題材内容として紙粘土を活用するかは課題で
ある。ネットで見受ける保育向けの題材内容は、前
述のように昭和期と比較してそれほど代わり映えは
していない。最近は、小学校の教科書題材にも見
られる、おかしやケーキ、シェイクなどの食べ物関
係の制作も多い。ペットボトルや紙パックを芯材と
してペン立てやリース、ロケットなどの作品も見るが、
目新しさはない。これらも過去の小学校の図画工作
の教科書題材等で類似制作も見た記憶があり、小

学生向け題材がヒントとなっているようにも推察で
きる。

3-2　過去の実践から
紙粘土による制作は大学生の振り返りでも好評

だった。しかしながら、保育園や幼稚園などの教
育現場では学生のように制作に時間をかけたり、細
かな制作をしたりすることはなかなか難しい。その
まま幼 ･ 保の教育現場で活用は出来ない内容もあ
る。そのような中、コロナ禍の前年になるが、研究
室所属学生が紙粘土をテーマとしたいと希望を出し
た。試作を重ねさせ実践できそうな事例をいくつか
考えさせた。知己の校長のいる小学校で授業実践
をする機会があり、学生の考案した題材も1,2 年の
児童に併せて経験させた｡ ( 図 2) 他の授業内容 ( 共
同合同造形活動 ) を主として実施した後で、短時間
で制作させた。児童には好評で、アンケートを採る
と満足度は高かった。体育館で低学年2 学級が行っ
たが ( 筆者の合同造形活動の関係で体育館使用し
た。乾燥させる場として確保できる利点もあった )、
見学に来た上級生が今度やりたいと担任にねだる
姿を複数みた。ただ、小学生の題材としては内容が
簡単すぎる点もある。また、幼・保園での実践する
場合も、いくつか懸念があった。まず、細かい足の
部分の作成と本体へのつなげ方が園児には難しい。
乾燥するまで形が崩れやすいため、対象人数が多
いと展開も容易ではない｡ 園児の場合、形を作った
後でよけいにいじって外れたりすることもある。保
存中での破損も懸念される、等である。この学生
からは卒業後は就職先では未だに実施できはいな
いとの報告を本年も受けている。

3-3　試作から

写真 1（上）　研究室所属学生試作例 ( 全て紙粘土で制作 )
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以上も踏まえて、保育・幼稚園などの教育現場で
軽量紙粘土の活用が可能な題材を求めて試作を続
けた。本年度、保育園や幼稚園で造形教室を担当
したこともその理由の一つである。

大学などの授業で学生に制作させる際は、紙粘
土制作の楽しさを味わわせることを主目的とし、個々
の工夫や追求を第一とした。そのため、以上述べて
きたように、そのまま実習先や勤務先の園で実践す
ることは難しい内容も想定していた。

その上で、どのような内容が望ましいか考えた。
・まず今回は軽量紙粘土を使用することを条件と

した。
・次に園事情もあるので、価格を抑えることを優

先した。
・何より子どもにとって楽しい制作となること、自

分なりの工夫が出来ること、そして制作活動だ
けで終わらずに , 遊ぶか飾るかの次の展開もで
きる内容とした。

予算については、就職した卒業生からも材料にそ
れほど費用をあてることはなかなか厳しいとの現場
事情をよく耳にしている。大学等の授業のように大
学にある材料や用具を使えるだけ使うとか、材料は
少し高めの価格でもよりよいもので制作する、とい
うのは当然ながらあまり教育現場では現実的では
ない。そこで、100 円均一店舗で購入できる軽量紙
粘土を数人で一袋シェアして使うという設定で試作

を重ねた。
最初に、指人形制作を設定した。
円筒形と球にした紙粘土をつくり、人形制作時に

合わせて成形させてみてはどうかと考えた。大まか
に形はすぐ出来た。発色もよく、加工もしやすい。
大人が制作するには問題はないと考えた。細かい
成形をしなければ年長児でも可能ではないかと考え
試作をした。( 図 3)

結果的にこの制作の選択は断念した。
理由としては、乾燥の遅さである。数日後、表面

の乾燥は出来ていても、人形に指を入れると中はま
だ水分が多く柔らかい。中が柔らかくて固まらない
状況は一週間経っても続いた。乾燥させる場にもよ
るが、ある程度の大きさの塊はなかなか乾燥しづら
く、芯材がないと整形しづらいことが改めてわかっ
た。後日 , この指人形制作は保育士向け実技研修
で行ったが、大人は崩れないように手加減もできて
手早く整形ができたが , これを園児に求めるのは少
し無理があると考える。研修会参加者はとても楽し
く制作が出来たようだが , 終了後持ち帰る際には苦
労していた。一日研修であったが、制作後、半日の
時間が過ぎても、中はもちろんのこと表面もよく乾
いていない状況だった。

次に、まず制作時の粘土の量を減らしてみるこ
とにした。図 4 はよく知られる目玉パペットを紙粘
土で制作したものである。一応形とはなるが、年長

児の制作題材内容としては不適
切と考えた。やはり乾燥に時間
がかかり、いじる間に形が崩れ、
出来てすぐに遊ぶことが出来な
い点が指人形同様に向いていな
いのではないかと考えたからであ
る。

何回かの試作後、作って遊ぶ
ものより、作って飾るものがより
よいと考えた。そこで紙皿に薄く
した紙粘土を貼り付けて制作す
ることとした。( 図 5)

試行する中で、以下がわかった。
・紙粘土は塊にせず、薄くして使
用した方が扱いやすい。
・最初の大きな形、細かい部分
等は木工ボンドを使用してとめた
方がよりよい。

写真 2　 研究室所属学生試作例 ( 全て
紙粘土で制作 )

写真 3　試作例 1( 全て軽量紙粘土で制作 )



53

大学造形美術教育研究 vol,22

・紙皿はぶ厚い方がよい。
この内容なら短時間で制作

可能と判断した。手元にあった
紙皿を使用したので薄い紙皿の
使用となった。制作後 , 水分を
吸って大きく変形してしまった
乾燥時に再度形を整えた。

以上を踏まえて何回か試行し
て、一応題材の形となった。そ
こで具体的に実践してみること
とした。本年度は幼稚園の造
形教室を月 2 回担当していたた
め、そこで実践できるように準
備を進めた。

　
4．まとめ〜年長児造形教室での実践から

計 11 名の園児が実際に制作した。
制作の時間は 45 分程度である。紙粘土は袋の1

／ 6 程度を個々に渡した。配布物は紙皿と軽量紙
粘土で、園児は各自のマーカーを使用した。手拭き
雑巾はこちらで用意し、木工用ボンドも用意した。

・何を作るか考えさせて、まず自分の使う色紙粘
土を制作させた。例えば人間は肌色、鳥は黄
色など、園児の考えた色となるようにそれぞれ
色を加えて色の紙粘土をつくらせた。着彩は園
児個々が持つマーカーを使用した。

・事前に紙皿の上に穴を開けて、紐を通して完成
後につるして飾れるようにした。

紙粘土経験があるのは 2 人だけだった。
結果的に、園児は集中して取り組み , 全員が完成

できた。家で続きをやる、家でもっとやりたいとい
う園児が多く、残りの軽量紙粘土を分けて袋に入れ
て全員に渡した。

園児は鳥や恐竜、猫などさまざまに制作が出来
ていた。中にはコック帽をかぶった男を作る園児も
いた。あまり描画の得意でない園児も楽しく制作が
出来ていた。

示した見本と全く同じ内容で制作した園児はな
く、ただ一人自分なりのゾウを制作した園児はいた。

制作の中で個々のこだわりも伝わる制作だった。
短時間で園児でも制作できる題材となったと考え

る。
大きな塊などでの粘土の制作活動は、日頃油粘

土などで出来てはいると考える。ただ、軽量紙粘土

は水分もあって手触りがよいので感触も違う。ハン
ドメイドの材料として使われることが多いため , 手の
小さい園児の細かい制作にも適していると考える。
今後手立てや制作のテーマなど、さらに精選化して
いきたい。

次年度以降も試作を加えて ,今回と同様に少なめ
の粘土で園児が軽量紙粘土で制作が出来る経験を
させる場を設けていき、より題材内容の精選化が
出来るようにして養成校の学生に紙粘土題材のよさ
と具体的な手立てに結びつける視点を伝えたいと考
える。

謝辞
研究室所属学生の卒業生、授業に関わった当時

の学生の皆様、造形教室の園、園の関係者、対象
の園児、その保護者の皆様に深く感謝申し上げま
す。

註

1; 指導作品の関東地区の陶芸コンクールで推奨受賞等

2; 森高光広「図画工作科 ･ 美術科における ｢遊び｣ の視点

を重視したウォーミングアップ活動の有効性について−子

どもなりの多様な表現を追求させる陶土を使う授業実践

を踏まえて−」植草学園大学研究紀要 3 巻、2011 年

写真 4 　試作例 2( 軽量紙粘土で制作、輪
ゴム使用 )

写真 5　試作例 3( 紙皿、軽量紙粘土で
制作　見本として使用 )
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１．はじめに
風船を用いるあそびは多数存在するが、それら

のあそびを大別すると主として２種類に帰結する。
一つは運動要素の強いあそびであり、一つは造形
要素の強いあそびである。

風船を用いた運動的なあそびとは、例えば「風船
バレー」や「風船運び」などが挙げられる。一方、
風船を用いた造形的なあそびとは、例えば圧縮袋
を風船で満たす「風船クッション」やシーツに乗せ
た風船を弾ませる「風船パラバルーン」などが挙げ
られる。

上記の風船クッションは素材の弾性を楽しむあそ
びであり、パラバルーンは風船の動きを楽しむあそ

新しい風船のあそび方「風船ドングリ」の提案と実践

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪大谷大学　山本将之

びである。このように造形的なあそびの中でも、特
に感触あそびや簡単な操作あそびとして風船を活用
する事例は散見されるが、構成あそび的に風船を
活用する実践事例は調査の限り見当たらなかった。

そのため本稿では、風船を構成あそび的に活用
するための具体的な保育事例を提案する。

提案する保育事例は「風船ドングリ」である。
風船ドングリとは、風船と紙皿を組み合わせるこ

とで、地面の設置面積を増やし、積み木のように重
ねることを楽しむあそびである。

風船を紙皿で挟んだ形がドングリに見えること
か、この様相やあそび方を総称して「風船ドングリ」
と名付けた。
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次章では「風船ドングリ」の実践を紹介する。

２．「風船ドングリ」の実践
本章では、まず筆者が実践した際の具体的な情

報を箇条書きで記す。
・年齢および人数
４・５歳児クラス　計３０人程度　
・保育時間：１時間程度
・ねらい
風船の感触や弾く操作を楽しむ。
風船の並べ方・重ね方を工夫する。
・環境構成
風船（２００個程度）
※風船は膨らませた状態で遊戯室に配置
風船空気入れ（電動エアーポンプ）（１つ）
うちわ（人数分）
発泡ドンブリ（人数の４倍程度）
段ボールの風船プール（４箇所）【写真 1】
網のトンネル（１箇所）【写真２】
・保育の流れ
前半（２０分程度）
→身体やうちわを用いた風船あそび
後半（３０分程度）→身体やうちわを用いた風船

あそび、
または風船ドングリ
次に、実践の具体的な様子を記す。
まず事前準備では子どもの期待感を高めること

ができるよう、部屋を風船で満たした。
導入では、「この部屋でどんなことをしてみたい

かな？」と問いかけ、「風船を触りたい、蹴りたい、
弾いてみたい」という気持ちを刺激した。子どもと

の会話を経て少しずつ活動への意欲を高めたところ
で、さらに「今日はうちわも持ってきたよ！」と道具
を示し、子どものあそぶ意欲が十分に高まるよう促
した。

風船が割れると、大人でも驚くほどの大きな音が
響く。そのためお約束では「風船を割らないように」
と促すのではなく、例え割れても冷静さを保つこと
ができるように、あえて風船を割ることによって音
の大きさを示した。「風船が割れると大きな音がす
る」と体験的に知覚することで、活動中の突発的な
音にも対応できるように促した。

活動が始まると、まずは手や足やうちわで風船を
弾くあそびが盛り上がった。

また、プールを模した段ボールに風船を集めるグ
ループも表れ、段ボールの囲いが風船で満たされる
と、その中に入って感触を楽しんでいる様子も伺え
た【写真１】。

さらに多くの子どもが熱中した仕掛けは「網のト
ンネル」である。トンネルに入る子どもと、外からト
ンネルの中に風船を送り込む子どもに分かれ、陣取
りのようなゲームが始まったり、トンネル上部にある
風船をトンネルの内側から弾こうと試みたりする姿
も見られた【写真２】。

そして活動が２０分程度経過し、何人かの子ども
に飽きが見られ始めたタイミングで発泡ドンブリを
紹介した。そして「どんなあそび方ができると思う？」
と問いかけながらドンブリで風船を挟み、重ねる操
作を示した。

後半の活動では子どもに２つの選択肢を示した。
１つは前半のあそびを継続しても良い、という選択
肢であり、１つは風船ドングリにチャレンジしてもよ

写真１　段ボールの風船プール 写真 2 　網のトンネル
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い、という選択肢である。
　この結果、半数程度は前半からのあそびを継

続し、残りの半数程度が風船ドングリに挑戦した【写
真３】。

風船ドングリはバランスを取ることが難しく、慎
重に重ねなければすぐに倒れてしまう。この難しさ
が子どもに丁度良かったのか、「たくさん重ねたい！」
と熱中する姿が見られた。また、この適度な難しさ
ゆえに、重ねられた際には喜びを爆発させる姿も見
られた【写真４】。

また「重ねる」だけでなく、「並べる」ことを楽し
む姿も見られた。具体的には、段ボールプールの風
船を全て出し、段ボールの壁に沿って風船を並べる、
というあそびである【写真５】。そして並べるという
操作だけでなく、並べた風船ドングリを家具に見立
てる姿も見られた。

３．実践の成果
本章では風船ドングリの実践の成果を記す。
まず実践の成果として、環境構成が挙げられる。

保育計画の構想時から「風船を見つけた子どもは、
弾く動作を試したいだろう」と想定しており、活動
の開始時にこの想いを存分に満たす必要があると考
えた。そのための環境として網のトンネルや段ボー
ルブールを設置したが、これによりあそびの幅が広

がり、１時間では足りない程の集中力が発揮される
結果となった。

このような環境設定のこだわりに併せて、複数の
あそびの中のある１つのあそびとして風船ドングリを
子どもに提示できた点も、活発な活動に至った一つ
の要因であると考える。

次に、風船を重ねる難しさが子どもにとって丁度
良い負荷になった点が挙げられる。

風船ドングリを考案した際の教材研究では、「風
船お絵描き」【写真６】というあそびも思案していた。

この活動は風船を並べることで、思い描くモチー
フを表現するあそびである。このあそびを筆者自身
で試した結果、風船が大きすぎるために細部の表
現が難しく、想定した形にならない点に強いストレ
スを感じた。

一方風船ドングリは「積む」という単純な行為の
みを楽しむことができ、併せてバランスの難しさが
丁度良いストレス（負荷）になるため、何度も挑戦
したくなる気持ちを育むことができると感じた。ま
た、段ボールプールの中に風船ドングリを並べる姿
も見られたことから、意図せず「風船お絵描き」の
うように平面的な広がりを見せる表現にも繋がった。
このように、「風船ドングリ」は描く対象を定める表
現とは異なり、行為の連続による子どもの試行錯誤
の結果が表現として発露するため、これまでの風船

写真４　木の実を使ったお菓子作り写真３　風船ドングリに挑戦する様子
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あそびの実践とは一線を画す造形あそびになったと
考える。

その他、部屋を風船で満たした環境構成や、割
れる音を事前に示したお約束も、活発な実践を実現
した要因の一つであると考える。

　
４．課題

最後に、本実践の課題を記す。
空間を広く用いて造形あそびを実践する場合、環

境設定や材料の準備に苦慮することが多い。本実
践においても同様に、風船に空気を入れる準備に多
くの時間を要しており、日々の保育で本稿の実践を
実施するには更なる改良が必要になると考える。具
体的には風船に空気を入れる過程を子どものあそび
として保育に組み込む、あるいは段ボールプールを
桶に変更するなどが考えられる。

今後風船を用いた造形あそびを開発する際には、
環境設定に係る保育者の負担軽減についても検討
を進めたい。

またあそびの中で風船を用いる際の具体的な課
題として、活動中に割れる風船が多かった点が挙げ
られる。これは準備の段階で風船に空気を入れす
ぎていることが原因であるため、今後の実践では
空気の量を減らし、割れにくい風船を実現するため
の手立ても検討したい。

５．おわりに
筆者は造形あそびの開発と指導法の考察を主題

とする研究を継続しており、これまで新規性の高い
あそびを複数提案している。例えば空間にスタイロ
フォームを配置し、モールを刺すこと・繋げること

を楽しむあそび、あるいは有孔ボードに挿した木ダ
ボにカラー輪ゴムをかけるあそびなどを開発してい
る。

筆者はこれまでの実践経験から、活発な造形あ
そびを実現するためには、やみくもに材料の種類を
増やすのではなく、ねらいに即した２種類程度の材
料に限定することが肝要であると感じている。

本実践では「浮く・弾く」という性質から運動あ
そびに用いることの多い風船素材を、発泡ドンブリ
と組み合わせることで、造形要素の強い構成あそび
を実現できたと考える。

今後も、風船を用いた新しい造形あそびを検討
すると共に、課題でも記した日々の保育への還元に
ついても模索を続けたい。

謝辞
本研究にあたり、実践の機会を提供いただいた

大谷さやまこども園に厚く御礼申し上げる。　　
なお本研究は JSPS 科研費 JP23K12781 の助成
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写真５　風船ドングリを並べる様子 写真６　風船の遊び方を研究する様子　

写真４　木の実を使ったお菓子作り
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１．実践の構想
コロナ禍の中で様々な映像媒体が発展し、新し

い映像の世界に入ってきているとも俯瞰できる昨今
ではあるが、筆者がこれまで着目してきた影絵の映
像表現について、ガラス絵の美的イメージをミック
スしつつ、透明ファイルと光を用いた影絵表現とし
て、地域の公民館で約 10 年間継続してきた異学年
のアート活動から考察し、その経過を実践報告する。

筆者は、子どもの小学校での図画工作における
技術を基盤としながらも発展的な総合表現として、
様々な表現発表の可能性を試しみてきたが、影絵
の美しさに惹かれ、今日まで表現を探求してきた。
本実践は、コロナ禍の中で筆者自身、人工の画像

透明ファイルと光を用いた影絵表現
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　育英大学　　渡辺 一洋

を多く見てきたが、その中で改めて自然の美しさに
ついて見つめ直したことがきっかけであった。それ
は、筆者がコロナ禍が始まる直前の冬に訪れた水
族館の中で見た自由に泳ぐ海の生き物である。筆
者自身も行動制限の中で、その後、しばらく訪れる
ことはなかったが、例えば、小学生の自宅待機やオ
ンライン授業などの中で、本来、自由に動きまわり、
柔軟な身体を用いた躍動的な活動ができなかった
子ども達の姿に複雑な思いを抱いた中で、少しでも
楽しい活動の表現の機会をコロナ禍が落ち着いて
きたこの時期に企画できればと考えたことが背景に
ある。
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２．実践を通して

コロナ禍で多く接してきた素材が、会話の時に用
いてきた透明のパーテーションであった。どこか心
理的な距離感を遮断されるような印象が毎回使用
の際にあったのであるが、そんな時に、ふと、ガラ
ス窓にカラーセロハンを貼り、その光を楽しみなが
ら笑っている子どもの姿を回想した。そこで、ノー
トの下敷きなどに活用されている透明ファイルを用
いて、ガラス絵を描くように油性ペンやカラーセロ
ハンで装飾する作品を製作し、影絵に映したらきれ
いではないかという実践イメージを思い浮かべた。
その際、前述したガラス窓の子どもの製作風景のイ
メージから水族館の海の生き物をテーマとして、衣
装製作、ペンギンチームとイルカチームに分けた新
聞紙の彫刻製作を実践プログラムに取り入れながら
行うこととした。

手順としては、 新聞紙の紙彫刻（2 グループ）、 透
明ファイルを用いた海の生き物をイメージした影絵

作品、 海の生き物をイメージしたカラービニール袋
を用いた衣装製作で実践を構成した。実践の環境
設定として、ステージの背景に学生の製作した壁面
や新聞紙の彫刻作品を配置した。

３．全体的なまとめ
製作の段階では、学生が製作したサンプル作品

などを説明することにより、子どもは製作が進めや
すかったと考えられる。光の水族館を表現した中で、
クラゲなどの海の生き物が影絵として浮かび上がり、
幻想的な世界を演出していた。保育士養成校の学
生や小学校の教員を進路とする学生にとっても力量
形成の場になった点もあり、今後もさらに、今回の
ようなテーマや素材についての追試研究を深めてい
きたいと考えている。

写真 1　オブジェ作品のサンプル ( 学生作品）

写真 2　影絵作品の製作の様子

写真 3　影絵作品の製作説明

写真 4　ファッションショーの様子
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実践報告
2023

１．はじめに
秋も終わりになる11 月になり、冬の気配とともに、

毎年開催されている本実践は育メン講座の視点も
含め、親子アトリエとして、10 年続けてきたロング
ランの地域連携による公民館企画である。コロナ禍
で改めて家庭教育が見直され、父親の育児参加の
大切さも着目されているが、父親ならではのものづ
くりの視点から実践を通して考えるため、素材とし
て、大型ダンボールを用いた製作を行った。　

実践に関する参考作品のデザインは、筆者が約
20 年間に渡り顧問を務めてきた子育て支援サーク
ルの学生が製作しており、「クリスマス、フルーツ、
動物」などをテーマとして作品製作を進めた。この

ダンボールで自分のお部屋をデザインする地域の親子アトリエ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　育英大学　　渡辺 一洋

活動を通して、保育者養成における学生の表現に関
する力量形成にもつながると考えられるため、課外
活動における製作経験を豊かにすることを重視して
環境構成への視覚的な効果を検討した。

２．実践の計画と経過
実践計画の段階で開催時期を考慮しながら、公

民館担当者と打ち合わせを行った。毎年、異なる
製作テーマを設定しているが、11 月の開催時期と
いうことから、クリスマスや冬の雪などのテーマが
季節として主となっている。また、実践会場におい
ても幼児の緊張感を和らげる学生製作による冬の
壁面の展示を行うこととしている。来場した親子は
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会場の雰囲気からリラックスして製作している様子が毎
回見られている。本実践のテーマにおいては「自分の夢
の部屋」というテーマで製作を行った。本実践の作品
イメージは、自分の部屋は冬のあたたかい室内や人形、
時計を配置したかわいらしい部屋まで様々な構成が考え
られ、ダンボールや色画用紙を用いて大型の作品製作
を行う内容とした。　

また、装飾をしながら、可愛いらしい部屋になるよう
にイメージして実践計画を行った。実践の経過としても
当日、ダンボールを用いた屏風型の独創的な作品が完
成した。完成後は、親子による作品発表を行い、インタ
ビューなども取り入れながら、盛り上がりのある実践内
容となった。

３．実践の考察
父親と幼児の活動ということからダンボールによる加

工を行う活動は、父親ならではの製作に展開でき、比較
的大型の作品が多く発想され、完成した。「育メン」と
いう言葉が登場してから10 年以上経過して、親子アトリ
エの空間を見つめてきたが、休日のひとときでも幼児と
過ごすかけがえのない時間は、アンケート結果や現場の
状況からも多く感じられることである。また、ものづくり
という観点からも父親が参加しやすい活動の取り組みも
ニーズやこれまで継続してきた理由として考えられる。

４．おわりに
地域における様々な父子の製作活動はコロナ禍を経

て、今回の実践まで途絶えることなく継続することがで
きた。今後は、実践を深めながらも新しい可能性に向か
い、試行錯誤を重ねていきたいと考える。

さらに、保育者養成校の学生にとっての力量形成とし
ての地域における造形活動の実践研究の場としても実践
内容を検討していきたいと考えている。

写真 1　親子による製作の様子

写真 2　親子による製作の作品

写真 3　親子による製作作品

写真 4　親子による製作作品
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実践報告
2023

はじめに
本稿は保育教職セミナーという授業の報告であ

る。この授業は特に足立区と連携して行われる「の
びのびプレイデイ」というイベントに向けての準備
や取り組みが主な内容となっている。このイベント
は毎年地域の未就学児とその保護者が参加して工
作や運動遊びなど様々に楽しまれてきた。

一方、筆者はこれまでにイメージの豊かさを幼少
期に育むことの重要性について意識してきた。その
中でイメージの豊かさをどのように育むのかについ
て具体的な方法について検討することは授業の課
題の一つであった。

そこで子どもの身近なイメージから展開する「ごっ

イメージを育むごっこ遊びの可能性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帝京科学大学　　渡部　晃子

こ遊び」に着目した。さらに豊かなイメージを育む
ために幼少期において実感を伴うということが必要
であろうと仮定し、「つくる」ことから「ごっこ遊び」
へと展開する方法で実施することにした。イメージ
は「つくる」ことによって強化され、遊びや人との関
わりによってその深さや広がりを増していくのではな
いか。そのように考え、子ども自身がつくることとごっ
こ遊びが自然につながるように計画した。

もう一つの課題は、保育者養成校において筆者
が日頃感じてきたこととして「環境構成の重要性を
どのように伝えればよいのか」ということである。
幼児教育において環境構成は非常に重要であると
認識しているが、環境構成の場合、机上で学ぶより
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も経験的に学ぶ方が理解されやすいのではないか
と思われる。

今回の実践では大学 1 年生であり、環境構成に
ついて予備知識が十分ではない状況であった。し
たがって教員が環境構成について検討しあらかじめ
設定しておき、最後にその環境構成について考える
という方法をとった。

1．授業の目的　
大学 1 年生を対象とし子どもの発達や特性を踏

まえた活動を計画・実践し、保育の職務に必要な
基礎的知識と技術を身につけるようにすることが目
標の一つである。実践はゼミ単位の取り組みで行わ
れ身体や音楽、造形を使った遊びをそれぞれのゼ
ミが企画運営する。筆者のゼミでは毎年造形表現
に関わる内容を実施しており、今年度は 2 ゼミ合同
で行われた為、総勢 12 名の学生と取り組んだ。

筆者のゼミでは主に造形表現の基礎的演習を実
施するとともに、子どもと触れ合うことをとおして将
来の保育者としての資質・能力を高めることを目的
としている。

具体的には第一に造形表現の基礎的演習として
様々な材料とその違いを把握し、学ぶために「紙を
使った題材研究」をテーマとして織り交ぜている。
お花紙、折り紙、画用紙、半紙などを用いて様々
なものを製作した。

第二に未就学児と親子を対象として親子が触れ
合えるように企画・運営し、その為に声かけや環境
構成を工夫するようにした。保育の現場は保育者と
子どもだけで成り立っているわけではなく、保護者
の存在は欠かせない。そうした保育の多層構造を
把握することができるように考慮した。

第三に単に子どもと触れ合うということだけでは
なく、保育者としての視点をもって子どもの発達状
況や個性をよく観察しながら主体的に考え、接する
ことを提案し、促していった。

上記の具体的な方法により造形表現の実践を学
生が主体的かつ経験的に学ぶことを目指した。

2．概要及び方法　
この授業はオムニバス形式で行われており、本

稿では特に筆者のゼミで行われた造形表現の実践
内容の流れについて中心的に概説する。筆者が担
当した授業のうち造形表現の実践に関わる 4 回分

写真 1　虹色チューリップの材料

写真 3　アイスの材料

写真 2　虹色チューリップ
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写真 5　偶然の色の重なりや美しさを味わう

写真 6　完成した入口の看板

写真 7　つくり方を解説したプリント

の授業について概説する。
当初は紙を使った食べ物製作を計画していたが、

親子が参加しやすい流れを考え、お店屋さんごっこ
の商品を子どもがつくり、親が買い物に来るという
展開を計画することにした。

第 1 回では全体の活動内容や準備について説明
し、各役割分担等を決定した。具体的にはごっこ
遊びとして「お店屋さんごっこ」を提案しながら店の
内容については学生の意見を募った。4 店舗の出店
としてそれぞれの時間配分の中で分担をしながら 4
店舗を順番に受け持った。

第 2 回から第 4 回ではブースの看板製作や飾り
つけのほかお店の商品のサンプルや下準備の時間と
して実施した。各店舗は学生の意見から ①アイス
屋 ②お花屋 ③パン屋 ④果物屋に決定された。そ
のうち筆者の授業部分では主に ①アイス屋と ②お
花屋の準備、製作に携わった。

第 2 回ではブースの入り口に飾る看板の製作を
行った。様々な紙の特性を理解するためにこの時間
ではお花紙を取り上げてその特徴を活かし保育の
活動としても楽しむことができるように準備した。

お花紙は計12色用意して色の組み合わせを考え、
楽しむことができるようにした。また紙のちぎり方
を様々にちぎるようにし、その感触やちぎりやすさ
を感じてもらった。

ロール紙に洗濯糊を薄めたものを塗布し、上か
らちぎったお花紙を散らしていった。製作しなが
ら自然と学生は色のバランスや色と色との重なりに
よってできる色を感じながら、画面を製作していっ
た。また並行して半紙にもちぎったお花紙を散らし
ておき、虹色の紙を製作した。

大きな画面に複数の学生が協同して製作を行っ
た為、普段の製作とは違う体験になったと思われる。
最後に色画用紙でタイトルを切り抜き、貼りつけて
仕上げた。

第 3 回と4 回では主にお店で売る商品を準備し
た。第 3 回ではアイスの土台となる部分やコーンの
部分をあらかじめ製作した。第 4 回では虹色チュー
リップ、ムーンフラワー、あじさいの３つの花の一
部を製作した。虹色チューリップは第 1 回で製作し
た虹色の半紙を用いてつくり、ムーンフラワーはア
ルミカップを使用した。いずれもはさみを用いず、
接着材のみで製作できる。短時間で体験ができる
ように材料・用具を吟味し工夫した。

写真 4　洗濯糊を刷毛で塗り、お花紙を散らす
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その他にもお店屋さんごっこで使用する財布や店
頭にディスプレイするためのメニューやタグなど細々
したものも製作した。

当日のイベントブースは親子 75 組を限定とし、
令和 5 年 11 月18 日（土）13：30 分 ~16 時 00 分
の間行われた。また、およそ 20 分での入れ替え制
であった。

3. つくって遊ぶ環境の構成　
限られた条件の中で可能な限りつくって遊ぶこと

を楽しむことができるように環境の構成に気を配っ
た。学生と教員で工夫しながら検討した。

例えば入口と出口の動線、入口から入ってすぐに
見える商店街、親子が向き合う席の配置等が挙げら
れる。また親子のほかに兄弟、姉妹で訪れる参加
者も多く、待っている場所に絵本コーナーを設置し
た。

子どもたちは入口付近でつくりたいものを選び、
製作を終えると呼び鈴を鳴らし、保護者は財布を
もって店を訪れる。そこから親子の買い物のやり取
りが始まる。最初は学生とともにつくることを戸惑っ
ている様子だった子どもたちも出来上がったものを
満足そうに手渡していた。

出口付近には後日自宅でもお店屋さんごっこの続
きを楽しむために学生が自作したお店の様々な商品
のつくり方を書いたプリントを置いた。お店の商品
はほとんどが子ども達の身近にあるもので製作でき
るようにし、親子の遊びが続けられるように配慮し
た。

おわりに
ごっこ遊びは本来子どもの身近な生活の中から主

体的に取り組まれるものであろう。その点では今回
の実践はある種の制約の中で限定的な取り組みで
はあった。しかし学生が未就学児と交流することに
よって、また親子の触れ合いを感じ取ることによっ
て保育の広がりを想像することができたのではない
かと感じている。

例えば振り返りレポートの中で次のようなコメント
が書かれていた。

　
　「どの子もみんな一生懸命に作ったものを嬉しそうにお母

さんやお父さんに見せてすごいね、頑張ったねと言われ

ると照れくさそうにしていてかわいらしいなと思いました。

保護者も一緒に参加できるところも良いと思いました。」

（原文ママ）

　
また授業の振り返りの意見交換の中では子ども

との関わり方や子どもの発達や個性の違いについて
実感し、意識するようになったという感想が聞かれ
た。ある程度製作するものが決まっていたにもかか
わらず子どもの表現についても想像以上に自由な製
作が行われたことにも驚いた様子であった。

環境構成については後日授業の振り返りとともに
講義を行い、その理解に努めた。環境構成を体感し、
学生自身も考えて行動したことにより机上の講義よ
りもその意味や意義を把握しやすかったのではない
かと感じた。

全体としては子どものイメージを深めるためにつ
くることとごっこ遊びがつながることによって相互に
良い相乗効果が生まれた。当初、子どもたちは保
護者から離れることを躊躇する様子が見られたが、
自分でつくったものでのごっこ遊びによってものに意
味や価値が生まれ、つくり出す喜びを感じている様
子であった。

イメージの深まりは想像力や創造力を育むことに
つながっている。現代における幼児の造形表現にお
いていかにイメージを高めるかということは重要な
課題である。今後もイメージを深めることができる
造形表現の活動について模索していきたい。

写真 8　保護者向けの解説パネル
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賛助会員レポート
2022

1. はじめに
造形活動において、素材の1 つとして端材が使用

される例は多い。そこで、全美協の賛助会員でもあ
る大和屋株式会社とコラボレーションして、「端材×
造形」について手を動かしながら考えてみる場を設
けた。

大和屋株式会社は、1824 年創業の江戸時代から
続く「木材」を扱う会社である。2024 年 2 月 29 日
には 200 周年を迎える大和屋株式会社は、創業以
来、自然素材の木にこだわり、現在は保育施設の園
舎施工や木の魅力を発信するために子ども向けに木
を扱ったワークショップなども行っている。

一方、私（佐藤）は 2020 年から大和屋株式会社
に端材をいただき、子どもたちと行うワークショップ
等で端材を活用している。造形素材として端材を扱

「端材×造形」
- 木材の魅力、端材の魅力を探求する

目白大学　佐藤牧子・野中梨帆　大和屋株式会社　服部千明・宮崎恵

当日参加した先生方

う背景には、活動の中心が東京都 23 区内であるこ
ともあり、子どもたちが自力で木材を手に入れる環
境が乏しい点があげられる。子どもたちが木材の調
達を行うには、ホームセンター等で購入する必要が
あり、購入に際しては、まず何を作るのかという目
的を決めて、計画に基づき無駄が出ないように木材
を購入するという流れになるのが常である。結果と
して、制作の目的や完成形が事前に求められる活動
にならざるを得ず、「木」という素材に触れながら、
目的が曖昧なままいろいろと試してみるといった活
動に発展しにくい現状がある。これらの現状は、子
どもに限らず教員養成校の学生や教員にも当てはま
る現状ではないかと考えている。

そこで、今回のコラボレーションでは、大和屋株
式会社工事部の服部千明氏とともに、改めて木の魅
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力、造形素材としての端材の魅力を再確認するべく、
実験的な要素を含めたワークショップを計画した
2. イロイロ研究室（仮）

イロイロ研究室（仮）は、年齢や立場や所属など
の枠組を超えて、ともに手を動かしながら素材に向
き合い造形活動を行う中で、「人と人の新たな関係
性」や「造形活動における新たな視点」の創造を目
指すことを目的に、私（佐藤）が試験的に立ち上げ
たチームである。イロイロ研究室（仮）に所属する
メンバーは、年齢や立場や所属に関係なく、全員が
研究員としての名刺をもち、活動を行う。現在のメ
ンバー構成は、幼児、小学生、大学生、幼稚園教
諭、小学校教諭、中学校教諭、大学教員（研究者）
である。本ワークショップが、イロイロ研究室（仮）
の初回の活動となるが、今後もメンバーを募りつつ、
チームとしての可能性を模索する予定である。

3. ワークショップの概要
1) 目的

①造形活動の視点
造形素材としての木の魅力、端材の魅力を探る。
②産学連携の視点
全美協の賛助会員である大和屋株式会社との今後
の連携や協働について考える糸口を得る。

2）日時：2023 年 12 月 27 日（水）10:00 〜 13:00

3）場所：大和屋 ( 株 ) 問屋町事務所・物流センター

埼玉県熊谷市問屋町 4-1-7

4）参加者（16 名）の構成

5) 当日の流れ

 ・参加者自己紹介（名刺交換）［10 分間］
 ・ワークショップの趣旨説明［5 分間］
 ・大和屋株式会社について［5 分間］
 ・実験［30 分間］

写真 1 イロイロ研究室の名刺

 ・造形活動［90 分間］
 ・研究会（意見交換会）［30 分間］
 ・おわりの挨拶・記念撮影［10 分間］
 
4. 当日の様子
1) 参加者自己紹介（名刺交換）

イロイロ研究室（仮）の研究員として、一人一人

が大和屋（株）工事部の服部千明氏と建材部の宮
崎恵氏と名刺交換を行った。

2）大和屋株式会社について

大和屋（株）の服部氏より、2024 年 2 月 29 日
に 200 周年を迎える江戸時代から続く会社であるこ
と、かつては、所有している秩父の山で伐採した木
を筏（いかだ）にして、荒川の水路を使い熊谷まで
運び、柱などに製材していたことなどが説明された。
現在は、北欧（スウエーデン、フィンランドなど）か
ら木材を仕入れているということで、住宅で使用さ
れている木材も紹介された。合わせて、最近は本物
の木に触れ合う機会が少なくなっているので、本ワー
クショップを通して、みんなで木に触れながら木に
ついて勉強できる場にしたいという話があった。

3）実験

加工場に移動して、大和屋（株）の服部氏と宮崎
氏より木材の説明と端材の実験が行われた。

■フローリング材の加工の違いについて

はじめに、大和屋で扱っている４種類のフローリ
ングの端材を触り、違いを感じるところから始まっ

内　訳 備　考
大和屋株式会社社員

（2　名）
工事部、建材部（各1）

保育園児（1名） 港区の保育園年長児
小学生（6名） 
2年 (1)、 3年 (2)、 5
年 (3)、 6年 (1)

港区、千代田区、 足
立区の小学生

大学生（1名） 新宿区の保育者 養 成
校の大学 3年生

幼稚園教諭（1名） 練馬区の教諭
小学校教諭（1名） 埼玉県深谷市の教諭
大学教員（4名） 聖徳大学、 目白大学

（各 2）
図 1  　ワークショップ参加者の構成
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た。本物の木でできた一枚板のモノもあれば、一見
すると木に見えるが実は木以外の素材に木の模様が
プリントされたシールが貼られているモノ、安価なベ
ニヤ板に 3 ミリくらいにスライスされた質のいい木か
貼り合わせられているモノなどがあることを知った。
それらは断面を見ると一目瞭然で、本物の木には年
輪が刻まれていることも確認できた。木の種類や堆
積によって価格が決まるため、このような加工が行
われることもわかった。

■実験①木の種類別：加工のしやすさ

次に、杉、メープル（楓の木）、オークの３種類の
木を触り比べてみると、色や触り心地や重さの違い
を感じることができた。重さの違いは、木に含まれ
る空気の量が関係しており、軽い木は空気が多く含
まれる針葉樹（杉）で、空気が少なく密度の高い広
葉樹（メープル、オーク）は重いことを知った。そこ
で小学２年生が代表して、それらの木に釘を打ち比
べる実験を行うと、空気の含有率の高い針葉樹（杉）
には簡単に釘が入っていくのに対し、空気量の少な
い広葉樹（メープル）には針葉樹（杉）の時よりも強
い力が必要となり、広葉樹（オーク）はさらに硬く
なかなか釘が入っていかないという結果になったこと
から、［空気の含有量が多い＝軽い＝柔らかい＝加
工しやすい］、［空気の含有量が少ない＝重い＝硬い
＝加工しにくい］ということがわかった。

■実験 ②木の種類別：傷のつきやすさ

続いて、みんなで３種類の木を金槌で打ち付けて
凹み傷を付ける実験を行ってみると、釘の時と同様
に、［空気の含有量が多い＝軽い＝柔らかい＝加工
しやすい＝傷つきやすい］、［空気の含有量が少ない
＝重い＝硬い＝加工しにくい＝傷つきにくい］という
ことを誰しもが体感することとなった。あまりに硬く
て凹み傷ができない広葉樹（オーク）に躍起になっ
て、力の限りに何度も金槌を振り下ろす子たちも現れ、
加工場に大きな音が鳴り響いていたが、その音の大
きさとは裏腹にほとんど傷がつかない木を見て、改
めて木の硬さに圧倒される一幕もあった。

そして、軽くて柔らかい木（杉、レッドパインなど）
は傷つきやすいが踏み心地はいいこと、硬くて丈夫

な木（オークなど）は 1日立っていると疲れやすいこ
とも教えていただいた。
■実験 ③ 木の種類別：水に浮かびやすさ

次に、杉とオークの端材を水に浮かべる実験を
行った。この実験においても、空気の含有量が水に
沈む量、水に沈ませてから浮き上がるまでの時間に
直結していることがわかった。水に浮かぶ端材を沈
めようとしてみても、杉はすぐに浮き上がることを見
て、改めて木に含まれる空気の存在を感じることが
できた。さらに、同じ木であっても場所によって特性
が変わることも教えていただいた。
4）造形活動

端材を物色するところから、活動は開始した。端
材を 360 度方向から眺めたりする中でイメージを紡
ぐ人もいれば、作るものに合わせて端材を探す人もい
た。また、面白い形の端材を見つけて周囲の人と面
白さやイメージを共有する人もいれば、自分だけのイ
メージの世界に入り込む人もいたり、人がやっている
ことを見て、そこからイメージを膨らませる人もいた
りと、素材へのアプローチは個々に異なっていた。

5）研究会（意見交換会）

加工場からミーティングルームに戻り、端材のこと
や木工作、図画工作のことなどについて意見交換を
行った。小学生の図画工作では、課題に合わせて木

写真 2 　大和屋

針葉樹（杉、レッドパインなど）
空気の含有量が多い＝軽い＝柔らかい
＝加工しやすい＝傷つきやすい＝水に浮きや
すい 

図 2 実験結果まとめ
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工制作キットを使用したり、自由課題では先生が用
意した木材を使用したりしているとのことだった。

保育園児からは、ノコギリや金槌を使った木工作
を行っていないとの話が出たので、なぜやらないの
か理由を聞いてみると、「危ないと思われているんだ
と思う」とのことだった。その日も実際に保育園児は、
木を切り金槌で釘を打っていたので、「自分でも保育
園児には危ないと思うのか？」と尋ねてみると、「危
ないとは思わない」とのことだった。その話を受けて、
小学生からは「舐められているんじゃない？」という
声も上がった。

参加していた幼稚園教諭の園では、ノコギリ、金
槌を使った木工作が行われているとのことで、事前
に行われている具体的な指導内容が共有された。

　小学校教諭からは、子どもたちが端材の山から
使うモノを探している様子がとても楽しそうに見えた
とのことだった。普段学校で使う木工キットは、み
んな同じ形のモノが配られるが、今日の材料は木の
種類や形など、いろいろな特徴のあるものだったの

写真 3 木材の説明をする大和屋の服部氏と説明を聞く児童と小学校教諭 写真 4 金槌を使い実験をする幼児・児童・大学教員

写真 5 実験の説明をする大和屋の宮崎氏と参加者 写真 6 端材の浮力を確かめる参加者

写真 7 　端材を物色する参加者

写真 8   切断箇所に印を付ける小学 2 年生。最終的にマクドナ
ルドの店舗が出来上がる。
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写真 9　端材の凹凸がはまった結果、アイスクリームのような
形ができたことから、アイスの屋さんの看板を作ることにした
幼児と相談にのる幼稚園教諭

写真 10 　実験を受けて、水に浮かぶ端材を検討し「冷凍みか
んをお風呂で食べるセット」を作る小学 6 年生とそれを手伝う
服部氏

写真 11　直角にカットされた端材をノコギリで同じ長さに切断
して、フローリング端材の四隅にセットしてボンドで接着する
小学生 5 年生

写真 12 　ボンドでの接着がうまくいかず（写真 11）、釘を打つ
小学 5 年生。

写真 13 試行錯誤（写真 11・12）を経て、覗くとガリバーの気
分が味わえる装置ができあがる。

写真 14 船の構造について話をする大学生と教員

写真 15 パチンコ台の構造について話し合う小学 3 年生と大成
先生

写真 16 様々な端材の形状を利用して「たち入りきんし」の看
板を作った小学 5 年生
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で、選ぶ楽しさに加えて、探しながら選びながら、
アイディアを思いついていた人もいたように思うとの
ことだった。

保育者養成校の大学生からは、今日の活動を経
て、大学の授業で見た保育の記録映像の中で、子ど
もが木を使って水に浮かんで動く船を作ろうとしてい
たことを思い出したとのことだった。映像の中では、
船がうまく出来ていなかったが、木の種類を水に浮
かびやすい杉材などに変えることで、実現できるの
ではないかと思ったとのことだった。今日の実験を
経て、これまではうまくいかなければ別の素材（牛
乳パック、ペットボトルなど）を試そうとしていたか
もしれないが、今後は木の種類を変えるという手立
てが考えられるようになったと思うとのことだった。
その話を受けて、お風呂で冷凍みかんを食べるセッ
トを作った小学生からは、「僕もでっかい船作った
よ！」という声が上がった。また、保育者になった暁
には、子どもがやりたいこと（例えば木で船を作りた
いなら木で実現する）を叶えられるような保育者に
なりたいとの話が共有された。

聖徳大学で助手をしている能登谷さんからは、学
生が行う木工作の授業の様子を見ていて、モノの使
い方、どこにどのように力を加えたらよいかなどを
理解（経験）しないまま大学生になっている学生が
一定数いると感じているという話が上がった。今日
の子どもたちの活動の様子を見ていると、モノをど
う使ったらよいかを頭で理解した上で活動しており、
改めて、何をどう使ったら何ができるのかがわかって
いるというのは重要だと思ったとのことだった。

目白大学で助手をしている野中からは、自分自身
はあまりアイディアが出るタイプではないが、今日は

実験からインスピレーションを受けて、船を作って
みたいなという気持ちになったので、知識を得るこ
とは造形表現・活動の幅を広げることにもつながる
と実感したとの話があった。

聖徳大学の大成先生（全美協会長）からは、端
材が綺麗であることと溝があることが今回の端材の
面白さとして挙げられた。今回使用した端材はとて
も綺麗だったので、出来上がったモノも綺麗なモノ
になっており、改めて綺麗な端材を使うと楽しい活
動になるという話が出た。また、溝があることの魅
力として、適度にはまりそうだったりはまらなさそう
だったりするところが面白く、そういったことに触発
されて色々考えるきっかけができているのではない
かとのことだった。

大和屋（株）工事部の服部氏からは、1 つの方法
でうまくいかなかったら、別の方法を見つけ出してく
ることがすごいと感じたとのことだった。以前に行っ
た幼児向けのワークショップでは、普段先生がみん
なに同じモノを提供していることから、子どもはそれ
と同じものでないと作れないと思い込んでいて、そ
れに似たモノを探したり代用したりするという考えに
至らない事例があったとのことだった。自由（柔軟な）
な発想ができることが、今回のワークショップでは
すごいと思ったとのことだった。

大和屋（株）宮崎氏からは、まずは今回「木」に
興味を持ってもらえたことがとても嬉しかったとのこ
とだった。そして、子どもにはいい意味で制限がな
いため、ハンマーで木を叩いてみる実験においても、
大人であれば遠慮がちに叩いてしまうところを、子ど
もたちは思いっきり叩いてみることができるので、そ
の結果をみんなで共有できたことは大きかったとの
ことだった。

6）おわりの挨拶・記念撮影

最後に大和屋（株）から、スウエーデンの伝統的
な置物で「幸せを運んでくれる馬」と言われている
ダーラナホースとトートバックをプレゼントしていた
だき、ワークショップは無事に終了しました。

5. ワークショップを終えて
1) 大和屋株式会社（工事部）服部 千明

写真 17 小学校の実態について話をする小学 5 年生
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　　　　　　　　（建材部）宮崎 恵

今回は、私たちも初めて「実験」というものを取
り入れたため、こども達が興味を持ってくれるか、ど
ういう反応をするのか、不安もあったが、カナヅチ
を力いっぱい振り下ろしたり、水に浮かべた木の沈
み具合を観察したり、違いに気づいた時のこども達
のキラキラした目が、印象に残っている。

今後のワークショップでも、「木」という一つのカ
テゴリーでくくってしまうのではなく、樹種によって
違いがあり、それぞれに良さがあるということを伝え
ていける活動をしていきたいと考えている。

2) 目白大学　野中 梨帆

私は今年度から目白大学の学科助手として勤務し
始めたが、昨年度までの 7 年間、認定こども園にて
保育者として勤務していた。学生時代は美術系のゼ
ミに所属しており、作ることは好きだったが、俗に
言う「センス」が求められる製作は苦手意識が強かっ
た。保育現場では、子どもが作ることに対して苦手
意識を持たず、表現の楽しさを感じてほしいと常に
考えていた。

今回、ワークショップでは木工活動を行ったが、
自身が保育者をしていた頃、保育に木工活動を取り
入れたことは無かった。では、何故自分は保育現場
で木工活動を取り入れられなかったのだろうか。

私自身が保育者だった頃、好きな遊びの時間に子
どもから「木と釘で看板を作りたい。」と言われたこ
とがあるが、代替案を提案し、別の素材で行うよう
促した。なぜなら、1 人担任だった自分がそこに付
きっきりになることは難しく、子どもがケガをするこ
とが容易に予想できた為、そのような対応となった。
しかし、現場を離れた今振り返ると、【ケガに対す

る行き過ぎた配慮】が子どもの経験の機会を奪って
いたのではないかと感じることもある。経験不足の
子どもは、危険の予測をすることが難しく、大きな
ケガにつながりやすい。ケガをさせたくないあまり、
経験の機会を奪うと、更に経験不足の子どもを増や
すことになるのではないだろうか。

図 3 は、保育における経験不足に陥る悪循環の
図である。先のエピソードを例に図を見ると、まず
は子どもたちの主体的な【思い】や、保育者の経験
してほしいという【思い】がある。それに対し保育
者は、子ども、保護者、保育者自身の現状や、園の
方針や環境などの【実態】を考えるだろう。そして
次に、取り組む子どもの経験値や、周りの子どもの
状況、クラスの様子、ケガの心配や保育者の人数配
置、園内の足並み揃え等の【懸念】が生まれる。代
替案を提案するなどの打開策がある場合もあるが、
それが見つけられなかった時は、望んでいた活動を
諦め【回避】せざるを得ない。【経験する機会を失
うこと】は子どもたちをさらに経験不足にさせるとい

写真 18 端材の魅力について話をする大成先生

写真 19 参加者全員で記念撮影

図 3 経験不足に陥る悪循環の図
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う悪循環を繰り返していると考えられる。又、これ
は保育者にも当てはまり、子どもへの【思い】はあり
ながらも、【実態】や【懸念】に阻まれ、【回避】の
経験を繰り返すことで、保育に対する熱意や意欲の
低下につながるのではないだろうか。又、同時に保
育者自身の経験不足も招いていると考えられる。ケ
ガに対する予防策は、子どもの安全を保障する上で
保育者が必ず考えるべき事柄だと思うが、少しずつ
でも経験したことのある子を増やしていくことで、活
動の幅が広がるのではないかと今回のワークショッ
プを機に考えさせられた。

自分自身が保育者の頃、一人でクラス運営を行っ
ていた時には気付くことができなかったが、振り返っ
てみると、『自分のキャパシティ』＝『自分の保育の
キャパシティ』であると考えた。そしてそれが、子ど
もの経験に影響を与えてしまっていたのではないだ
ろうか。一方で自身の知識や技術等のキャパシティ
を広げようと思うと、多くの時間と費用がかかり、日々
疲労困憊だった自分には現実的に不可能だったので
はないかとも思う。しかし、一度現場を離れ、俯瞰
で見てみると、保育者のみで賄おうとするのには限
界がある。そこで今回のワークショップのように、大
和屋さんのような木の専門家に相談したり、木工が
趣味の地域の人材を活かしたりと、周りを頼ってみ
たらできたこともあったかもしれないと考えた。今回
のワークショップを終えて、私自身が保育者時代に
歯がゆいと感じていた葛藤に気付き、もしかしたら【回
避】せずとも子どもや保育者の【思い】を叶えられ
るかもしれない、といくつかの術を考える良い機会
となった。

3) 目白大学　佐藤 牧子

日頃、私が行っている子どもの造形ワークショッ
プにおいては、子どもたちが多様な素材と関わるこ
とができるように、端材だけでなく、スポンジやスト
ロー、ビーズや布、針金や紙粘土など、多種多様な
素材を取り揃えるように心がけている。しかし、今
回のワークショップでは、端材（木）の魅力を探る
ことが目的だったため、端材以外の素材を持ち込む
ことはしなかった。常に多様な素材に囲まれて造形
活動を行っていることもあり、どこか心もとない気分
を抱えたまま、ワークショップは始まった。

ところが、木の実験が始まるとすぐにその思いは
どこかに行ってしまった。これまで「木」という1 つ
のくくりで見ていた「端材」の山には、色・形・重さ・
香り・手触り・浮力・強度など、実に多種多様な「木」
が存在していることに気付かされた。注目をすれば
するほど、その違いは大きく見えてくるから不思議で
ある。

今回のワークショップを経て、私はこれまで使っ
てきた「多様な素材」の概念を修正することにした。
これまでは、材質の違い（例えば木とプラスティック）
という単位で素材を区分していたが、樹種という視
点を持つと、樹種の違いを超えて端材を１つの「木」
として扱うことは難しい。今回のワークショップは、
素材と関わる視点をさらに分化する有意義な時間と
なったと言える。

6. 今後について
通常、ワークショップには主宰者がいて、参加す

る人がいるという構図だが、その構図は主宰者が参
加者に何かを保障するという構図でもある。しかし
今回は、イロイロ研究室（仮）というチームで動き、
大和屋さんの理解にも助けられた結果、活動全体
が実験的だったように思う。全美協の賛助会員でも
ある大和屋株式会社との今後の連携、協働につい
て探ることも今回の目的の1 つであったが、もしかし
たら、今回のような形で常に実験的なスタンスでつ
ながることができたら、新たな創造につながるので
はないかと感じられた。

今後も、大いなる遊び心と実験心をもって、産学
連携の活動ができればと考えている。

写真 20 多様な様相を見せる端材の山
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「楽がき」で海の生き物と遊ぶ―キットパス in 水族館

中国短期大学　鳥越亜矢

【写真１】　キットパスを使って「アザラシプール」前で描いているとアザラシが寄って来た

１．概要
「描くこと」で水族館という生き物がいる環境にかか

わるとどんなことが起きるのか、それを楽しむイベン
トを企画した。これは岡山県初の企画であり、本稿は
その報告である。また、この活動は公益財団法人福武
教育文化振興財団の「2023 年度　教育文化活動助成」
採択プログラム「画材と環境を軸にした地域貢献と創造的
教育活動の創出と普及」の一環で実施したものである。

2020 年に全美協賛助会員として日本理化学工業株式会
社が加盟して以来、筆者は岡山県で保育者を対象にして、

キットパス
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することで海の生き物と遊び、生き物と絵画表現の
コラボレーションを楽しむ。また、その活動でどん
なことが起きるのかを知る。

２）水族館との打ち合わせを経た内容と方法の決

定

２度の打ち合わせや下見を行って水族館側の意向
を伺い、可能なことと不可能なことを整理し、実施
方法、活動内容や場所を確定した（表 1）。

水族館側の意向は以下の通りであった。
Ａイベントに参加しない通常来館者に配慮するこ

と。
Ｂ建物内の水槽に直接描かないこと。
Ｃ館内にはキットパスを持ち込まないこと。
筆者らが一番やりたかったのは館内の水槽に直接

描くことだったが、残念ながらそれは意向ＡＢを理
由に断られた。そこで建物内の水槽に OPP フィルム
を貼って描くことを提案したが、それも意向Ａに反す
るため、却下された。意向Ｃの理由は、参加者が館
内のどこに描いてしまうかを館として把握しかねるた
めであった。しかし館長から次の提案を受けた。「親
子ふれあい広場」の机に小さな水槽を設置してそれ
に描くことは可能であること。「アザラシプール」の
前に適度な距離を取って透明な衝立を置き、それに
描くこと。そして小さな水槽に入れる生き物として、「ふ
れあいタイドプール」にいるヒトデやナマコのほか、
タコや小さな真鯛、クラゲなどが候補として挙げら
れた。そこで、キットパスを使うのは屋外エリアの「親
子ふれあい広場」と「アザラシプール」に限定するこ
とにした。そしてあらかじめ「親子ふれあい広場」で
透明下敷きに描画し、それを館内に持ち込んで水槽

キットパスを使った教材研究型の研修を行ってい
る。研修参加者は紙だけではなく、窓ガラスなどの
環境に直接描けること、そして描いたものが水拭き
すると消えることに驚き、絵画表現の概念が揺さぶ
られる体験をしている。それは筆者が勤務している
短期大学附属のたねのくにこども園においても同様
であった。

2022 年２月19 日に実施した全美協造形 教育
フォーラムにおいて、同園ではキットパスを使った教
材研究型の対面ワークショップを行った。その時、
金魚を飼育している水槽に、ある保育教諭が絵を描
いていると「金魚が寄ってくるという現象」１）が起
きた。筆者はそのことがとても印象に残り、水族館
でキットパスを使った「楽がき」ができないかと考え
るようになった。そして、岡山県内にある渋川マリ
ン水族館（玉野市立玉野海洋博物館）に企画書を
もって打診したところ、快諾を得られた。そこで、筆
者を含む学科教員３名で「中国短期大学保育学科　
チームキットパス」を発足し、「キットパス in 渋川マ
リン水族館〜「楽がき」で、海の生き物と遊ぼう！〜」
というタイトルのイベントを計画し実施することにし
た。

渋川マリン水族館は瀬戸内海国立公園内にあり、
昭和 28 年に開館して以来、岡山県民に親しまれて
いる水族館である。大小 34 個の水槽に瀬戸内海
の種を中心とした日本各地の海洋生物約 180 種、
2000 点を飼育展示している。同館には、大小さま
ざまな水槽に海洋生物が展示されている建物を挟
み、北と南に２箇所の屋外エリアがある。南側の屋
外エリアには、机と椅子が設置された「親子ふれあ
い広場」というスペースや、ヒトデやナマコのいる「ふ
れあいタイドプール」、そしてウミガメのいる大きな「カ
メ池」がある。北側の屋外エリアには、「キタオット
セイプール」や、ゴマフアザラシが泳ぐ大きな「アザ
ラシプール」がある。２）

２．実施目的および方法
１）実施目的
水族館という環境でキットパスを使って「楽がき」

表 1　活動内容と活動場所
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にかざし、絵と生きものとのコラボレーションが楽し
めるようにした。

「落書き」禁止の環境に描く非日常感と、透明な
ものに描いて消すことのできる画材としての特徴を味
わってもらうため、透明下敷きや小さな水槽に描いた
ものはすべて参加者に消してもらうように考えた。そ
の一方で成果物を持ち帰ることのできる活動もある
とよいと考え、活動内容に「手のひら My 水族館」
づくりを加えることにした（写真２）。これは、キット
パスで透明シールに描いておき、それを貼り付けた
プラスチックカップを二重にして、内側のカップを回
すとくるくると絵が動き、自分だけの手のひらサイズ
の水族館が出来上がるというものである。

写真２　「手のひら My 水族館」

２度目の下見の際には透明アクリル板をはめ込ん
だ衝立を持参し、「アザラシプール」の前に設置して
シミュレーションを行った。その際、ウミガメを描い
ていると何度もアザラシが寄ってきた。明らかにアザ
ラシがこちらを見ている様子がうかがえた。写真１は
その時のものである。

イベント参加者としては幼児から小学生くらいの子
どもを連れた家族連れを想定した。そのため、活動
の在り方に高い自由度を持たせることにした。計画し
た 4 つの活動のうち、参加者はどれをしてもよく、行
う順番も参加者の自由意思に任せる。企画内容の説
明後に、参加者にやりたい内容を聞き、参加者の移
動にはボランティア学生が帯同することにした。

なお、日本理化学工業株式会社には会場で配布
するキットパスのリーフレットをご協力いただいた。

３）活動や参加者の感想などの記録方法

活動の記録方法としては次のようにした。１つはス
マートフォンを使った動画や写真の撮影と、それらを
オンライン掲示板アプリ Padlet（以下、Padlet）へ投
稿することである。もう1 つは、参加者へのヒアリン
グである。これらは事前にスタッフとして募集したボ
ランティア学生 18 名に練習をさせた。

４）参加者に対する手続きとヒアリング内容

研究の一環として動画や写真の撮影を行うこと、

それらを Padlet へ投稿すること、参加者へのヒアリ
ングを行うこと、これらの内容を研究成果として公開
することについて了承を求める同意書を作成し、イベ
ント当日の受付で、同意を求めることにした。なお、
同意しない場合でもイベントに参加できるようにし
た。

ヒアリングシートには、来館者情報と、活動に関
する項目を設けた。

　来館者情報としては、大人と子どもの人数、ど
こから来たか、このイベントを知ったきっかけ、グルー

写真２ 「手のひら My 水族館」

図 1　絵を描くのは好き？嫌い？得意？苦手？
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プでの来館の場合は家族、友人などの関係性を尋ね
る項目を設けた。なお、子どものみ年齢の項目を設
けた。

活動に関する項目としては、「絵を描くのは好き？
嫌い？得意？苦手？」という描画に対する意識の項
目や、キットパスを知っているかどうか、どの活動を
したのか、どんなものを描いたのか、描いた絵を使っ
た生き物とのかかわりの感想、描画素材・環境に対
する意識として、紙ではない透明なものや、普通は
描かないものに描いた感想、画材の使用感や特徴に
対する感想、キットパスを使ってみたい場所について
尋ねる項目を設けた。

３．結果
１）参加の概要

実施日時：2023 年 9 月 30 日（土）
午前の部／10：00 〜12：00　12グループ 37 名

参加
後の部／ 13：30 〜 15：00　12 グループ 33 名

参加
会場・共催：渋川マリン水族館（岡山県玉野市）
主催：中国短期大学保育学科チームキットパス
協力：日本理化学工業株式会社
受付の結果、大人 33 人、子ども 37人の合計 70

人が参加した。しかし、ヒアリンクなしで帰る参加者
が 1グループいたため、回収したヒアリングシートの
合計は 23 枚である。ここでは 23 グループ分のヒア
リングの結果を示す。回収できたヒアリングシートで
は、大人 31 人、子ども 36 人となった。参加した子
どもは３歳が 15 人と一番多く、続いて２歳５人、１
歳４人、６歳２人、０歳・７歳・８歳・９歳が１人ず
つであった。

来場者がどこから来たかという内訳は次のとおり
である。岡山県内では岡山市内が 12 グループ、玉
野市と倉敷市がともに 4 グループであった。そのほ
かは香川県の高松市、広島県の福山市、京都府から
がそれぞれ 1グループずつであった。

来場者がこのイベントを知ったきっかけは次のと
おりである。「今日来館して」が 13 グループ、「知人

や友人からの紹介」が 6 グループ、当方で作成した
チラシが 2グループ、新聞に掲載されて知ったのが 2
グループであった。

参加者のグループの種別については、家族が 17
グループ、親戚が 2グループ、友人が 6グループであっ
た。

描画に対する参加者の意識は図1のとおりである。
キットパスを知っているかどうかという項目の結果

は、「知らないが」18 グループ、「知っている」が 5
グループであった。知っている理由を複数回答可とし
て尋ねた結果、持っている：1 人、使ったことがある：
1 人、SNS で知った：1 人、人から聞いた：2 人、24
時間テレビ３）で知った：1 人であった。

２）活動の様子

①親子ふれあい広場での水槽への「楽がき体験」
の参加グループ数は 14。②透明下敷きに描いた絵を
館内の水槽にかざして楽しむ体験の参加グループ数
は 18。③アザラシプール前での描画体験の参加グ
ループ数は 11。④「手のひら My 水族館」づくりを
体験したグループ数は 12 であり、どのグループも複
数の活動を体験していた。

①親子ふれあい広場での水槽への「楽がき体験」
の活動では絵を描くというよりは塗りつぶす子どもが

【写真５】ガラス越しに相手を見ながら描く
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写真３　塗りつぶされた水槽

写真４　水拭きしたらヒトデが出てきてこんにちは

写真６　絵をかざすベストポジションを探る子ども

写真５　カニのおうち 写真７　足が砂に埋まって絶体絶命のピンチ
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多かった（写真３）。また、塗りつぶしたところを拭く
と、ヒトデが現れ、「こんにちは〜。」と親子で会話
する姿が見られた（写真４）。また、水槽内でじっと
しているカニを見て、赤い三角屋根の「カニのおうち」
を描く子どもがいた（写真５）。

②透明下敷きに描いた絵を館内の水槽にかざして
楽しむ体験では、自分で描いた生き物を水槽に出現
させるベストポジションを探る様子が見られた（写真
６）。

また、その水槽にはいない海の生き物と人の姿を
水槽にかざすことで出現する新たな世界を楽しむ様
子が見られた（写真７）。

③アザラシプール前での描画体験では、子どもが
塗りたくった面の反対側から、親が仲間のアザラシ
を線描すると、本物のアザラシが寄ってきた（写真
８）。また、描いている人をアザラシの方が見ている
瞬間もあった（写真９）。ここは唯一、大きな画面に
生き物を見ながら描ける屋外の場所だったので、み
んなとても解放感にあふれた様子で楽しんでいた（写
真 10）。

なお、アザラシプールの前に置いていた透明な
衝立に貼っていた OPP フィルムをはがして空にかざ
すと、空に絵が描けたと喜ぶ様子が見られた（写真
11）。

④「手のひら My 水族館」づくりでは透明シール
に描いてそれを透明カップに貼ったり、直接カップに
描いたりする子どもがいた。カップを二重にして内側
や外側のカップを回し、それぞれに自分だけの水族
館を作って楽しむことを喜んでいた（写真 12、13）。
直接カップに描いた子どもの母親は、自分の子ども
が水族館でこんなふうに生きものと遊べる体験をし
たことで、「家ではおえかきをしないけどたくさんかい

写真９　アザラシが水中から見ている

写真８　アザラシにアザラシ

写真 10　アザラシプールの前で一緒に描いて楽しむ親子
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写真 11　今度は空に絵がかけた

写真 12　「手のひら My 水族館」づくりを楽しむ様子

てくれて良かった。」と感想を述べた。また、アザラ
シプールの前で透明衝立に貼った OPP フィルムに描
いて楽しみ、さらにその OPP フィルムを空にかざし
て楽しんだ 6 歳の子どもは、この活動では大好きな
ポケモンを透明カップに描いた。そしてクルクルと透
明カップを回してみせ、ポケモンが雲を切り裂いて空
を進むようにした。この子どもは、もはや「手のひら
My 水族館」ではなく「手のひら My Sky」を作った
のである（写真 14）。そして回しながら、家に帰って
ジュースを入れて飲みたいと、嬉しそうにしていた。

３）ヒアリングシートに記録された感想の紹介

（　）内の数字は記述があったシートの枚数を示
す。

水族館で「楽がき」をして生きものと遊べる体験
では、「初めての体験」（９）、「面白い」（６）、「また
やりたい」（５）、「楽しい」（２）、のほかに、「一緒に
泳いでいるみたい」「きれいだった」「（水族館に）い
つもくるけどいつもとちがう非日常感」などの感想を
得た。

描画素材・環境に対する意識がうかがえる感想は
次のとおりである。

紙ではない透明なものや、普通は描かないものに
描いた感想を尋ねた結果、「楽しかった」（11）が一
番多く、そのほかには「水そうにかけるのが楽しかっ
た」「お魚がいっぱいかけた」「つるつるしてた。き
れいだった。」「いいと思う」「水で落とせるクレヨン
と変わりない感じ」という感想を得た。

画材の使用感や特徴に対する感想としては、描き
やすさに関する内容（８）や、柔らかさや筆圧がなく
てもかける点に言及した内容（３）のほか、「よかった」

「いいと思う」「普通のクレヨンと変わりなく、使いや
すかったです。」というものがあった。キットパスが
水で消えることについて尋ねたところ、「すごい・びっ
くり」（４）、「良い」（２）のほか、「ありがたい（らく
がきが多いから）」「便利」「水彩のようにさまざまな
使い道があるのがいい。」「キレイに消えて楽しい。（子
どもが）「一緒にケシケシ（キュッキュッ）しようね」
と言っていた。」という感想が得られた。

キットパスを使ってみたい場所について尋ねた結
果では、お風呂（５）、窓・ガラス（４）があった。
そのほかには爪・顔などの体（２）やテーブル（２）
紙コップ（１）、やってみたいこととして、手形スタン
プ（２）、お手紙（１）という回答があった。

４．考察
ガラスやアクリル、プラスチックなど、紙外の素材、

特に透明な素材（場所）に描けるうえ、水拭きで消
えたり、水を加えると水彩絵の具のように使えたりす
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るというキットパスの特徴を生かした活動では、強い
非日常感を伴うことが、イベント参加者の様子やヒ
アリングで得られた感想から明らかになった。特に
今回は水族館という透明な水槽の中に生き物がいる
環境である。普通であれば描いてはいけない場所に
描く活動で、しかも描く行為で生き物と遊ぶ活動は、
参加者にとって初めての体験である。キットパスとい
う素材と水族館という環境のもたらす相乗効果によ
り、参加者が感じた非日常感はとても強いものであっ
たことが推察される。

ここで描画活動に着目して考察した結果を述べる。
３歳以下の子どもの参加が多く、なぐりがきの段

階にいる子どもが多かった。特に親子ふれあい広場
では写真３のように水槽を色で塗りつぶす活動が多
く見られた。しかし、写真５のように、水槽の中でじっ
としているカニを見て描かれたおうちからは、生き物
に対する子どものやさしさを感じることができた。

　透明下敷きに描いた絵を水槽にかざす活動で
は、参加者は下敷きに魚などの水槽にいる仲間を描
いたり、自分を描いたり、街を描いたりして館内に持
ち込んでかざしていた。この活動では水槽にないも
の、あるいは絵にないものが重なり合うことによって、
新しい世界やストーリーが出現する面白さを体験で
きたといえる。

屋外でアザラシを見ながら大きなスペースに描く活

動では、衝立の両側から描くこともできたため、写真
８のような親子の合作にアザラシが加わる楽しさが
味わえた。また、描いた後で衝立に貼った OPP フィ
ルムを外して他の場所や物にかざすことにより、まっ
たく違う絵に生まれ変わることを体感できたといえ
る。

イベント参加のお土産も参加者に作ってもらおう
と企画した「手のひら My 水族館」では、コップを
二重にして動かす仕組みを面白がりながら、年齢に
関係なく作る様子が見られた。形あるものを描くだ
けではなく、なぐりがきが二重になって変化するさま
も美しかった。また、参加者自身がこの仕組みに創
作イメージをのせて新たな「手のひら My 〇〇」を
生み出していた。

　活動後のヒアリングでは、水槽に描いたり絵を
水槽にかざしたりすることで生き物と一緒に泳いでい
る感覚になったことや、キットパスを使って描く行為
で環境にかかわることで、いつも来ている水族館が
非日常的空間になったことを楽しんでいることが分
かった。またキットパスの特徴については、大人も子
どもも「消える」ことに驚き、凄いと感じた一方で、

写真 13　完成した「手のひら My 水族館」

写真 14　「手のひら My 水族館」から「手のひら My Sky 」へ



大人は特に「消える」ありがたさや便利さを実感して
いた。しかし、「消す」楽しさを子どもとともに味わう
良さを感じている大人もいた。

５．まとめと課題
参加者は年齢に関係なくキットパスの特徴を楽し

く理解し、描く楽しさや活動で生まれる非日常的な
状況や空間を堪能していた。

　水族館という生き物がいる環境に「描くこと」で
起きたことは、透明素材に描いた絵と生き物のいる
空間が重なることにより、一緒になって泳いでいる感
覚になったり、そこに新たなストーリーのある世界が
出現する面白さを堪能したりするなどの、静止してい
る絵と動く生き物との様々なコラボレーションであっ
た。

こうした創造的なコラボレーションのほかに、活
動中には親子や他者との様々なコミュニケーション
が起きていた。それは笑顔やまなざし、共同注視と
いった非言語コミュニケーションや、「みて、みて」「す
ごい」などの会話である。会場はこうしたコミュニケー
ションで満ちあふれていたのである。

　したがって今回の活動は水族館という環境の下、
キットパスという画材を使い、活発で豊かなコミュニ
ケーションも楽しみながら、参加者自らが画材と環
境を軸にした様々な創造的活動を創出していたとい
える。

一方で、反省点が２つある。
１つ目は、水族館側と主催者側の間に認識の違

いがあったことである。館長との打ち合わせを通じ、
屋内の水槽には直接描くことはできないが、屋外の
親子ふれあい広場に設置した小さな水槽には直接描
いてよいと筆者は認識して活動を実施した。ところ
が水族館側としてはそうではなかったのである。水槽
に描く様子を見た館長からイベント中に次の内容を
伺った。それは、この種のイベントをすると勝手に
館内で描画材を使う不届きな来館者が出る危険性が
あるというものだった。筆者は館長に認識の違いを
詫び、午後からは小さな水槽にもOPP フィルムを貼っ
て対応した。

２つ目は、ヒアリングと記録の難しさである。思

いのほか活動参加者へのアテンドに手を取られてし
まい、落ち着いた状況でのヒアリングや、写真や動
画の撮影が十分できなかった点である。ヒアリング
ではなく、参加者にアンケートフォームを送って体
験の感想などを回答してもらう方法をとったほうがよ
かったかもしれないと、反省している。

　しかし、今回の結果や反省点を踏まえ、今後も
様々な場所で画材の特徴と環境の相乗効果による創
造活動の創出が期待できる活動や研修を実施して、
画材や活動の普及を行いたいと考えている。
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